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須原地域は，北緯37度10分－20分，東経139度0分－ 

15分（日本測地系，世界測地系では北緯37度10分11秒－ 

20分10.9秒，東経138度59分48.4秒－139度14分48.3秒） 

の範囲にあり，新潟県南東部と福島県西部にまたがって 

いる．行政区分としては，新潟県北魚沼郡入広瀬村，守 

門村，湯之谷村，小出町の一部，南魚沼郡大和町の一部， 

並びに福島県南会津郡只見町，檜枝岐村の一部を含む． 

須原地域はそのほとんどが越後山脈中央部の標高 

1,000～1,500mの山岳地帯であるが（第１.１図)，本地域 

北西端を北東から南西に流れ下る破間
あぶるま

川流域は，六日町 

盆地の北東延長部に相当し盆地状の低地を構成している 

（第１.２図)．破間川は西隣小千谷地域内の小出町で魚野 

川と合流する．両者は北北東－南南西方向に伸びる直線 

的な谷を形成しており，ここを境として東側は標高 

1,000～2,000mの急峻な越後山脈であるのに対し，これ 

より西方では対照的に魚沼丘陵・東山丘陵・東頸城丘陵 

などの低平な丘陵とその間の盆地状の低地によって構成 

されている（柳沢ほか，1986；第１.２図)．この直線的 

できわめて明瞭な境界は地質学的には新発田ー小出線 

（山下，1970）と呼ばれ，新生代の信越地域堆積盆の東 

 

 

 

 

（高橋 浩） 

 

縁を規制する重要な断層の一つである． 

須原地域の骨格を成すのは，未丈
みじょう

が岳（1,553m）から 

大鳥岳（1,348m)，毛猛山
けもうやま

（1,517m)，前毛猛山（1,233 

m)，鬼が面山（1,465m）を経て浅草岳（1,585m，守門 

岳地域内）に至る南北方向に伸びる稜線（第１.１図）と， 

毛猛山から分岐し太郎助山（1,418m）を経て足沢山 

（1,107m）に至る北北西方向に伸びる稜線，及び南隣 

海山地域内の枝折
し お り

峠から鼓が倉
つつみがくら

山（1,037m )，唐松山 

（1,079m)，上権現堂山（998m）を経て，下権現堂山 

（897m）に至る稜線である（第１.２図)．これらの稜線 

は海山地域内において越後山脈の中核部を構成する越 

後沢山（1,861m）から中ノ岳（2,085m）を経て駒ヶ岳 

（2,003m）に連なる南北方向の稜線の北方延長部に相当 

する． 

須原地域の主な河川は，只見川，破間川とその支流の 

羽根川，黒又川及び末沢川，魚野川支流の佐梨川である 

（第１.２図)．只見川は本地域東部を南から北に流れ下り， 

大鳥ダム湖や田子倉湖に大量の水を供給している．破間 

川は，本地域北西端を北東から南西に流れ，小出町で魚 

野川と合流する．破問川支流の羽根川は，本地域中央南 

第１章 地  形

第１.１図 須原地域の骨格をなす越後山脈の山並

未丈が岳山頂より北方を望む． 
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部の越後山脈に源を発し西北西方に流れ下り，小出町で 

破間川に合流する．破問川支流の黒又川は，本地域中央 

部を南から北へ流下しており，その右岸支流はいずれも 

峻険な渓谷を成しており，未丈が岳から大鳥岳，毛猛山， 

太郎助山を経て足沢山に至る稜線に突き上げている．ま 

た，破間川支流の末沢川は毛猛山に源を発し，西北西方 

に流れ下り入広瀬村大白川南西方で破間川と合流する． 

魚野川支流の佐梨川は，南隣，海山地域内の駒ヶ岳 

（2,003m）北面に源を発し，峻険な佐梨川渓谷を刻み， 

北方に流れ下り，折立
おりたて

温泉付近で北西に流れを変え小出 

町で魚野川に合流する． 

第１.２図 須原地域及び周辺地域の稜線・水系図
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須原地域は，新潟県南東部から福島県西部の奥只見地 

域にまたがっており，地体構造区分の上では，上越帯と 

足尾帯の境界領域にあたる．本地域には，水無川変成岩 

類，構造区未定のペルム系，足尾帯ジュラ紀付加コンプ 

レックスとこれらに貫入する後期白亜紀－古第三紀深成 

岩類，更にこれらの先新第三紀基盤岩類を覆う新第三系， 

浅草火山噴出物及び第四系が分布している．須原地域及 

び周辺地域の地質概略を第２.１，２図に，本地域の地質 

総括を第２.３図に示す． 

上越帯は，黒田（1963）による東北日本の地体構造区 

分試論の中で提唱され，フォッサマグナ東縁と足尾帯の 

間を占める藍閃石片岩の出現で特徴づけられる変成作用 

を受けた地質帯とされた．その後，Hayama et al.（1969） 

は，上越帯に点々と分布する変成岩類を検討し，これら 

はかつて連続した変成岩帯として存在したものと想定 

し，上越帯を上越変成帯と呼び，飛騨外縁帯の延長と考 

えた．一方，茅原・小松（1982）は，上越帯を蛇紋岩と 

 

 

 

 

 

 

若干の結晶片岩の分布する谷川岳帯と，変玄武岩・変斑 

れい岩－閃緑岩複合岩体と中生代の陸棚堆積物（上部三 

畳系奥利根層群，下部ジュラ系岩室層，下部白亜系戸倉 

沢層）で特徴づけられる片品帯に区分することを提案し， 

谷川岳帯を飛騨外縁帯に，片品帯を舞鶴帯に対比した． 

また，1983～1985年に行われた総研「上越帯・足尾帯」 

（研究代表者 茅原一也）により，上越帯と足尾帯の境 

界地域の地質と構造の解明が進み，足尾帯西縁部におい 

て変苦鉄質岩が卓越する地帯は足尾帯西帯として区別さ 

れた（茅原，1984；茅原・小松，1992)． 

須原地域南東部の田子倉湖周辺から大鳥ダム周辺にか 

けて，超苦鉄質岩類や流紋岩凝灰岩を含み，足尾帯西帯 

に属すると考えられてきた地層が分布する（茅原・小松， 

1986；新潟基盤岩研究会，1986，1996)．超苦鉄質岩や 

流紋岩凝灰岩の異地性岩体を含む地層は，美濃・丹波帯 

や足尾帯のジュラ紀付加コンプレックスには知られてい 

ない．また，このような岩相構成を示す地層は従来の上 

越帯にも知られていないため，地体構造上の位置付けが 

未定である．本報告では，足尾帯ジュラ紀付加コンプレ 

ックスとは包有岩塊の種類が異なるこれらの地層を足尾 

帯及び上越帯と区分し，構造区未定のペルム系として扱 

う．また，水無川変成岩類を上越帯のメンバーとして扱う． 

以下に，須原地域に分布する地層，岩石類の概要を述 

べる． 

 

２.１ 水無川変成岩類 

 

水無川変成岩類は，南隣海山地域内の水無川流域を 

模式地とする片状構造の発達した低変成度の変成岩類で 

あり，原岩堆積後に緑色片岩相の変成作用を受けた後， 

花崗岩のへい入に伴う接触変成作用を被った複変成岩で 

ある（Hayama et al., 1969)．水無川変成岩類の原岩は泥 

質岩を主体とし，緑色岩類・超苦鉄質岩・チャート・石 

灰岩・砂岩の岩塊を含む（竹之内，1988)．花崗岩類に 

よる接触変成作用を被る前の初生的な変成作用の性格， 

変成年代等は今のところよく分かっていない．本報告で 

は，山元ほか（2000）を踏襲し，水無川変成岩類を上越 

帯のメンバーとして扱う． 

本地域内では，中央南部に水無川変成岩体の北東端部 

がわずかに分布するほか，未丈が岳南方に独立した小岩 

体として存在する（第２.２図)．模式地の水無川変成岩 

体北東端の岩石は，ざくろ石黒雲母白雲母片岩，黒雲母 

白雲母片岩や石英片岩などである．また，未丈が岳南方 

第２章 地質概説

（高橋 浩・豊島剛志・志村俊昭・原 英俊・竹内圭史・酒井 彰・中野 俊）

第２.１図 上越帯とその周辺地域の地体構造区分図 

Takenouchi and Takahashi（2002）のFig.1
を改変． 
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第２.２図 須原地域及び周辺地域の地質概略図 

20万分の１地質図幅「日光」(山元ほか，2000)，｢宇都宮」(須藤ほか，1991)，

「高田」（竹内ほか，1994）及び本報告を基に編集． 
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第２.３図 須原地域の地質総括図 

＊城内層群海山層，大谷川層，貫木層は本地域には分布しない． 

西名層のN.9は浮遊性有孔虫化石帯．鳥屋ガ峰層の年代値は全岩K-Ar年代． 



― 6 ― 

に独立して分布するものは，ざくろ石黒雲母白雲母片岩 

や黒雲母白雲母片岩などである． 

 

２.２ 構造区未定のペルム系 

 

構造区未定のペルム系は，新潟－福島県境の田子倉 

湖－奥只見湖周辺の奥只見地域の六十里越断層以南に露 

出している（第２.２図)．これらの大半は，混在岩と整 

然層からなり，混在岩の分布が広い．混在岩は，泥岩を 

基質として，超苦鉄質岩，斑れい岩，玄武岩，玄武岩凝 

灰岩，花崗岩，流紋岩凝灰岩ないし凝灰質砂岩，礫岩， 

砂岩，石灰岩，チャート等，多種にわたる岩塊を含んで 

いる（新潟基盤岩研究会，1996など)．含まれる岩塊の岩 

石種などに基づいて，いずれも断層で境される大鳥層， 

滝沢層，丸山層，袖沢層の４つに区分される．これらの 

地層は大まかに北北西－南南東～南－北走向を有し，東 

傾斜を示すが，各層の走向方向への連続性や各層を境す 

る北北西－南南東～南－北走向東傾斜の断層は，北東－ 

南西走向の鉛直断層，北北西－南南東走向の鉛直断層， 

西北西－東南東走向の鉛直断層によって大きく乱されて 

いる．大鳥層は，流紋岩凝灰岩ないし凝灰質砂岩やそれ 

らと泥岩との互層，花崗岩の巨大岩塊を包有する混在岩 

として特徴づけられる．滝沢層は砂岩泥岩互層であり， 

西北西－東南東～東－西性の軸をもって褶曲する整然層 

として特徴づけられる．同様の方向性を持つ褶曲は水無 

川変成岩類にも認められる．丸山層は，超苦鉄質岩，斑 

い岩の巨大岩塊を含む混在岩として特徴づけられる． 

袖沢層は，泥質岩堆積時に形成されたとみなされる玄武 

岩（現地性玄武岩）及びウミユリや腕足類の化石を含む 

不淘汰堆積岩の存在で特徴づけられる．これらの堆積岩 

類には，露頭規模の褶曲構造が認められ，各層の泥質岩 

の面構造（層理面や劈開面）の姿勢変化にも現れている． 

しかし，地質図に表現可能な規模の褶曲は認められない． 

 

２.３ 足尾帯ジュラ紀付加コンプレックス 

 

須原地域北部－中央部の末沢川流域や黒又川流域，さ 

らに本地域の西部には，足尾帯ジュラ紀付加コンプレッ 

クスが分布する．足尾帯ジュラ紀付加コンプレックス 

は，岩相の特徴に基づき３つのコンプレックス（構造 

的上位より大白川・黒又川・上権現堂山コンプレック 

ス）に区分される．これらのコンプレックスは，黒又川 

花崗岩の貫入によって東西に二分されており，花崗岩の 

東側には上位より大白川コンプレックスと黒又川コンプ 

レックスが，西側には上権現堂山コンプレックスが分布 

する． 

大白川コンプレックスは，主に緑色岩・砂岩の岩塊を 

伴う混在岩を主体とし，緑色岩・石灰岩・チャートの小 

規模岩体を伴うことで特徴づけられる．黒又川コンプレ 

ックスは，主に緑色岩及びチャートの中－大規模岩体と 

砂岩頁岩互層からなる．上権現堂山コンプレックスは， 

チャートの小－大規模岩体と混在岩からなり，一部に緑 

色岩の小規模岩体を伴う．混在岩は，主にチャート・緑 

色岩・砂岩の岩塊や砂岩頁岩互層・石灰岩・礫岩の岩塊 

を伴う．各コンプレックスの形成年代は，大白川コンプ 

レックスは前期ジュラ紀，黒又川コンプレックスと上権 

現堂山コンプレックスは中期ジュラ紀以降である． 

 

２.４ 後期白亜紀－古第三紀深成岩類 

 

須原地域に分布する深成岩類は，後期白亜紀－古第三 

紀に形成された花崗岩類がほとんどで，斑れい岩を伴う． 

これらの深成岩類は形成順に，角閃石斑れい岩，大湯花 

崗岩，黒又川花崗岩，花崗斑岩・アプライト・石英岩及 

び石英閃緑岩である． 

角閃石斑れい岩は，本地域南西部の佐梨川上流域から 

黒又川最上流域にかけての地域に点々と分布している． 

これらはいずれも径500m以下の小岩体が主体であり， 

大湯花崗岩中の捕獲岩体として存在している．大湯花崗 

岩は本地域南西部の佐梨川上流域から南部の黒又川最上 

流域にかけて分布する中粒でやや優白質な黒雲母花崗岩 

及び黒雲母花崗閃緑岩であり，角閃石を含むことがある． 

足尾帯の黒又川コンプレックス及び上権現堂山コンプレ 

ックスに貫入し接触変成作用を与えている．黒又川花崗 

岩は，本地域中央部の黒又川左岸流域から破間川支流の 

羽根川流域にかけて広く分布するほか，本地域南西部の 

佐梨川左岸流域から南隣海山地域にかけて分布する． 

佐梨川流域では大湯花崗岩に貫入する小規模岩体が存在 

する．いずれも岩相変化に乏しい粗粒の黒雲母花崗岩で 

あり角閃石を含むことがある．岩体東部で黒又川コンプ 

レックスに，西部で上権現堂山コンプレックスに貫入し 

接触変成作用を与えている．花崗斑岩は，黒又川最上流 

部において大湯花崗岩に貫入する小規模岩体である．ア 

プライト及び石英岩は岩脈として黒又川花崗岩に貫入し 

ている．石英閃緑岩は，本地域北東部の毛猛沢出合付近 

の末沢川河床に数個の小規模岩体として存在する． 

 

２.５ 新第三系 

 

須原地域は新生代新潟堆積盆地の南東縁部に位置し， 

堆積盆地の東縁を画する新発田－小出線が本地域北西隅 

を北北東－南南西方向に走っている．そのため，本地域 

には堆積盆地下部を占める前期中新世の地層群が基盤岩 

類を覆って広く分布するが，新潟堆積盆地の主体をなす 

中期中新世－前期更新世の地層は北西隅に僅かに分布す 

るのみである． 

新潟堆積盆地の地層群は，岩相と微化石層序により全 

域を通じての層序区分がなされており，それは新潟標準 
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層序と呼ばれている（新潟県地質図改訂委員会編，2000)． 

新潟標準層序では下位より三川階・津川階・七谷階・下 

部寺泊階・上部寺泊階・椎谷階・西山階・灰爪階に時階 

区分がされており，本地域にはそのうち津川階の地層が 

広く分布するほか，七谷階の地層および上部寺泊階－西 

山階に相当する時代の地層・岩石が分布する． 

これらの新生界については島津（1973)，茅原（1974)， 

山下ほか（1982)，幡・津川グリーンタフ団体研究グ 

ループ（1982）などの地質図があるが，いずれも小縮尺 

の地質概略図である．ただし，北西部については新潟県 

（1963）の1/5万地質図がある．島津（1973）は本地域か 

ら津川・小国地域にわたる広範囲の新生界の対比を試み 

た．また，高浜・正井（1983）は破間川沿いで魚沼層・ 

段丘堆積物の褶曲・断層などの構造運動について論じて 

いる． 

本地域の新第三系は，下位より城内層
じょうない

群大倉層，松川 

層，夕沢層，西名層
にしみょう

，鳥
と

屋
や

ガ
が

峰
みね

層，和南津
わ な づ

層，魚沼層が 

ある（第２.３図)． 

各地に分布する城内層群大倉層・松川層・夕沢層は， 

いずれも基盤岩を不整合に覆っており，海生化石の報告 

がなく陸成層であると推定され，本質的には新潟標準層 

序の津川層に対比される同一の地層であるように思われ 

る．しかし，地域ごとに岩相が異なるうえ地質時代につ 

いての資料も乏しく正確な層序対比ができないので，本 

報告では地域ごとの地層名を継承して記載する． 

城内層群大倉層 城内層群は新潟堆積盆地の最下部を 

占める地層群であり，越後山脈の稜線・山麓に分布する． 

本地域西部には，城内層群の下半部を占め安山岩類を主 

とする大倉層が分布する． 

松川層は本地域北西部に分布し，安山岩溶岩・火砕岩 

と礫岩からなる． 

夕沢層は本地域北部から東部にかけて広く分布する． 

主に安山岩火砕岩・礫岩・流紋岩軽石凝灰岩からなり， 

一部には安山岩溶岩が分布する． 

岩脈 基盤の足尾帯付加コンプレックス及び花崗岩 

類，並びに津川階相当の大倉層・松川層・夕沢層中には 

無数の流紋岩岩脈が見られ，北東部地域にはまとまった 

大きさの貫入岩体もある．少量の安山岩，閃緑斑岩及び 

花崗閃緑斑岩，玄武岩岩脈も見られる． 

西名層は本地域北西部に分布し，主に流紋岩軽石凝灰 

岩からなる．岩相及び微化石層序から新潟標準層序の七 

谷層に対比される． 

鳥屋ガ峰層は本地域北西隅から西隣小千谷地域にかけ 

て分布する．後期中新世の安山岩溶岩からなる． 

和南津層は本地域北西隅から西隣小千谷地域にかけて 

分布する．鮮新世のデイサイト火山角礫岩からなる地層 

で，柳沢ほか（1986）により和南津層に含められた． 

魚沼層は後期鮮新世－前期更新世に新潟堆積盆地を埋 

積した河川成及び一部内湾性の地層であり，最大層厚は 

3,000mに達する（宮下ほか，1972)．本地域には北西隅 

に僅かに分布するのみである． 

 

２.６ 浅草火山噴出物 

 

浅草火山噴出物は只見沢溶岩類及び鬼が面火山岩類か 

ら構成される．これらは浅草岳（標高1,585.5m，守門岳 

地域内）を最高地点とする第四紀の成層火山の噴出物で 

ある．火山噴出物の主体は北隣守門岳地域に分布し，本 

地域には火山噴出物全体の１/３が分布する．下位の只 

見沢溶岩類は溶岩及び貫入岩からなり，一部に火砕岩を 

挟む．岩質は複輝石安山岩で，角閃石巨晶を含むことが 

ある．上位の鬼が面火山岩類は複輝石安山岩及びかんら 

ん石複輝石安山岩の溶岩及び火砕岩からなる．これらの 

活動時期は，前期更新世の初期，160万年前頃である． 

 

２.７ 第四系 

 

本地域の第四系の発達は小規模で，更新世地すべり堆 

積物，古期崩壊堆積物，段丘堆積物，崩積堆積物，氾濫 

原及び現河床堆積物からなる． 

更新世地すべり堆積物は本地域北西部の破間川西側に 

分布する．西名層を起源とする崩積土・地すべり地塊か 

らなり，一部は現在も活動的な地すべり地となってい 

る． 

古期崩壊堆積物は本地域北西隅に見られ，安山岩塊を 

含む崩積土が緩傾斜な地形面を作って堆積している．テ 

フラに覆われており後期更新世の堆積物である． 

段丘堆積物は本地域西部の主要な河川沿いに分布す 

る．破間川沿いには２段の段丘面が発達しており，古期 

のt 1段丘面は後期更新世の広域テフラに覆われている． 

新期のt 2段丘面は破間川・羽根川・佐梨川沿いに見られ 

る．いずれの段丘堆積物も大礫を主とし上部は砂からな 

る． 

崩積堆積物は本地域北東部の浅草火山の山麓に小規模 

に見られる． 

氾濫原及び現河床堆積物は主要な河川沿い及び只見 

川・黒又川のダム湖に小規模に分布する． 

 

２.８ 地質構造 

 

須原地域においては，構造区未定のペルム系と足尾帯 

ジュラ紀付加コンプレックスは北北西－南南東走向の六 

十里越断層及び大鳥岳西方の断層とその北方延長の大熊 

沢上流の断層によって区切られている．六十里越断層は 

鉛直断層で，末沢川に沿って西北西－東南東方向に走る 

裸山断層に切られ，黒又川花崗岩や足尾帯の上権現堂山 

コンプッレックスも同方向の断層によって切られ変位し 

ている．また，北東－南西走向の駒ノ湯断層は大鳥岳西 
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方の断層を切り，相対的に南側の地塊を上昇削剥させて 

おり，新第三系の分布を規制している．構造区未定のペ 

ルム系内の滝沢層－丸山層境界断層（大鳥沢，滝沢出合 

い付近）や丸山層－袖沢層境界断層（本地域南東端）も 

また，駒ノ湯断層や未丈が岳断層などによって切られて 

いる．断層活動の順序は，まず，北北西－南南東走向で 

東傾斜の大鳥岳西方の断層が活動し，構造区未定のペル 

ム系と足尾帯ジュラ紀付加コンプレックスを境した．大 

鳥岳西方の断層とほぼ同様の姿勢を示す滝沢層－丸山層 

境界断層や丸山層－袖沢層境界断層もほぼ同時期，ある 

いはそれ以前に活動した可能性が高い．その後，裸山断 

層などの西北西－東南東方向に走る断層が活動し，さら 

にこれらを切る北東－南西走向の駒ノ湯断層や未丈が岳 

断層が活動した．大鳥岳西方の断層は，その北方延長で 

ある大熊沢上流の断層が新第三系に覆われることから， 

新第三紀以前に活動したものである．また，駒ノ湯断層 

及び六十里越断層は新第三系を切っており，これらの断 

層の活動時期は新第三紀以降である．しかし，六十里越 

断層は奥只見地域の構造区未定のペルム系と足尾帯ジュ 

ラ紀付加コンプレックスを境する断層であり，新第三紀 

以前にも活動した可能性がある． 
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３.１ 研究史及び概要 

 

新潟県南東部，越後山脈の中核部を占める越後三山 

（駒ヶ岳，中の岳，海山）地域には，水無川変成岩類 

（茅原・西田，1968）と呼ばれる低変成度の変成岩類が 

露出している（第２.２図)．この水無川変成岩類は谷川 

岳山頂付近に露出する結晶片岩及び群馬県沼田市北方に 

露出する川場変成岩類とともに上越変成帯の一部を構成 

していたものと考えられた（Hayama et al., 1969)．一方， 

小松（1980)，茅原・小松（1982）らは，上越帯を構成 

岩石の特徴から，変成オフィオライトと中生代の陸棚堆 

積物すなわち，奥利根層群（上部三畳系）・岩室層（下 

部ジュラ系）・戸倉沢層（下部白亜系）からなる片品帯 

と，結晶片岩・蛇紋岩からなる谷川岳帯とに区分し，水 

無川変成岩類はその分布位置から片品帯に含められた． 

その後，竹之内（1988）は，水無川変成岩類の詳細な野 

外調査を行い，その岩相や原岩構成が周辺の足尾帯構成 

岩類と連続することから，水無川変成岩類を足尾帯の構 

成要素であるとした．また，竹之内（2000）では，水無 

川変成岩類の変形相解析を行い，２つの変形時相を識別 

し，水無川変成岩類の構造運動を論じた．さらに， 

Takenouchi and Takahashi（2002）では，川場変成岩類と 

水無川変成岩類の岩相及び変形史が共通することから， 

上越地域の中・古生界中に断続的に分布する低変成度変 

成岩体は，かつて存在していた低変成度変成岩帯を構成 

していたものであると考えた．川場変成岩類は足尾帯の 

分布域とは地理的に離れた，上越帯の中核部を構成する 

地質体であり（第２.２図)，川場変成岩類と岩相，変形 

史の共通する水無川変成岩類は上越帯のメンバーとみな 

すのが妥当と考える．本報告では前述のように山元ほか 

（2000）を踏襲し，水無川変成岩類を上越帯の構成要素 

として扱う． 

水無川変成岩体は，15×6km程の北東－南西方向に伸 

張した形態を示し，その北西端は駒ノ湯断層によって後 

期白亜紀－古第三紀の花崗岩類と接しており．西方では 

足尾帯の上権現堂山コンプレックスと断層で接してい 

る．また，南東部は中の岳斑れい岩類や後期白亜紀花崗 

岩類（只見川古期花崗岩類）(茅原・小松，1992）と断 

層で接している（第２.２図)． 

水無川変成岩類は，原岩堆積後に変成作用を受けた後， 

花崗岩のへい入に伴う接触変成作用をうけた複変成岩で 

ある（Hayama，1969)．珪質岩と泥質岩の細互層からな 

り，石英からなる灰白色薄層と黒雲母からなる褐色－黒 

 

 

 

 

（志村俊昭・豊島剛志・高橋 浩） 

 

色薄層の互層による縞状構造が発達する泥質片状岩を主 

体とする（竹之内ほか，2002)．異地性岩塊として緑色 

岩類（変玄武岩，変斑れい岩，変苦鉄質凝灰岩)・超苦 

鉄質岩・チャート・石灰岩・砂岩を含み，それらのブロ 

ックの規模は数mから数100mにおよんでいる．全般的 

に水無川変成岩類の原岩は混在岩相で特徴づけられ，弱 

変成作用と同時あるいはその後の剪断作用により様々な 

変形小構造が発達している（竹之内，2000)． 

水無川変成岩類の形成時期を示す放射年代は今のとこ 

ろ得られていないが，谷川岳山頂付近の結晶片岩から 

308±15Ma及び284±14Maの白雲母K-Ar年代が報告さ 

れている（Yokoyama，1992)．前述のように，谷川岳の結 

晶片岩は水無川変成岩類や川場変成岩類とともに上越帯 

を特徴づける変成岩類であり，水無川変成岩類の形成年 

代は谷川岳の結晶片岩の年代に対比できる可能性がある． 

須原地域には，南隣海山地域内の水無川流域を模式 

地とする水無川変成岩体の北東端部が，佐梨川支流灰の 

又川上流北沢の左岸や枝折峠（海山地域内）北方の稜 

線周辺に分布している．また，未丈が岳南方の稜線から 

奥只見湖左岸の本沢上流（海山地域内)，大鳥沢上流 

にかけて5×2k m程の独立した岩体が存在する．本報告 

では，便宜上，上記２つの水無川変成岩体それぞれにつ 

いて分けて記述する． 

 

３.２ 灰の又川上流の水無川変成岩類（Mz） 

 

分布 水無川変成岩体の北東端部に相当し，佐梨川支 

流灰の又川上流北沢の左岸や枝折峠（海山地域内）北 

方の稜線周辺に分布している． 

層序関係 北西側は大湯花崗岩及び黒又川花崗岩と駒 

ノ湯断層で接し，北東側は大湯花崗岩と断層で接してい 

る．南東側（海山地域内）は，中の岳斑れい岩体及び 

只見川古期花崗岩類（茅原・小松，1992）と断層で接して 

いる． 

岩相及び産状 片状構造の発達した泥質岩及び珪質岩 

からなり，泥質部と珪質部が幅1mmから数mmで互層し 

た縞状構造の発達した岩石が最も多く，比較的厚い泥質 

層や珪質層をはさみ，互層を呈する場合もある．一部に 

認められる礫岩様の岩相には，暗褐色の泥質基質中に最 

大長径1c m程の角礫状珪質部が存在するが，多くの珪 

質部は片状構造に平行に伸張しレンズ状を呈し全体とし 

て明瞭な面構造を形成している（第３.１図)．これらの 

変成岩類の変成鉱物は黒雲母及び白雲母でざくろ石が含 

第３章 水無川変成岩類 
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まれることがある．岩石名としては，ざくろ石黒雲母白 

雲母片岩，黒雲母白雲母片岩，黒雲母片岩及び石英片岩 

である． 

構造 片状構造の走向は，ほぼ東西（N80ﾟWー85ﾟE） 
であり，北へ40ﾟ～85ﾟの傾斜を示す． 

 

岩石記載 黒雲母片岩＜GSJR78569＞（３.１図） 

産地：枝折峠北方（海山地域内） 

主成分鉱物：石英，黒雲母，斜長石 

副成分鉱物：不透明鉱物，電気石 

細粒黒雲母及び細粒石英の集合体からなる泥質部 

を基質として細粒石英集合体が伸張し珪質レンズを 

構成している．泥質部中の一部には，散在する細粒 

短冊状斜長石の基質部を黒雲母及び不透明鉱物が充 

填した火山岩組織を残す部分が存在する． 

石英は半自形で，20～30μm程の細粒結晶の集合 

体が珪質レンズをなしている．黒雲母は自形－半自 

形で褐色（Y-Z軸色，以下Y-Z）を呈し，20～30μ 

m程の細粒結晶が石英とともに集合し泥質層を形成 

している．斜長石は半自形で，泥質層中に斑状に存 

在する．火山岩組織を残すと見られる短冊状に散在 

するものは0.5mm程の自形結晶である． 

 

３.３ 未丈が岳南方の水無川変成岩類（Mz） 

 

分布 未丈が岳南方の稜線から只見川左岸大鳥沢上流 

域，奥只見湖左岸の本沢上流域（海山地域内）にかけ 

 

て独立した岩体として分布する． 

層序関係 北側を滝沢層と，北西側は大湯花崗岩と， 

南東側（海山地域内）は丸山層の超苦鉄質岩体とそれ 

ぞれ断層で接している．また，南側（海山地域内）は， 

只見川新期花崗岩類（茅原・小松，1992）によって貫入 

されている． 

産状及び岩相 未丈が岳南方に分布する水無川変成岩 

類は主に泥質片岩で，少量の珪質片岩を伴う，野外では 

暗灰色を呈し，黒雲母が濃集している優黒質層と，石英 

からなる優白質層が1～5m m幅の細互層を成し，片麻 

岩様に見える事もある（第３.２図)．大鳥沢上流では， 

全般的に珪質岩ないし砂質岩と泥質岩とからなる，各層 

の幅が1m mから数c m程度の互層が優勢で，小規模な褶 

曲構造が認められる（第３.３図)．泥質層は黒雲母を多 

く含み，珪質層，砂質層は主に石英からなる． 

結晶片岩の鉱物組合せを第３.１表に示す．これらは 

互いに漸移関係で産する．主な岩石は黒雲母－白雲母－ 

ざくろ石－石英片岩である（第３.４図)．また，これら 

の結晶片岩中には，石英を主とする多数の優白脈（多く 

は幅1m m以下，まれに数c m幅）が見られ，これにより 

 

第３.１図 枝折峠付近の水無川変成岩（GSJ R78569）
のスラブ写真及び薄片写真（直交ニコル）

第３.２図 未丈が岳南方における水無川変成岩（GSJ
R78570）のスラブ写真及び薄片写真（直交ニ

コル） 
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片理が切断されている．また，未丈が岳南方の稜線上に 

おいて菫青石を含む結晶片岩（第３.５図）が見いだされた． 

構造 未丈が岳南方では，片状構造の走向はN40ﾟ－ 

70ﾟEであり，傾斜は北西に60ﾟから南東へ53ﾟまで変化す 

る．イントラフォリアル褶曲，キンクバンドがみられる． 

また，大鳥沢上流では，片状構造の走向はN30ﾟWから 

N47ﾟEまで変化し，傾斜は東へ24ﾟ～50ﾟである． 

 

岩石記載 ざくろ石黒雲母白雲母片岩＜GSJ R78571＞ 

（第３.４図） 

産地：未丈が岳南方稜線 

黒雲母と白雲母（両者とも長径0.2mm程度以下） 

の定向配列による片理が顕著であるが，白雲母 

にはこの定向配列を切る比較的大きなもの（0.3 

～0.4mm）もみられる．黒雲母は淡褐色（X軸色， 

以下X)，褐色（Y-Z）の多色性を示す．黒雲母に 

富む部分には，黒雲母・白雲母の片理を切って自形 

のざくろ石（最大径1m m程度）がみられる．ざく 

ろ石斑状変晶には，微細な黒雲母と石英を多数包有 

し汚濁されたコアと，包有物の少ないリムがみられ 

る．優白質層中の石英は他形である． 

 

菫青石ざくろ石黒雲母白雲母片岩＜GSJ R78571＞ 

（第３.５図） 

産地：未丈が岳南方稜線 

石墨，黒雲母，白雲母，ざくろ石，菫青石，石英 

及び斜長石からなる．有色鉱物（主として黒雲母） 

を多く含む優黒質層と石英を主とする優白質層が1 

～5m mオーダーで細互層をなしている．黒雲母は 

淡褐色（X)，濃褐色（Y-Z）の多色性を示す．菫 

青石は黒雲母の濃集部中に径0.3m m程度の他形を 

なして産する場合と，石英を主とする優白質層中に 

長径1～1.5m m程度の短柱状の半自形で産する場合 

とがある．いずれも周囲は細粒の白雲母・黒雲母に 

 

第３.１表 未丈が岳南方の水無川変成岩類の鉱物組み合わせ 

原岩 鉱物組合せ 

泥岩 黒雲母-白雲母-石英 

黒雲母-白雲母-ザクロ石-石英 

黒雲母-白雲母-ザクロ石-石英-斜長石 

石墨-黒雲母-白雲母-石英 

石墨-黒雲母-白雲母-ザクロ石-石英 

石墨-黒雲母-白雲母-ザクロ石-石英-斜長石 

石墨-黒雲母-白雲母-ザクロ石-菫青石-石英-斜長石

黄鉄鉱-黒雲母-白雲母-ザクロ石-石英 

砂岩 黒雲母-白雲母-石英 

黒雲母-白雲母-ザクロ石-石英 

黄鉄鉱-黒雲母-白雲母-ザクロ石-石英 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３.３図 大鳥沢上流における水無川変成岩類の産状 

泥質片岩と珪質片岩，砂質片岩が細互層をなし

ている． 

第３.４図 未丈が岳南方における水無川変成岩の泥質片

岩（GSJ R78571）の薄片写真（単ニコル） 

自形のざくろ石（Grt）は黒雲母（Bt）の形成 

する片理を切る． 

Qtz：石英，Ms：白雲母 

第３.５図 未丈が岳南方における水無川変成岩の泥質片

岩（GSJ R78572）中の菫青石（単ニコル） 

菫青石（Crd）の周囲を石英がとりまく． 

鉱物の略号は第３.４図と同じ． 
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切られているほか，内部もかなりピナイト化が進行 

している．ざくろ石は黒雲母・白雲母が作る片理を 

切断し，自形の斑状変晶（径0.1～0.2m m程度）と 

して存在する．ざくろ石には微細な黒雲母と石英を 

多数包有し汚濁されたコアと，包有物の少なく透明 

感のあるリムがみられる．斜長石は優黒質層中に， 

0.01mm以下の微細な他形結晶として僅かに点在す 

るのみで，優白質層中に斜長石は見られない．また， 

この岩石中にもカリ長石はみられない． 
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４.１ 研究史及び概要 

 

須原地域南東部の田子倉湖周辺から大鳥ダム周辺にか 

けて，超苦鉄質岩類や流紋岩凝灰岩を含み，足尾帯西帯 

に属すると考えられてきた地層が分布する（茅原・小松， 

1986；新潟基盤岩研究会，1986，1996)．しかし，最近， 

従来足尾帯西帯とみなされてきた大鳥ダム南東方の地層 

からペルム紀腕足類化石が発見された（田澤・新潟基盤 

岩研究会，1999)．山元ほか（2000）は，田澤・新潟基 

盤岩研究会（1999）における田澤の主張のように，この 

化石産出層と厚い流紋岩凝灰岩を含む地層を一連の地層 

とみなして，西南日本内帯の舞鶴帯もしくは秋吉帯非石 

灰岩相のペルム系に対比可能であるとし，新たに大鳥層 

と命名した．また，超苦鉄質岩や変斑れい岩の異地性岩 

体を含む地層についても，その年代は未定であるが，美 

濃・丹波帯や足尾帯のジュラ紀堆積岩コンプレックスに 

は知られていない特異な岩相構成を示すため，これも大 

鳥層と関連するペルム系の地質体と考えた．このような 

岩相構成の地層は，六十里越断層以南にのみ分布し，従 

来の上越帯には知られていないため，地体構造上の位置 

付けが未定である．本報告では，これらの地層の分布や 

区分が山元ほか（2000）とは異なっているが，彼らの考 

え方を踏襲して，足尾帯ジュラ紀付加コンプレックスと 

は包有岩の種類が異なる地層群とそれにはさまれる整然層 

を，上越帯と区分し，構造区未定のペルム系として扱う． 

本地域南東部に分布する構造区未定のペルム系は，そ 

の岩相に基づき大鳥層，滝沢層，丸山層，袖沢層に区分 

される．これらの地層はそれぞれ断層によって境され， 

足尾帯のジュラ紀付加コンプレックスや水無川変成岩類 

とも断層を介して接している．上述の腕足類化石産出層 

は，本地域の南東部から東隣小林地域及び南東隣檜枝岐 

地域にかけて分布する袖沢層（新潟基盤岩研究会，1996） 

に属しており，化石産出層の構造的下位の層準が本地域 

南東端に分布している． 

滝沢層，丸山層，袖沢層は，層理面・劈開面にほぼ平 

行な北西－南東～南－北走向で東に急傾斜の断層を介し 

て，西から東に向かって順次配列している．構造区未定 

のペルム系の中で，大鳥層のみが，ほぼ同様の姿勢を示 

す断層を介して，その西側の足尾帯ジュラ紀付加コンプ 

レックスの上に重なっている．このような東傾斜の断層 

を介した重なりが，須原地域の構造区未定のペルム系の 

基本構造であり，その西側に広く分布する足尾帯ジュラ 

紀付加コンプレックスの構造的上位に位置する大鳥層 

 

 

 

 

（豊島剛志・志村俊昭・高橋 浩） 

 

が，構造区未定のペルム系の中で構造的に最も下位（西 

側）の地層となる可能性が大きい．大鳥層に続いて，構 

造的下位から滝沢層，丸山層，袖沢層の順に累重する． 

 

４.２ 大鳥層（Ox，Ot，Ob，Og，Ogb） 

 

地層名 山元ほか（2000）の大鳥層を再定義する．山 

元ほか（2000）は，大鳥ダム周辺に分布する厚い流紋岩 

凝灰岩で特徴づけられる地層が南方の只見川上流に向か 

って連続し，ペルム紀腕足類化石を産する袖沢層や砂岩 

泥岩互層で特徴づけられる檜枝岐－小林地域の北沢層 

（新潟基盤岩研究会，1996）と同層準であるとみなして， 

これらを合わせ，大鳥層と命名した．しかし，本報告で 

は，厚い流紋岩凝灰岩ないし凝灰質砂岩で特徴づけられ 

る地層だけを大鳥層と呼ぶ． 

模式地 大鳥ダム周辺の道路沿い（第４.１図)． 

分布 本地域東部において，六十里越断層と未丈が岳 

断層の間の，只見川流域に分布する．本層の北方への延 

長は六十里越断層によって，南東方向への延長は未丈が 

岳断層によって断たれている．このため，本層は未丈が 

岳断層以南には分布せず，山元ほか（2000）が示すよう 

な只見川に沿った南方への連続は追跡できない．また， 

本層の西側は北北西－南南東及び南－北方向の断層によ 

って限られている．大鳥岳北方－宿の沢付近では，駒ノ 

湯断層によって切られ，その南側では大鳥岳付近から只 

見川本流，宿の沢上流にかけての，東西に広い分布を示 

す．以上のように，大鳥ダム周辺以外，山元ほか（2000） 

とは，かなり異なった分布となっている． 

層厚 4000m+ 

層序関係 本層の西側は，大熊沢上流では南－北走 

向・東傾斜の断層を介して，大鳥岳付近では北北西－南 

南東走向・東傾斜の断層を介して，いずれも足尾帯の黒 

又川コンプレックスと接しており，同コンプレックスの 

構造的上位に位置する．本層は，袖沢層とは接しておら 

ず，丸山層，滝沢層とは未丈が岳断層で接し，これらの 

地層との層序学的関係は不明である．しかし，上述のよ 

うに，須原地域の構造区未定のペルム系の基本構造は東 

傾斜の断層を介した重なりであり，大鳥層は，西側に広 

く分布する足尾帯ジュラ紀付加コンプレックスの上に東 

傾斜で重なるので，構造区未定のペルム系の中で構造的 

に最も下位（西側）の地層である可能性が高い．駒ノ湯 

断層以北の本層は，不整合を介して新第三系によって広 

く覆われている． 

第４章 構造区未定のペルム系 
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岩相 本層は黒色泥岩及び混在岩（Ox）を主体とし， 

地質図に表現できる規模の大きさを持つ岩塊として流紋 

岩凝灰岩ないし凝灰質砂岩及びそれらと泥岩の互層 

（Ot)，玄武岩及び玄武岩火山砕屑岩（Ob)，花崗岩（Og)， 

斑れい岩（Og b）を含んでいる 

混在岩（Ox）の基質は主に黒色－暗灰色泥岩で，地 

質図に表現できない大きさの各種の岩塊（流紋岩凝灰岩 

ないし凝灰質砂岩およびそれらと泥岩の互層・凝灰質砂 

岩・細粒砂岩・玄武岩火山砕屑岩・玄武岩（一部はドレ 

ライト)・花崗岩・斑れい岩・石灰岩・流紋岩，まれに 

チャート）を含んでいる（第４.２図)．黒色泥岩及び混 

在岩（Ox）には，地質図に表現できない厚さや広がり 

を持つ各種の砂岩と泥岩の互層（泥岩と凝灰質泥岩の細 

互層，細粒石英質砂岩と珪質泥岩の互層，凝灰質砂岩と 

泥岩の互層，黒色泥岩と白色砂岩の互層，暗灰－灰色砂 

岩と黒色泥岩との砂岩優勢互層）や凝灰岩泥岩細互層が 

部分的に挟まれる．各種互層の砂岩，泥岩の層厚は，そ 

れぞれmm-mオーダーまで変化するが，主に数mm－数 

十c m程度である．これらの各種互層には級化構造や露 

頭規模の褶曲，スランプ構造，ブーダン構造，層理面に 

平行な劈開面が発達する場合がある．また，剪断面の発 

達とともに，砂岩が破断して，泥岩中のレンズ状小岩塊 

となって，破断相を呈する場合も多い．これらの泥岩や 

砂岩泥岩互層は，まれにレンズ状の礫岩薄層を挟在する 

ことがある 礫岩層は数十c m 以下の層厚を有し，チ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４.１図 大鳥層のルートマップ 

大鳥ダム周辺の道路沿い．

第４.２図 大鳥層の混在岩の露頭写真 

A：主に砂岩（Sd）を含む泥質混在岩．下大鳥

沢下流部 

B：チャートの岩塊（Ch）を含む混在岩．基質が砂

岩泥岩薄互層の部分もある．下大鳥沢中流部．
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ャート・泥岩・砂岩の細－中礫よりなる． 

流紋岩凝灰岩ないし凝灰質砂岩（Ot）は，岩塊として 

混在岩中に含まれるもの（地質図に表現できる大きさの 

ものからそうでないものまで)，泥岩と互層するものの 

いずれも流紋岩質で淡緑色－緑色を呈し，細－中粒（ま 

れに粗粒）で，級化構造を示す場合や上位に向かって緑 

色ないし灰緑色砂岩へと漸移する場合がある（第４.３ 

図A,B)．地質図に表現されるほど大きなレンズ状－板 

状の岩塊として産するものが多い．流紋岩凝灰岩の岩体 

内の構造と，基質の泥岩の構造はしばしば斜交する．宿 

の沢流域では，地質図に表現できる厚さで，整然相を示 

す凝灰岩優勢凝灰岩泥岩互層ないし凝灰質細粒砂岩優勢 

砂岩泥岩互層（Ot）が発達するが，スランプ褶曲などに 

より内部構造が大きく乱されている． 

玄武岩（Ob）は塊状で（第４.３図C,D)，一部にドレ 

ライト－斑れい岩質岩を伴っている．玄武岩火山砕屑岩 

（Ob）は，暗緑色－暗灰色のハイアロクラスタイト，凝 

灰岩，凝灰角礫岩などよりなる．玄武岩凝灰岩は，暗緑 

色－緑色で，砂岩泥岩互層や凝灰質泥岩を挟むことがあ 

り，凝灰質泥岩や凝灰質砂岩との互層を示す場合もある． 

まれに，これら火山砕屑岩は，赤色チャートの角礫を含 

む場合もある．これら玄武岩質岩塊の一部には，カタク 

レーサイト化やマイロナイト化による剪断面が発達し， 

多量の緑簾石脈が認められる． 

花崗岩（Og）は，大熊沢下流と宿の沢下流，大熊沢 

出合い付近の田子倉湖岸の混在岩中に分布する（第４. 

４図)．いずれも優白質で中粒塊状の黒雲母花こう閃緑 

岩である（第４.５図A,B)．宿の沢下流部の支流に分布 

する花崗岩の一部にはマイロナイト面構造が認められる 

（第４.５図B)．宿の沢下流部の花崗岩と周囲の堆積岩類 

 

第４.３図 大鳥層中の流紋岩凝灰岩（A,B）及び玄武岩（C,D）の薄片写真 

A：やや剪断変形を被っている．泥質．単ニコル（GSJ R78573，やかた沢付近の只見川沿い)．

B：やや砂質．単ニコル（GSJ R78574，宿の沢中流部)． 

C：樹脂状組織を示す斜長石と杏仁状組織が認められる．単ニコル（GSJ R78571，やかた沢)．

D：塊状を示す．単ニコル（GSJ R78574，大熊沢)． 
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第４.４図 田子倉湖上流部の大鳥層の分布を示したルートマップ 
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との境界は，下流側では幅15mの断層破砕帯を伴う断 

層であるが，上流側では黒色泥岩と入り組んだ境界によ 

って接している．周囲の黒色泥岩は，玄武岩質岩・細粒 

砂岩・凝灰岩の小岩塊とともに，花崗岩の亜円－亜角礫 

（直径数－数十cm）を含んでいる．花崗岩による周囲の 

泥岩への接触変成作用の痕跡は認められない．また，大 

熊沢下流の花崗岩については，周囲の泥岩との境界は断 

層であり，周囲に接触変成作用を与えている痕跡が不明 

瞭である．大熊沢出合い付近の田子倉湖岸において，レ 

ンズ状の砂岩岩塊を含む泥岩中にも，花崗岩の亜円－亜 

角礫ないし小岩塊（直径数c m－15m）が多数認められ 

る．砂岩や花崗岩の周囲の泥岩は，強い剪断変形を被っ 

ている．これらのことは，大熊沢下流と宿の沢下流の比 

較的規模の大きい花崗岩体も泥岩中のブロックであるこ 

とを示している．花崗岩は鏡下では半自形等粒状組織を 

示し（第４.５図A)，弱いマイロナイト化とともにカタ 

クレーサイト化を被っている（第４.５図B)．変形の強 

い部分では，石英・斜長石・カリ長石が波動消光を示す 

ほか，長石には多数のマイクロクラックが認められる． 

粗粒石英は，その周囲の微細な再結晶石英粒へと側方移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化している．粗粒石英内にも，亜粒子や再結晶粒バンド 

が発達している場合もある．カリ長石にはパーサイト構 

造が顕著であるが，変形により曲げられている．黒雲母 

は著しく引き伸ばされ，ブーダン様の形態を呈して，マ 

イクロクラックや劈開面の曲げが発達する．変形の強い 

黒雲母は，周囲やクラックに沿って緑泥石化している． 

この他に自形の褐れん石を含むことがある．また，斜長 

石・黒雲母を切るクラックに沿って，緑泥石と，微細な 

自形の緑れん石が認められる． 

斑れい岩（Ogb）は暗緑－暗灰色を呈し，中－細粒で 

角閃石とソーシュライト化した斜長石からなる（第４. 

５図C)．斑れい岩の一部は，カタクレーサイト化やマイ 

ロナイト化を被っており，剪断面が発達している． 

構造 大鳥層の大局的構造は，地質図スケールの凝灰 

岩ないし凝灰質砂岩岩魂などの分布によって示されるよ 

うに，南－北～北北西－南南東走向で東傾斜であるが， 

細かく見ると変化がある．駒ノ湯断層以北に分布する本 

層の層理面は，南－北走向・東傾斜～東－西走向．南傾 

斜～北北西－南南東走向・西傾斜まで,大きく変化する． 

集中度はそれほど良くないものの，層理面の極は，北 

第４.５図 大鳥層中の深成岩岩塊の薄片写真 

A：優白質花崗岩．クロスニコル（GSJ 
R78577，大熊沢下流部)．Bt：大部分緑泥 

石に置換された黒雲母，Kfs：カリ長石， 

Pl：斜長石，Qtz：波動消光する石英． 

B：マイロナイト化，カタクレーサイト化を被 

った優白質花崗岩．クロスニコル（GSJ 
R78578，宿の沢岡沢)．Kfs：カリ長石， 

Pl：斜長石，Qtz：石英． 

C：斑れい岩．変成作用を被っている．単ニコ 

ル（GSJ R78579，立柄山東方，只見川沿 

い)．Hbl：緑色ホルンブレンド，Pl：斜長 

石（変質が著しい)． 
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東－南西走向で北西に急傾斜の大円集中を示しており 

（第４.６図)，南東方向に緩くプランジする褶曲軸の存在 

を示唆している．劈開面は，層理面にほぼ平行で，同様 

の傾向を示している．駒ノ湯断層付近では東－西走向南 

傾斜を示す劈開面・層理面が卓越している． 

駒ノ湯断層以南に分布する本層の層理面は，東－西走 

向・南傾斜～南－北走向・東傾斜～東－西走向・北傾斜 

まで，大きく変化する，集中度はそれほど良くないが， 

層理面の極は，北北東－南南西走向で北西に急傾斜の大 

円集中を示して，東南東方向に緩くプランジした褶曲軸 

の存在を示唆している（第４.６図)．劈開面も層理面と 

同様の傾向を示している． 

大鳥岳付近の大鳥層の層理面・劈開面は 多くの場合，北 

北西－南南東走向で東傾斜を示すが，まれに西傾斜を示す． 

化石・年代 現在までに，本層からの化石の産出は報 

 

 

 

告されていない．放射年代も得られていない． 

 

４.３ 滝沢層（Tf） 

 

地層名 新称． 

模式地 只見川支流大鳥沢中流域から大鳥沢支流の滝 

沢流域（第４.７図)． 

分布 本地域南東部，未丈が岳断層以南の大鳥沢－滝 

沢周辺において，断層に囲まれた分布を示す．本層の北 

東側は北西－南東走向の断層によって，北西側は未丈が 

岳断層，南側は西北西－東南東走向および北北東－南南 

西走向の高角断層によってそれぞれ限られている． 

層厚 2000m+ 

層序関係 本層は，その北東端を限る北西－南東走向 

で東に急傾斜の断層を介して，丸山層の構造的下位に位 

置する．この断層は，周囲の堆積岩の層理面にほぼ平行 

である．本層の北西端は，未丈が岳断層を介して，大鳥 

層やジュラ紀付加コンプレックスの黒又川コンプレック 

ス，大湯花崗岩と接している．本層の南側は西北西－東 

南東走向の断層や南－北走向の断層で水無川変成岩と接 

している．超苦鉄質岩岩塊に富む丸山層の構造的下位に 

位置していること，砂岩泥岩互層を主体とすることなど 

から，檜枝岐地域から小林地域にかけて分布する北沢層 

（新潟基盤岩研究会，1996）に対比される可能性がある． 

大鳥沢中流部，上流部ではシート状あるいはストック 

状の斑岩によって貫入されている（第４.７図)． 

岩相 本層（Tf）は，黒色泥岩がやや優勢の砂岩泥岩 

互層を主体とし，一部は砂岩優勢互層で，層厚10～100 

m程度の黒色泥岩や砂岩を挟むこともある．互層をなす 

砂岩や泥岩の層厚は，それぞれmm-mオーダーまで変化 

する． 

泥岩には層理面に平行な劈開面が認められることが多 

く，劈開面の発達した泥岩には細密褶曲が発達している 

場合がある．互層において劈開面が発達すると，レンズ 

状に破断した砂岩層を含む破断相を示す場合もある（第 

４.８図)．また，珪質泥岩や葉理を有する泥岩も認めら 

れる．砂岩の多くは極細粒－細粒で，暗灰色－灰色を呈 

する．一部は中粒砂岩や葉理を有する砂岩，石英質砂岩 

や凝灰質砂岩も認められる． 

本層の多くは，接触変成作用を被り，黒雲母の存在で 

特徴づけられるホルンフェルスになっている． 

構造 本層の層理面は，西北西－東南東走向・南傾斜 

～南－北走向・東傾斜～西北西－東南東走向・北傾斜ま 

で，大きく変化する．集中度はそれほど強くないものの， 

層理面の極は，北北東－南南西走向で西に急傾斜の大円 

集中を示しており（第４.６図)，東南東方向に緩くプラ 

ンジする褶曲軸の存在を示唆している．劈開面も同様の 

傾向を示している．このような姿勢を持つ露頭規模の褶 

曲が各所で観察される．これらの褶曲は，シェブロン褶 

第４.６図 構造区未定のペルム系の層理面の姿勢 

黒丸：層理面の極．すべてシュミットネット下

半球投影．最適大円（シュミットネット内の曲

線）とその極（大きい丸）を示す．これら投影

図の作製にはR.W.Allmendinger博士によるソ 

フト（Streonet 6.3.0x）を用いた． 
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第４.７図 滝沢層のルートマップ 

只見川支流大鳥沢中流及び大鳥沢支流滝沢． 
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曲－キンク褶曲様の形態を持つものも多い． 

化石・年代 現在までに，本層からの化石の産出は報 

告されていない．放射年代も得られていない． 

 

４.４ 丸山層（Mx，Mc，Mb，Mgb，Mu） 

 

地層名 新称． 

模式地 只見川村杉沢（第４.９,10図)． 

分布 須原地域南東部の只見川周辺において，北西－ 

南東，南－北及び北東－南西走向の断層に挟まれて分布 

する．本層とその東側の袖沢層，南西側の滝沢層の配列 

は，北東－南西走向の断層（未丈が岳断層及び海山地 

域の丸山超苦鉄質岩の北西縁を限る断層の延長）や西北 

西－東南東走向の断層（海山地域内）によって乱され 

ている．本層の北西端は，未丈が岳断層によって限られて 

いる． 

層厚 3000m+ 

層序関係 本層は，泥質岩の層理面にほぼ平行な北 

西－南東及び南北走向で東に急傾斜の断層を介して，東 

側では袖沢層と，南西側では滝沢層と接し，両層に挟ま 

れた分布を示す．本層は，超苦鉄質岩ブロックに富んで 

いることから，新潟基盤岩研究会（1996）の白戸川層に 

対比される可能性がある． 

岩相 本層は，黒色泥岩及び混在岩（Mx）を主体と 

し，超苦鉄質岩（Mu）や斑れい岩（Mgb)，玄武岩，ド 

レライト及び玄武岩質火山砕屑岩（Mb）の岩塊を含ん 

でいる．また，少量の礫岩（M c ）が存在する． 

混在岩（Mx ）は，黒色泥岩を基質として，地質図に 

表現できない大きさの玄武岩－ドレライト，玄武岩火山 

砕屑岩（ハイアロクラスタイト，凝灰岩，凝灰角礫岩， 

角礫岩など)，斑れい岩，超苦鉄質岩，暗灰色極細粒－ 

極粗粒（多くは細粒－中粒）砂岩，まれにチャートの小 

岩塊を含んでいる．黒色泥岩及び混在岩（Mx）には， 

地質図に表現できないスケールで，各種堆積岩簿層（細 

粒砂岩，流紋岩凝灰岩，流紋岩質の凝灰質細粒砂岩，玄 

武岩凝灰岩，灰白色珪質泥岩）が挟まれることがあり， 

これらの堆積岩層との互層となることもある．凝灰岩泥 

岩細互層の破断相も認められる．また，まれに，凝灰岩 

や泥岩などの亜円－円礫よりなる礫岩（Mc）が認めら 

れる．黒色泥岩や混在岩（Mx）に挟まれる凝灰岩や砂 

岩の一部には明瞭な級化構造が認められ，流紋岩凝灰岩 

から砂岩へと漸移する場合もある．本層の泥岩や混在岩 

（Mx）の基質の一部は，珪質ないし凝灰質，あるいは砂 

質であり，まれに葉理の発達する場合や，層理にほぼ平 

行あるいは斜交する強い劈開面が発達する場合もある． 

玄武岩，ドレライト及び玄武岩火山砕屑岩（Mb）の 

岩塊（第４.11図A）は，破砕されていること（第４.12図A） 

や，多色頁岩を伴うことがある．一部の玄武岩は，不規 

則に入り組んだ境界面を介して黒色泥岩と接し，黒色泥 

岩を包有する．玄武岩火山砕屑岩（Mb）には，ハイアロ 

クラスタイト，凝灰岩，凝灰角礫岩，角礫岩などがある． 

地質図に表現できる大きさの斑れい岩の岩塊（Mgb） 

は，須原地域南東端に分布し，泥岩や蛇紋岩化した超苦 

鉄質岩と接している．斑れい岩は，粗－細粒で，多くが 

角閃石とソーシュライト化した斜長石からなり，まれに 

輝石が認められる（第４.12図B)，ホルンブレンドの配 

列による面構造をもつものや，カタクレーサイト化した 

ものが頻繁に認められる． 

超苦鉄質岩の岩塊（Mu）は，主としてダナイトであ 

るが，一般に著しく蛇紋岩化している（第４.12図C)． 

新鮮な岩石は肉眼で黒色を呈し，鏡下ではかんらん石が 

残存している．しばしば暗赤褐色のクロムスピネルを含 

む．風化したサンプルは黄褐色を呈し，結晶粒径の差異 

により層状構造が認められることがある．只見川西岸で 

は，岩体自体が礫岩状を呈し（第４.11図B)，面構造の 

発達した蛇紋岩を基質に，比較的新鮮な超苦鉄質岩の小 

第４.８図 滝沢層の露頭写真（A）と薄片写真（B） 

A：やや破断した砂岩泥岩互層．大鳥沢． 

B：ホルンフェルス化した砂岩（Sd）と泥岩 

（Md)．単ニコル（GSJ R78580，大鳥沢)．
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第４.９図 丸山層のルートマップ 

大鳥ダム上流只見川右岸支流村杉沢．
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岩塊を含む場合もある．また，村杉沢ではまれに，ハル 

ツバージャイトも認められる． 

構造 層理面は，北西－南東～北北東－南南西走向で， 

多くの場合，30～60ﾟの東傾斜を示すが，まれに西ない 

し南傾斜を示す（第４.６図)．北東－南西走向で南東傾 

斜を示す場合もあるが，平均的には北北西－南南東走向 

を示す．劈開面は，ほぼ層理面に平行である． 

化石・年代 現在までに，本層からの化石の産出は報 

告されていない．放射年代も得られていない． 

 

４.５ 袖沢層（Sx，Ss，Sb） 

 

地層名 新潟基盤岩研究会（1996）による． 

模式地 南会津郡檜枝岐村の只見川支流袖沢下流部 

（第４.13図）(檜枝岐地域内，新潟基盤岩研究会， 

1996)． 

分布 須原地域の南東端に分布する．南東隣の檜枝岐 

 

 

第４.11図 丸山層中の超苦鉄質岩（A）と玄武岩（B） 

の露頭写真 

A：杏仁状構造を示す玄武岩（Ba)．村杉沢中 

流部． 

B：角礫岩状を呈する超苦鉄質岩（U)．大鳥沢 

より下流の只見川沿い． 

第４.10図 丸山層の柱状図 

大鳥ダム上流只見川右岸支流村杉沢 
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地域に広く分布する地層である． 

層厚 400m+ 

層序関係 須原地域の他の地層とは，断層を介して接 

しているので，層序関係は不明である．本層は，その西 

側を限る南－北走向で東に急傾斜の断層を介して，丸山 

層の構造的上位に位置する．本層の北方への延長は， 

海山地域の丸山超苦鉄質岩の北西縁を限る断層の延長に 

よって断たれている．須原地域には袖沢層の下部（新潟 

基盤岩研究会，1996）のみが分布している． 

岩相 本層は，混在岩（Sx）と，それに含まれる玄武 

岩及び玄武岩凝灰岩ないし凝灰質砂岩（Sb）や砂岩（Ss） 

の岩塊からなる． 

混在岩（Sx）は，黒色泥岩を基質とし，地質図に表現 

できない大きさで，長レンズ状－ブロック状の形態を示 

す小岩塊を含む．小岩塊は，玄武岩，玄武岩凝灰岩，含 

礫泥岩，砂質泥岩，細粒砂岩，細礫岩である．基質の黒 

色泥岩は，ほとんどの場合層理が不明瞭であるが，層理 

が発達し，連続性の悪い不淘汰礫岩や不淘汰な粗粒－極 

細粒砂岩などの薄層を挟む場合もある．泥質基質には層 

理にほぼ平行あるいは斜交する劈開面が発達する場合も 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４.12図 丸山層中の火成岩の薄片写真 

A：玄武岩．やや破砕を被っている．単ニコル 

（GSJ R78581，村杉沢上流部)． 

B：斑れい岩．単ニコル（GSJ R78582，須原 

地域南東端の只見川沿い)．Cpx：単斜輝石， 

Opx：斜方輝石，Hbl：褐色ホルンブレンド， 

Pl：斜長石． 

C：超苦鉄質岩．蛇紋岩化が著しい．単ニコル 

（98MJ02，村杉沢下流部)． 

 

 

 

 

 

ある．砂質泥岩のレンズ状岩塊は非常に淘汰が悪く，細 

礫を含む砂質泥岩あるいは極細粒－極粗粒砂岩，細礫岩 

へと側方変化することが多い． 

砂岩（Ss）は，淡灰色－暗灰色を呈し，細粒－極粗粒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４.13図 袖沢層模式柱状図 

新潟基盤岩研究会（1996）を一部改変． 
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で淘汰が悪く，直径数m mの泥岩パッチや細礫岩，砂質 

泥岩を挟むことがある（第４.14図)． 

玄武岩（Sb）は淡緑色を呈し，塊状であるが，部分的 

に破砕されている．須原地域南東方の檜枝岐地域では， 

玄武岩と黒色泥岩との境界面が不規則に入り組んだ形態 

をなし，玄武岩中に黒色泥岩が包有されることや，泥岩 

との接触部に急冷周縁相があることから，現地性（in- 
situ）玄武岩の存在が指摘されている（新潟基盤岩研究 

会，1996)．玄武岩凝灰岩ないし凝灰質砂岩（Sb）は， 

淡緑色－緑色を呈し，黒色チャートや珪質の黒色泥岩の 

小岩塊を包有している． 

構造 層理面，劈開面ともに，北西－南東～東－西走 

向で，北へ40～60ﾟ程度の傾斜を示す． 

化石・年代 須原地域の本層からは化石の産出は報告 

されていないが，南東方の檜枝岐地域では，袖沢層の不 

淘汰な砂質泥岩－含礫泥岩・砂岩・礫岩の中から，ウミ 

ユリ化石が報告されている．しかし，保存状態が悪く， 

種の同定や時代決定はされていない（新潟基盤岩研究 

会，1996)．東に隣接する小林地域の南西部においては， 

須原地域の袖沢層の構造的上位の層準から，ペルム紀腕 

足類やウミユリの化石が見出されている（田澤・新潟基 

盤岩研究会，1996)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４.14図 袖沢層の露頭写真（A）及び袖沢層中の玄 

武岩の薄片写真（B） 

A：袖沢層の泥岩（Md)，砂岩（Sd)，細礫岩 

の混在部．全体的に淘汰が非常に悪い． 

粗粒相は泥岩部中の小レンズとして含ま 

れることが多い．小林地域の白滝沢や檜 

枝岐地域の袖沢では，同様の岩相から， 

ウミユリ化石・ペルム紀腕足類などの産 

出が報告されている．白滝沢下流． 

B：単ニコル（GSJ R78584，白滝沢)．Pl： 

斜長石斑晶． 
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５.１ 概要・研究史 

 

５.１.１ ジュラ紀付加コンプレックスの概要 

ジュラ紀付加コンプレックスは，主にジュラ紀の陸源 

性砕屑物とこれより年代の古い緑色岩・石灰岩・チャー 

トから構成される．そして一般に付加コンプレックスは， 

構造的下位の層序単元に向けて形成年代が新しくなる年 

代極性や，上述の岩石が様々な大きさ・形状で複雑に混 

在した岩相を示す．この付加コンプレックスの基本的な 

特徴は，1980年代以降に進展した微化石層序と付加体地 

質学の確立によって解釈されている．以下，初めに付加 

コンプレックスの概要を述べる． 

付加コンプレックスにおいて，岩相とその堆積年代か 

ら復元される初生的な岩相層序は，一般に下位より，海 

洋地殻や海山を構成する緑色岩と石灰岩，遠洋性堆積物 

のチャート，半遠洋性堆積物の珪質泥岩，更に陸源性砕 

屑物の泥岩・砂岩が累重する特徴を持つ．これは海洋プ 

レートが中央海嶺で生成されてから，プレートの移動に 

伴い海溝に近づき，大陸縁辺に沈み込むまでの堆積環境 

の変遷を示している．そのためこの岩相層序は，海洋プ 

レート層序と呼ばれている(Taira et al., 1989; Isozaki et al., 
1990)．一般的に海洋プレート層序では，陸源性砕屑物 

の堆積年代の上限を，堆積物が付加した年代，すなわち 

付加コンプレックスの形成年代としている． 

海洋プレートが大陸プレート縁辺に沈み込む際，地層 

に平行な大規模な滑り面（デコルマ）とそれから派生す 

る衝上断層群が発生する．海洋プレート上の堆積物は， 

デコルマを境に下部は沈み込み，上部は海洋プレートか 

ら剥ぎ取られ，大陸プレート前面に付加していく（加賀 

美ほか，1983など)．付加された堆積物は，衝上断層群 

によって，覆瓦構造を発達させる．また付加体の深部で 

は，デコルマが下方に転移し，デュープレックス構造を 

形成しながら付加が進行する（加賀美ほか，1983； 

Sample and Moore, 1987など)．このように形成年代の新 

しい地質体が順次付加することで，下位に向かい構造層 

序単元の形成年代が若くなる年代極性が生じる． 

付加により形成された覆瓦構造やデュープレックス構 

造は，アウトオブシーケンススラスト（out-of-sequence 
thrust, OST）により斜断される（Morley, 1988；木村， 

1998など)．アウトオブシーケンススラストは，付加体 

の水平短縮と構造的累積をもたらし，その結果，付加コ 

ンプレックスの厚層化や上昇などを促す．この様な付加 

 

 

 

 

（原 英俊・酒井 彰） 

 

による変形や，その後の衝上断層による構造的繰り返し 

を受け，陸源性砕屑物と緑色岩・石灰岩・チャートは， 

様々な様式で複雑に混在した特徴を示す．その他，岩相 

が混合する要因として，海底地滑りなどの堆積作用や泥 

ダイアピルも提示されている． 

一般に付加コンプレックスでは，覆瓦構造を構成する 

逆断層によって挟まれ，類似する岩相を保持する一つの 

まとまりから，構造層序単元（tectonostratigraphic unit） 

が認定される事が多い．本報告では，岩相組合せの差異 

から構造層序単元を認定し，さらに認定された構造層序 

単元にはコンプレックスの名称を与えた． 

 

５.１.２ 付加コンプレックスの岩石記載 

付加コンプレックスの岩相は，陸源性砕屑物と緑色 

岩・石灰岩・チャートが様々な大きさ・形状で混在した 

岩相を示す．そこで本報告では，地層の破断や混在化の 

程度により，整然相・破断相・混在相の３相に区分する． 

整然相は，地層の整合的累重関係や側方への連続性が保 

持されている状態を指す．本地域では，成層した砂岩頁 

岩互層や層状チャート，またチャートとそれに累重する 

珪質頁岩が挙げられる．破断相は，地層が様々な程度に 

破断され，地層としての連続性が途切れている状態を指 

す．砂岩頁岩互層で多く認められ，ブーディンや膨縮構 

造などの変形構造によって特徴づけられる．混在相は， 

地層としての連続性が完全に欠如し，様々な種類や大き 

さの岩体・岩塊と，それらを取り巻く泥質基質からなる． 

付加コンプレックスでの混在相の特徴を示すため，本 

報告では混在相中に含まれる岩体の大きさに関して大・ 

中・小規模岩体と表現し，大規模岩体は岩体幅500m以 

上，中規模岩体は岩体幅300～500m，小規模岩体は岩体 

幅50～300mとした．なお５万分の１地質図に表現でき 

ない岩体（岩体幅約50m以下）については，岩塊と表記 

し，泥質基質と合わせ混在岩と呼ぶ．なお本報告で混 

在岩は，砂岩岩塊のみからなる混在岩と，主に緑色岩 

及び砂岩やチャート岩塊を伴う混在岩の大きく２種類 

に区別される．ルートマップや柱状図上では，これら 

の混在岩を区別して表記を行ったが，その分布に地域 

的な偏りは認められない．５万分の１地質図上では， 

これら混在岩を区別し表現できないため，一括して混 

在岩と表記した． 

第５章 足尾帯ジュラ紀付加コンプレックス
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５.１.３ 須原地域に分布する足尾帯ジュラ紀付加コン 

プレックスの研究史 

足尾帯ジュラ紀付加コンプレックスは，北部フォッサ 

マグナ東縁部と棚倉構造線に挟まれた広範囲に点在して 

分布する．このうち，足尾山地と溝山地の足尾帯ジュ 

ラ紀付加コンプレックスは，80～90年代に微化石層序 

学及び付加体地質学の調査・研究手法が導入され，ジュ 

ラ紀に形成された付加コンプレックスとしての特徴が明 

らかにされた．(Kamata,1996；鎌田，2000；指田・堀， 

2000など)．一方，新潟県から福島県にかけた地域に分 

布する足尾帯ジュラ紀付加コンプレックスは，白亜紀以 

降の深成岩類や火山岩類によって，その分布は断片的と 

なっている．そのため目立った研究は少なく，散点的な 

放散虫化石の報告のみである（Mizutani et al., 1984；黒川 

ほか，1987；川端・伊藤，1993；松本ほか，2001； 

原・柏木，2004など)．須原地域は，足尾帯ジュラ紀付 

加コンプレックス分布域の北西部に相当する． 

須原地域の足尾帯ジュラ紀付加コンプレックスは，50 

万分の１地質図幅新潟（福田ほか，1958）や茅原・西田 

（1968）で古生界としてその分布が示されたが，岩相記 

載や堆積年代を初めとしたその詳細は明らかにされてい 

なかった．佐藤ほか（1975）によって，黒又川第一ダム 

周辺のチャートから，ペルム紀と三畳紀のコノドント化 

石が発見され，本地域の付加コンプレックスで初めて地 

層の年代決定がなされた． 

これ以降，文部省科学研究費による総合研究「上越 

帯・足尾帯」(研究代表者 茅原一也）を中心として， 

足尾帯ジュラ紀付加コンプレックスの岩相層序が示さ 

れ，わずかながらも化石産出の報告がなされた．この総 

研などを中心にした80年代の研究成果は，岩相層序区分 

に関する研究（高橋・黒川，1984；黒川ほか，1985；佐 

久間ほか，1985；植村・高島，1985)，石灰岩から中期 

ペルム紀フズリナ化石の産出報告（矢島・黒川，1981） 

及びチャートからペルム紀と三畳紀コノドント化石の産 

出報告（植村ほか，1984；長谷川，1985）と前期ジュラ 

紀放散虫化石の産出報告（山田・黒川，1985）が挙げら 

れる．またこれら成果のうち一部は，黒川ほか（1987） 

にまとめられ，岩相の特徴と石灰岩とチャートの堆積年 

代から付加コンプレックスとしての特徴が示され，丹波・ 

美濃帯の付加コンプレックスとの類似性が指摘された． 

また近年，頁岩よりジュラ紀放散虫化石産出の報告が， 

松本ほか（2001）と原・柏木（2004）によって相次いで 

行われ，本地域の付加コンプレックスにおいて微化石年 

代層序がより詳細に明らかとなった．そして原・柏木 

（2004）では，岩相の特徴と形成年代から，本地域のジ 

ュラ紀付加コンプレックスと丹波・美濃・足尾帯ジュラ 

紀付加コンプレックスとの広域対比が示され，さらに足 

尾帯ジュラ紀付加コンプレックスにおける構造的な累重 

関係が議論された． 

なお須原地域周辺では，小千谷地域と十日町地域及び 

海山地域に足尾帯ジュラ紀付加コンプレックスの分布 

が知られ，それぞれ上権現堂山層群（柳沢ほか，1986） 

と干溝層群（茅原・小松，1992）と呼ばれる．また，須 

原地域を含む足尾帯ジュラ紀付加コンプレックスの広 

域的分布が，新潟県地質図改訂委員会（2000）や20万 

分の１地質図幅「日光」(山元ほか，2000）によって示 

されている． 

 

５.２ 構造層序区分 

 

本報告では，須原地域の足尾帯ジュラ紀付加コンプレ 

ックスを，岩相組合せの差異とその分布様式により，３ 

つの構造層序単元であるコンプレックスに区分した．上 

位より，大白川コンプレックス，黒又川コンプレックス， 

上権現堂山コンプレックスの順に累重する．なお大白川 

コンプレックスと黒又川コンプレックスは黒又川花崗岩 

の東側に，上権現堂山コンプレックスは西側に分布する 

（第５.１図)．各コンプレックスの記載においては，模式 

地のルートマップと柱状図を示す．柱状図は，見かけ上 

の岩相の積み重なりを示し，露頭規模の褶曲や断層によ 

る岩相の繰り返しを含む．ただし，黒又川第一ダム周辺 

に認められる背斜については，地質図規模の岩相の繰り 

返しが明らかなため，背斜軸西側の岩相は柱状図に示し 

ていない． 

 

５.２.１ 大白川コンプレックス（Osg,OSl,Osc,Osx） 

命名：黒川ほか（1987）によって大白川含礫頁岩・緑 

色岩・チャートユニット（Ⅳ層）と命名され，原・柏木 

（2004）によって大白川コンプレックスと改称・再定義 

された．現在，大白川付近では露頭が欠如するため， 

原・柏木（2004）は新に土崩沢付近を模式地とした．模 

式地でのルートマップを第５.２図に示す． 

分布・層序関係 本地域北部の末沢川流域や土崩沢・ 

こったが沢・足沢・毛猛沢，守門岳地域の破間川流域に 

分布する（第５.１図)．六十里越断層東側の田子倉湖周 

辺にも分布する．本コンプレックスの西側は，下位の黒 

又川コンプレックスと断層を介して接すると推定され 

る．標高300～700m以上は，不整合で新第三系に覆わ 

れる． 

構造層序 本コンプレックスは，緑色岩（Os g)・石 

灰岩（Os l）・チャート（Os c）の小規模岩体と混在岩 

（Osx）から構成される（第５.２,３図)． 

小規模岩体は，緑色岩の割合が最も多く，特に末沢川 

上流域や足沢・毛猛沢・しもやぎ沢で多く見られる．石 

灰岩の小規模岩体は，末沢川流域で多く見られる．チャ 

ートの小規模岩体は，本コンプレックスの最下部に，側 

方に連続性良く分布し，破間川流域の末沢付近や末沢川 

流域で見られる．混在岩は，泥質基質中に主に緑色岩と 
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砂岩の岩塊を含み，一部チャート・珪質頁岩・頁岩の岩 

塊を伴う．土崩沢やこったが沢の上流部で，砂岩岩塊を 

含む混在岩が比較的多く，これに対して下流部では，緑 

色岩の岩塊を含む混在岩が多く見られる．しかしこれら 

２種の混在岩について，明瞭な境界は図示できない（第 

５.２,３.図)． 

地質構造 混在岩中に見られる岩塊と小規模岩体の走 

向は，おおむね北北西－南南東ないし北西－南東で，傾 

斜は北東に50～70ﾟである．一部の砂岩岩塊から，級化 

構造や平行葉理などが確認できる．堆積構造から判別さ 

れる地層の上位方向は，ほとんどが北東上位であり，本 

コンプレックスは北東上位の同斜構造である．なお，一 

部で南西上位も見られ，また露頭規模の褶曲も認められ 

る．これらはいずれも地質図規模ではなく，地質構造を 

大きく変えるものではない． 

対比 黒川ほか（1987）の大白川含礫頁岩・緑色岩・ 

チャートユニット（Ⅳ層）に相当する（第５.１表)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５.２.２ 黒又川コンプレックス（Kg,Kl,Kc,Km,Ka, 

Ks,Kx） 

命名 植村ほか（1984）の黒又川層群，黒川ほか（1987） 

の黒又川チャート・黒色頁岩ユニット（Ⅰ層）に，柿ノ 

木砂泥互層ユニット（Ⅱ層)，入広瀬緑色岩・チャート 

ユニット（Ⅲ層)，松本ほか（2001）の黒又川コンプレ 

ックスが，黒又川コンプレックスと改称・再定義された 

（原・柏木，2004)．本報告では，原・柏木（2004）に 

よる黒又川コンプレックスの分布範囲を広げて報告す 

る．本コンプレックスは，黒又川第一ダム周辺を模式地 

とする（第５.４図)． 

分布・層序関係 守門岳地域の入広瀬村柿の木から， 

本地域北部の黒又川第一ダム及び第二ダム周辺の内桧 

沢・桧沢を経て，中央部の黒又川・赤柴沢にかけて分布 

する（第５.１図)．標高300～700m以上で，新第三系に 

覆われるため，地形的低所の河床で広く分布する．黒又 

川コンプレックスの西側では，黒又川花崗岩の貫入によ 

りその分布が途切れる．東側は，大白川コンプレックス 

が断層を介して累重する．赤柴沢上流－未丈ガ岳付近で 

第５.１図 須原地域における足尾帯ジュラ紀付加コンプレックスの地質概略図 
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は，黒又川コンプレックスの東側には断層を挟んで，構 

造区未定のペルム系が分布する．また大熊沢上流にも， 

本コンプレックスはわずかに分布する． 

構造層序 本コンプレックスは，緑色岩（Kg ）の 

小－中規模岩体及びチャート（Kc）の小－大規模岩体と， 

頁岩（Km )・砂岩頁岩互層（Ka )・砂岩（Ks）から構 

成され，わずかに混在岩（Kx）を伴う（第５.４,５図)． 

岩相組合せの差異により下部・中部・上部に細分され 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る（第５.４,５図)．下部は，チャートの大規模岩体から 

なり，これに緑色岩の小－中規模岩体や頁岩が付随する． 

黒又川第一ダム西側から横沢にかけて分布する．緑色岩 

の小－中規模岩体や頁岩は，横沢周辺で多く見られる． 

中部は，主に整然相の砂岩頁岩互層からなる．破間川流 

域柿の木から黒又川第一ダム東側・黒又川第二ダム周辺 

を経て黒又川にかけて分布する．柿の木周辺では，層厚 

20mほどの緑色岩及び砂岩の岩塊を含む混在岩が見られ 

第５.２図 大白川コンプレックスのルートマップ（土崩沢・こったが沢周辺） 



― 29 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る．この混在岩は，黒又川第一ダム東側及び黒又川第二 

ダム北西側でも分布し，走向方向に連続する．上部は， 

砂岩頁岩互層と緑色岩・チャートの小－中規模岩体から 

なる．破間川から黒又川第一ダム東側と小沢にかけ，さ 

らに内桧沢上流部を経て赤柴沢にかけて分布する．緑色 

岩とチャートの中規模岩体は，幅100～300mの混在岩を 

伴うことが多い．また小沢と黒又川の緑色岩岩体には， 

幅数mないし10mの石灰岩岩塊を伴う．砂岩頁岩互層は， 

整然相－破断相を示す．以上のように，本コンプレック 

スは，チャート・緑色岩の中－大規模岩体と砂岩頁岩互 

層の繰り返しで特徴づけられる． 

地質構造 地層の走向は，おおむね北北西－南南東な 

いし北西－南東で，傾斜は北東に50～70ﾟであり，大局 

的には北東上位の同斜構造を示す．なお一部の地層で， 

褶曲構造に伴い北東傾斜の逆転層ないし南西傾斜（50～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70ﾟ）で南西上位を示すことがあるが，地質図規模でそ 

の変化を追うことはできない．一方，黒又川第一ダム周 

辺において，中部の砂岩頁岩互層で，鉛直に近い褶曲軸 

面を持つ地質図規模の背斜が認められる（第５.４図)． 

この背斜の南西翼に位置する砂岩頁岩互層は，北西－南 

東走向で，南西に20～50ﾟ傾斜し，南西上位を示す．さら 

に，南西上位を示す砂岩頁岩互層の西側には，黒又川コ 

ンプレックス下部を構成するチャートの大規模岩体と緑 

色岩及び頁岩が分布する．下部では，北西－南東走向， 

北東に40～60ﾟ傾斜し，黒又川コンプレックスの大局的 

な走向傾斜と同じ姿勢をもつ．すなわち本コンプレック 

スの下部は，黒又川第一ダム周辺に認められる背斜に参 

加しない．下部と中部の境界では，地層の傾斜方向が大 

きく異なり，その地質構造が斜交するため，その境界は 

断層であると推定される．また中部・上部の境界につい 

 

 

 本報告 植村・高島(1985) 柳沢ほか（1986） 茅原・小松（1992） 黒川ほか（1987） 松本ほか（2001）

茗荷沢層 茗荷沢累層 

干溝層 干
溝

 

層
群

 

大桑原累層

毛の又沢川層

羽根川層

上権現堂山コンプレックス 

上権現堂山層群 

上
権

現
堂

山
層

群
 

大桑原層

 

 

小出コンプレックス

上部 
   柿の木砂泥互層ユニット(Ⅱ層）の一部と 

入広瀬緑色岩・チャートユニット（Ⅲ層） 

 

中部    柿ノ木砂泥互層ユニット(Ⅱ層）の一部 
黒又川コンプレックス 

下部    黒又川チャート・黒色頁岩ユニット（Ⅰ層） 
黒又川コンプレックス

大白川コンプレックス    大白川含礫頁岩・緑色岩・チャートユニット（Ⅳ層）  

第５.３図 大白川コンプレックスの柱状図

第５.１表．須原地域及び周辺地域における足尾帯ジュラ紀付加コンプレックスの対比 
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ても，露頭の欠如から直接観察されていないが，断層関 

係であると推定した． 

対比 黒川ほか（1987）の黒又川チャート・黒色頁岩 

ユニット（Ⅰ層)，柿ノ木砂泥互層ユニット（Ⅱ層)，入 

広瀬緑色岩・チャートユニット（Ⅲ層）にほぼ相当する． 

特に，本コンプレックスの下部はⅠ層に，中部はⅡ層の 

一部に，下部はⅡ層の一部とⅢ層にほぼ相当する（第５. 

１表)．また松本ほか（2001）の黒又川コンプレックス 

は，本報告の黒又川コンプレックスのほぼ下部と中部に 

相当する（第５.１表)． 

 

５.２.３ 上権現堂山コンプレックス(Gg,Gc,Gx） 

命名 植村・高島（1985）により上権現堂山層群と命 

名された．上権現堂山層群は，西隣の小千谷地域におい 

第５.４図 黒又川コンプレックスのルートマップ（黒又川第一ダム周辺） 
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て，柳沢ほか（1986）により再定義され，５つの地層に 

区分された．また南隣の海山地域においては，干溝層 

群と呼ばれる（茅原・小松，1992)．本報告では，これ 

らの地層群を上権現堂山コンプレックスと改名し，上権 

現堂山周辺を模式地とし再定義する． 

分布・層序関係 本地域北西部の守門村毛の又沢川か 

ら魚野川東岸を経て，南西部の大和町の水無川北岸まで 

ほぼ南北17km，東西8kmの地域に分布する(第５.１図)． 

分布地域は，本地域南西隣の十日町地域北東部（柳沢ほ 

か，1985)，西隣の小千谷地域東部（柳沢ほか，1986)， 

南隣の海山地域北西部（茅原・小松，1992）にまたが 

っている．東側は，黒又川花崗岩に貫入され，一部では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新第三系に不整合に覆われる． 

構造層序 本コンプレックスは，チャート（Gc）の 

小－大規模岩体と混在岩（Ox）からなり，緑色岩（Gg） 

の小規模岩体を伴う（第５.６,７,８,９図)． 

チャートは，小－大規模岩体や混在岩中の岩塊として 

各所で認められる．このうち中－大規模岩体は，藪神ダ 

ムから上権現堂山の稜線から南西斜面にかけた地域，羽 

根川・佐梨川流域や大池川・三用川に分布する（第５. 

８,９図)．また小出町鳴倉山南麓の林道に分布するチャ 

ートに伴って，チャート角礫岩がみられる．緑色岩の小 

規模岩体は，上権現堂山南麓の林道沿いと毛の又沢川支 

流に分布する（第５.８,９図)． 

第５.５図 黒又川コンプレックスの柱状図
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混在岩は，緑色岩・チャート・珪質頁岩・凝灰岩・砂 

岩・砂岩頁岩互層・頁岩・礫岩・石灰岩などの岩塊を含 

む．なお混在岩の岩塊のうち，数10mの幅を持つ緑色 

岩・チャート・砂岩・砂岩頁岩互層・頁岩については， 

その岩相をルートマップ上で示した（第５.８,９図)．緑 

色岩・チャート・砂岩・頁岩の岩塊は，至る所で認めら 

第５.６図 上権現堂山コンプレックスの地質概略図と微化石産出地点 
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れる．流紋岩凝灰岩の岩塊が，鳴倉山南麓の林道で見ら 

れる．砂岩頁岩互層の岩塊は，毛の又沢川流域で見られ 

る（第５.８図)．細礫礫岩が，日付川上流の混在岩中に 

幅2m の岩塊として見られる（第５.９図)．なお石灰 

岩は，西隣の小千谷地域南東部の大和町芋赤東方にて， 

幅数m程度の岩塊として分布するが，本地域には分布 

第５.７図 上権現堂山コンプレックスの柱状図
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しない（第５.６図)． 

柳沢ほか（1986）では，上権現堂山層群を大桑原層・ 

羽根川層・毛の又沢川層・干溝層・茗荷沢層に分けられ 

た．しかしこの５層の岩相に大きな違いはなく，断面図 

（A－B断面）で示されるように，褶曲によって同一層準 

が繰り返し露出し，さらに南西に向かって，見かけの上 

第５.８図 上権現堂山コンプレックス北部のルートマップ（毛の又沢川流域） 
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位が分布している．このことから本報告では，本コン 

プレックスを細分しない．なお藪神ダムから上権現堂 

山への稜線の北側に北西－南東走向で北東へ高角に傾 

斜した断層が存在し，本コンプレックス分布地域の北 

部と中・南部を分けている．なお中・南部は連続的に 

分布するが，記載の便宜上，佐梨川で中部と南部を分 

第５.９図 上権現堂山コンプレックス中部のルートマップ（上権現堂山稜線から日付川の地域） 
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ける（第５.６,７図)． 

北部地域と中・南部地域とは断層で境され，有効な鍵 

層もないため両地域の岩相を正確に対比することは難し 

い．それぞれの地域は，第５.７図の柱状図で示すよう 

に，チャート岩体の規模について次の様な特徴を示す． 

北部地域では，チャートの小－中規模岩体が卓越する． 

中・南部地域では，見かけ上の下部でチャートの中－大 

規模岩体が多く，緑色岩の小規模岩体を伴う特徴を示す． 

一方，見かけ上の上部では，チャートの小－中規模岩体 

 が多く見られる．北部地域は，チャートの小一中規模岩 

体が卓越すること，緑色岩の小規模岩体を伴わないこと 

から，中・南部地域では見かけ上の上部に対比できる可 

能性がある． 

地質構造 走向は北西－南東が一般的であるが，北北 

東－南南西や東西走向もまれに見られ，傾斜は北東ない 

しは南西で30ﾟ前後が多い．鍵層がないので明確ではな 

いが，北部では翼の開いたアンチフォーム・シンフォー 

ムで同一層準が繰り返していると推定される．中・南部 

でもアンチフォーム・シンフォームを示し，大局的には 

南西に傾斜する（第５.６図)．すなわち，南西により構 

造的上位のコンプレックスが分布していると推定される． 

対比 本コンプレックスは，十日町地域と小千谷地域 

での上権現堂山層群大桑原層・羽根川層・毛の又沢川 

層・干溝層・茗荷沢層（柳沢ほか，1985；柳沢ほか， 

1986）に相当し，海山地域での干溝層群大桑原累層・ 

茗荷沢累層（茅原・小松，1992）を含む（第５.１表)． 

また松本ほか（2001）の小出コンプレックスは，本コン 

プレックスにほぼ相当する． 

 

５.３ 岩相 

 

５.３.１ 緑色岩（Osg,Kg,Gg） 

緑色岩は，玄武岩を主体とし，ドレライト・玄武岩火 

山砕屑岩・玄武岩凝灰岩からなる 一般に，変形や風化， 

不規則な節理の発達，さらに貫入岩脈による変質などを 

受けているため，原岩の区別は難しい場合が多い．玄武 

岩は，暗緑色－緑色を呈し，塊状溶岩または枕状溶岩と 

して観察される（第５.10図a)．枕状溶岩には発泡構造が 

残されていることがあり，その空隙には方解石が充填し 

ている（第５.10図b)．鏡下で玄武岩は，針状ないし短冊 

状の斜長石からなる石基と，普通輝石・緑泥石などから 

なる斑晶が，インターグラニュラーないしインターサー 

クル組織を示す（第５.11図a,b)．ドレライトは玄武岩に 

付随して産する．玄武岩火山砕屑岩は，細粒－中粒大の 

玄武岩起源の砕屑粒子から構成される（第５.11図b,c)． 

玄武岩火山砕屑岩には，陸源性の砕屑粒子は含まれず， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５.10図 緑色岩の露頭写真 

(a)：塊状玄武岩（破間川の河床，北隣の守門岳図幅内)． 

石灰岩岩塊を含む混在岩が付随する（b a：玄武 

岩，l s：石灰岩，mr：混在岩)． 

(b)：枕状溶岩と発砲構造（しもやぎ沢の河床，北隣の 

守門岳図幅内)． 

(c)：火山岩角礫岩（しもやぎ沢の河床)． 



― 37 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定形のガラス質破片からなるハイアロクラスタイトも 

見られる．また希に，玄武岩起源の砕屑粒子を基質とし， 

玄武岩の角礫－亜角礫からなる火山角礫岩も見られる 

（第５.11図c,d)．玄武岩凝灰岩は，淡緑色を呈し，微晶質 

なガラス質片と極細粒な玄武岩起源の砕屑粒子からなる． 

混在岩中の岩塊として多く見られ，しばしば頁岩と互層 

する． 

緑色岩は，大白川コンプレックスでは小規模岩体ない 

し混在岩中の岩塊として，黒又川コンプレックスでは 

小－中規模岩体として，一部混在岩中に岩塊として見ら 

れる．上権現堂山コンプレックスでは混在岩中の岩塊な 

いし小規模岩体として見られる． 

 

５.３.２ 石灰岩（Osl） 

石灰岩は，灰白色－白色を呈し，緑色岩の小－中規模 

岩体ないし岩塊に付随して見られる（第５.10a，12図)． 

鏡下では，径1～2m mの結晶成長が進んだ粗粒な方解 

石からなる（第５.13図)．そのため，初生的な構造を保 

存していることは希で，石灰岩の分類は困難な場合が多 

い．生物片などが残されていることは少ないが，矢島・ 

黒川（1981）により，末沢川河床の石灰岩から中期ペル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ム紀フズリナ化石が報告されている． 

大白川コンプレックスでは，石灰岩は小規模岩体ない 

し岩塊として，末沢川流域で点在して分布する．黒又川 

コンプレックスでは，小沢及び黒又川の緑色岩の中規模 

岩体に付随して数mないし10m規模の石灰岩岩塊とし 

て，わずかに産出するのみである．上権現堂山コンプレ 

ックスでは，混在岩中の岩塊として，小千谷地域の大和 

町芋赤東方の林道に分布する． 

 

５.３.３ チャート（Osc,Kc,Gc） 

チャートは，粘土岩と有律互層をなす層状チャートで 

ある（第５.14図a)．一般にチャート単層の層厚は1～10 

c m，粘土岩の層厚は5m m以下である．灰色－黒色を呈 

し，一部赤色のチャートも見られる．層状チャートの 

中－大規模岩体は，しばしば垂直な崖を構成し露出する 

（第５.14図b)．まれにチャート角礫岩が観察される（第 

５.14図c)．鏡下では，隠微晶質－微晶質石英と粘土鉱物 

からなり，シルト大の砕屑粒子は含まれない（第５.15 

図a)．放散虫化石も認められるが，一般に再結晶化が著 

しく，保存状態は非常に悪い．また層状チャートでは， 

小褶曲がしばしば観察される（第５.14図d)．一般に小 

第５.11図 緑色岩の薄片写真 

(a)-(b)：玄武岩(GSJ R78585;a：単ニコル，b：直交ニコル)．針状ないし短冊状の斜長石からなる

石基が，インターグラニュラーないしインターサータル組織を示す．スケールは0.5mm．

(c)-(d)：玄武岩火山砕屑岩(GSJ R78586;a：単ニコル，b：直交ニコル)．玄武岩起源の砕屑粒子と

不定形のガラス質破片を伴うハイアロクラスタイトからなる．スケールは0.5mm． 
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第５.13図 石灰岩の薄片写真 

石灰岩(GSJ R78587，単ニコル)． 

長径0.2-0.5mmの再結晶化した方解石 

からなる．スケールは0.5mm． 

 

 

褶曲は，チャート層がヒンジ部で折れ曲がり，翼部が平 

面的になるシェブロン型をなすものが多い． 

チャートの近傍には珪質頁岩が露出することがある． 

一部の珪質頁岩は層状チャートの上位に整合で重なる． 

珪質頁岩は，塊状で，暗灰色－灰色を呈する．鏡下では， 

極微細な石英粒子や粘土鉱物からなり，保存状態は悪い 

ながらも放散虫化石を含んでくる（第５.15図b)．また圧 

力溶解劈開である黒色不透明なシームが認められ，これ 

により珪質頁岩は，若干の剥離性を示す．なお珪質頁岩 

は，地質図に表現できるほど分布は広くなく，チャート 

に伴って産出するので，本報告ではチャートに含めた． 

チャートは，大白川コンプレックスでは，小規模岩体 

ないし混在岩中の岩塊として見られる．黒又川コンプレ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ックスでは，下部を構成する大規模岩体として，中部・ 

上部においては，小－中規模岩体として見られる．上権 

現堂山コンプレックスでは， 小－大規模岩体ないし混 

在岩中の岩塊として分布する． 

 

５.３.４ 頁岩（Km） 

頁岩は，劈開が発達し，剥離性を持った泥質岩である． 

一般に，暗灰色－黒色を呈し，粘土鉱物とシルト大の石 

英・長石・炭質物などの砕屑粒子からなる．シルト－極 

細粒砂の薄層を挟在し，葉理を構成することがある．鏡 

下で頁岩は，微細な粘土鉱物からなり，わずかにシルト 

大の砕屑粒子を含む（第５.16図a)．粘土鉱物は定向配列 

を示し，層理面と平行ないしわずかに斜交する圧力溶 

解劈開が認められる．また，主にシルト大の石英・長 

石からなる砕屑粒子と粘土鉱物からなるシルト岩も見 

られる（第５.16図b)． 

頁岩は，大白川コンプレックスでは，混在岩中に岩塊 

として見られるが，その規模は厚さ数mほどである．黒 

又川コンプレックスでは，チャートに付随して厚さ50m 

ほどの頁岩が，黒又川第一ダム西側や横沢で見られる． 

上権現堂山コンプレックスでは，混在岩中の岩塊として 

見られる． 

 

５.３.５ 砂岩頁岩互層（Ka） 

砂岩頁岩互層は，等量ないし砂岩優勢互層であり，一 

部頁岩優勢互層が見られる（第５.17図a-d)．砂岩は， 

数c m～10c mの層厚を示し，塊状である．一般に堆積構 

造に乏しいが，一部で級化構造や平行葉理や斜交葉理な 

どがみられる．頁岩は，0.5m m～5c mの層厚を示し， 

第５.12図 石灰岩の露頭写真 

(a)：石灰岩と玄武岩（末沢川の河床)．玄武岩の上位に，不規則な接触面を介して，石灰岩がみられる

（ba：玄武岩，l s：石灰岩)． 

(b)：塊状石灰岩（大和町芋赤東方林道，西隣の小千谷図幅内)．方解石は数mm大の大きさに再結晶化

している． 
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第５.14図 チャートの露頭写真 

(a)：層状チャート（破間川の河床，北隣の守門岳図幅内)． 

(b)：層状チャートの大規模岩体（藪神ダム北方)．破間川本流に高さ約30mの垂直な崖をつくって露出

する． 

(c)：チャート角礫岩（足沢の河床)． 

(d)：チャートのシェブロン型褶曲（破間川の河床，北隣の守門岳図幅内)．水平褶曲で半波長 

20cm・翼間角30ﾟの閉じた褶曲． 

第５.15図 チャートと珪質頁岩の薄片写真 

(a)：チャート（GSJ R78588，単ニコル)．隠微晶質－微晶質石英と不透明鉱物からなり，放散虫

が認められる．スケールは0.5mm． 

(b)：珪質頁岩（GSJ R78589，単ニコル)．微細な石英と粘土鉱物から構成され，シルト大以上の

砕屑粒子はほとんど含まれない．多数の放散虫が観察される．スケールは0.5mm． 
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しばしばシルト質である．数c mの層厚を持つシルト岩 

は，級化構造が良く保存されていることがある（第５.17 

図b)．また砂岩頁岩互層には，露頭規模の小褶曲が希に 

見られる（第５.17図c,d)．褶曲は，単層の層厚がほとん 

ど一定の平行褶曲である．頁岩は，ヒンジ部で厚く，翼 

部で薄くなることもある．また砂岩頁岩互層は，整 

然相を示すことが多いが，一部で破断相を示す（第 

５.17図e,f)． 

砂岩頁岩互層は，大白川コンプレックスでは，混在岩 

中の岩塊としてまれに見られるが，そのほとんどは破断 

相となる．黒又川コンプレックスでは，中部・下部を構 

成する主要な岩相として見られる．上権現堂山コンプレ 

ックスでは，毛の又沢川流域で混在岩中の岩塊として見 

られる． 

 

５.３.６ 砂岩（Ks） 

砂岩は，暗灰色－灰色を呈し，細粒－粗粒の砕屑粒子 

からなり，ワッケないしアレナイトで，一般に石英・長 

石類に富み岩片は少ない．数10m～数100mの層厚を持 

つ塊状砂岩として産出し，砂岩の基底部には，頁岩の偽 

礫を含むことがある（第５.18図a)．また一部の細粒－中 

粒砂岩は，明瞭な層理を持ち，成層構造が発達すること 

がある（第５.18図b)．層理が明瞭な砂岩では，級化構造 

や斜交葉理が見られる．鏡下では，石英と斜長石を多く 

含み，その他不透明鉱物や雲母片を含む（第５.19図)． 

大白川コンプレックスでは，混在岩中の岩塊として見 

られる．一部の砂岩岩塊は，数10mの層厚を持つが，地 

層としての側方への連続性は悪い．黒又川コンプレック 

スでは，砂岩頁岩互層中に見られる．上権現堂山コンプ 

レックスでは，混在岩中の岩塊として見られる． 

砂岩の一部では，礫岩が伴って露出する．黒又川コン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレックスが分布する内桧沢では，層厚50mに達する礫 

岩がみられる．この礫岩は，細礫－中礫大の楕円－円礫 

からなり，主な礫種は砂岩・チャート・緑色岩・花崗岩 

である．その他，層厚数mの細礫礫岩及び礫質砂岩が見 

られる（第５.18図c,d)．しかし礫岩は５万分の１地質 

図上で表現出来るほど分布範囲が広くないため，本報告で 

は砂岩に含めた． 

細礫礫岩及び礫質砂岩は，大白川コンプレックスでは 

砂岩の岩塊に，黒又川コンプレックスでは砂岩頁岩互層 

に付随して見られる．上権現堂山コンプレックスでは， 

細礫礫岩が日付川上流の混在岩中に幅2mの岩塊として 

見られる． 

 

５.３.７ 混在岩（Osx,Kx,Gx） 

混在岩は，岩塊と泥質基質からなる．混在岩に含まれ 

る岩塊は，主に緑色岩と砂岩である（第５.20図a-d)． 

これらの岩塊が共存もしくは単独で泥質基質中に含まれ 

る．緑色岩の岩塊を含む混在岩では，チャート・石灰 

岩・珪質頁岩・頁岩の岩塊を含むこともある．砂岩の岩 

塊は，級化構造や葉理などの堆積構造が確認できること 

がある．泥質基質は，鱗片状劈開が発達する黒色－階灰 

色の頁岩からなり，シルト－細粒砂大の砕屑粒子や数 

mm程度の砂岩・緑色岩・チャートの岩塊を多数含む． 

混在岩は，剪断変形により，顕著な非対称組織を示すこ 

とがある（第５.20図e,f)． 

大白川コンプレックスでは混在岩が主要構成岩相であ 

るため，広範囲で露出する．黒又川コンプレックスでは， 

中部の砂岩頁岩互層中に層厚20mほどで見られ，上部の 

緑色岩・チャートの中規模岩体近傍に見られる程度であ 

る．上権現堂山コンプレックスでも，混在岩は主要岩相 

であり，広範囲に分布する．また泥質基質において，上 

第５.16図 頁岩とシルト岩の薄片写真 

(a)：頁岩（GSJ R78590，単ニコル)．微細な粘土鉱物からなり，わずかにシルト大（径50μm程度）の石 

英・長石・不透明鉱物が観察される．また層理面と斜交して弱い劈開が認められる．スケールは0.5mm．

(b)：シルト岩（GSJ R78591，単ニコル)．主にシルト大の石英・長石からなる砕屑粒子と粘土鉱物か 

らなる．スケールは0.5mm． 
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権堂山コンプレックス分布域の南部では鱗片状劈開がよ 

り顕著になる．これらは，柳沢ほか（1985，1986）が千 

枚岩質と表現しているものである． 

５.４ 産出化石 

 

須原地域と周辺の足尾帯ジュラ紀付加コンプレックス 

より産出した化石について，コンプレックスごとに記す． 

第５.17図 砂岩頁岩互層（整然相と破断相）の露頭写真 

(a)：等量互層（破間川の河床，北隣の守門岳図幅内)． 

(b)：頁岩優勢互層（破間川の河床，北隣の守門岳図幅内)．極細粒砂岩から頁岩にいたる級化構造が観察

される．矢印は地層の上位方向を示す． 

(c)-(d)：砂岩優勢互層の平行褶曲（黒又川第一ダム東方)．(d）は，ヒンジ部のクローズアップ． 

(e)-(f)：砂岩頁岩互層の破断相（e：小沢，f：破間川の河床，北隣の守門岳図幅内)． 
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化石産出地点を，大白川コンプレックスと黒又川コンプ 

レックスについては第５.21図に，上権現堂山コンプレ 

ックスについては第５.22図に示す． 

第５.２表には，大白川コンプレックスの石灰岩から 

産したフズリナ化石を示す．第５.３表にチャートから 

産した放散虫化石を，第５.４表に珪質頁岩・頁岩から 

産した放散虫化石を示す．また第５.５表には，チャー 

トから産したコノドント化石を示す． 

第５.18図 砂岩と礫岩の露頭写真 

(a)：塊状砂岩（破間川の河床，北隣の守門岳図幅内)．頁岩のリップアップクラストを含む． 

(b)：成層砂岩（黒又川第一ダム東方)．級化構造が観察される．矢印は地層の上位方向を示す．

(c)：細礫大の円－亜円礫からなる礫岩（末沢川の河床)． 

(d)：シルト岩を基質とし，細礫大の亜円砂岩礫を含む（末沢川の河床)． 

第５.19図 砂岩の薄片写真 

(a)：細粒－中粒砂岩（GSJ R78592，直交ニコル)．スケールは0.5mm． 

(b)：中粒－粗粒砂岩（GSJ R78593，直交ニコル)．スケールは0.5mm． 
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第５.20図 混在岩の露頭写真 

(a)：緑色岩（玄武岩と玄武岩凝灰岩）の岩塊を含む混在岩（末沢川の河床)． 

(b)：緑色岩（ハイアロクラスタイト）の岩塊を含む混在岩（笠倉山林道)． 

(c)：砂岩の岩塊を含む混在岩（末沢川の河床)． 

(d)：砂岩の岩塊を含む混在岩（足沢の河床)．岩塊は左横ずれの非対称組織を示す． 

(e)：砂岩岩塊（末沢川の河床)．右横ずれセンスのσ組織を示す． 

(f)：玄武岩岩塊を含む混在岩（GSJ R78596）の研磨面（末沢川の河床から採取)．岩塊は右横ずれ

センスを示す非対称組織を示す． 
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５.４.１ 大白川コンプレックス 

石灰岩：矢島・黒川（1981）及び黒川ほか（1987）に 

より，地点F 1とF 2（転石）からC h u s e n e l l a  s p ., 
Chusenella (?) sp., Kallerina sp., Neoschwagerina sp., 
Parafusulina (?) sp.の中期ペルム紀フズリナ化石の産出が 

報告された． 

チャート：山田・黒川（1985）及び黒川ほか（1987） 

により地点R1（守門岳地域内）から，Canoptum (?) cf. 
rugosum Pessagno and Poisson, Canoptum (?) sp., Canoptum 
cf. anulatum Pessagno and Poisson, Eucyrtidiellum unumaense 
Yao, Homoeoparonaella (?) sp., Orbiculiforma sp., 
Pantanellium cf. browni Pessagno and Blome, Parahsuum aff. 
simplum Yao, Paronaella sp.の放散虫化石の産出が報告さ 

れた．これらのうち，E. unumaense Yaoはその外形の特 

徴に基づいてNatoba sp. A of Kashiwagi（2003）に同定さ 

れる（原・柏木，2004)．このNatoba sp. A of Kashiwagi 
（2003）の産出より，地点R1のチャートの堆積年代は， 

前期ジュラ紀の前半（late Hettangian-early Sinemurian）で 

ある（原・柏木，2004)． 

珪質頁岩：原・柏木（2004）により，地点R7から， 

Atalanta cf. epaphrodita Cordey and Carter, Betraccium sp., 
Canoptum spp., Charlottea (?) sp., Nitrader (?) sp., 
Pantanellium spp., Protokatroma aquila Whalen and Carter, 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５.21図 大白川・黒又川コンプレックスにおける化石 

産出地点 

産出地点及び産出化石とその岩相については， 

以下の文献を引用した．F1，2：矢島・黒川 

（1981)，C1，2：佐藤ほか（1975)，C3，4：植 

村ほか（1984)，C5：長谷川（1985)，R1： 

黒川ほか（1987)，R2-6：松本ほか（2001)， 

R7-11：原・柏木（2004)． 

Protokatroma aff. aquila Whalen and Carter, Udalia spp.の放 

散虫化石産出の報告がある．以上の放散虫化石産出に基 

づき，珪質頁岩の年代は，前期ジュラ紀の前半（late 
Hettangian-early Sinemurian）とされた． 

頁岩：原・柏木（2004）により，地点R8とR9（守門 

岳地域）より放散虫化石産出の報告がある．地点R8より 

産出した放散虫化石は，Canoptum cf. anulatum Pessagno 
and Poisson, Canoptum spp., Foremania cf. sandilandsensis 
Whalen and Carter, Katroma angusta Yeh, Katroma spp., 
Natoba minuta Pessagno and Poisson, Palaeosaturnalis, spp., 
Pantanellium spp., Parahsuum simplum Yao, Parahsuum aff. 
simplum Yao, Parahsuum spp., Zartus (?) sp., Spumellaria 
gen. et sp. indetである地点９より産出した放散虫化石は， 

Bagotum pseudoerraticum Kishida and Hisada, Bagotum spp., 
Canoptum cf. annulatum Pessagno and Poisson, Canoptum 

spp., Pantanellium spp., Parahsuum cf. ovale Hori and Yao, 
Parahsuum simplum Yao, Parahsuum spp., Paronaells sp., 
Stichocapsa sp., Wrangellium sp. A of Pessagno and Whalen 
（1982）である 以上の放散虫化石に基づき，頁岩の堆 

積年代は，前期ジュラ紀の中頃（late Sinemurian‐early 
Pliensbachian）とされた（原・柏木，2004)． 

 

５.４.２ 黒又川コンプレックス 

チャート：佐藤ほか（19 7 5）は，地点C 1から 

Gondolells sp., Hindeodella sp.を含むペルム紀コノドント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５.22図 上権現堂山コンプレックスの化石産出地点 

産出地点及び産出化石とその岩相については， 

以下の文献を引用した．C6：植村・高島 

(1985)，R12-14：松本ほか（2001)．岩相 

との対比は，概略図（第５.６図）に示した． 
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第５.２表 石灰岩から産出したフズリナ化石リスト 

MP：中期ペルム紀． 

コンプレックス名 大白川 

地点 F1 F2 

文献 
矢島・黒川

(1981) 

フズリナ化石/試料名 1 2 

Chusenella  sp.  ○ 

Chusenella (?) sp. ○  

Kallerina  sp.  ○ 

Neoschwagerina  sp. ○ ○ 

Parafusulina (?) sp. ○  

年代 MP MP 

 

化石群集を，地点C2からNeogondolella regale (?) Mosherを 

含む中期ペルム紀コノドント化石群集を報告した．植村 

ほか（1985）は地点C3から，Diplognathodus (?) oertlii 
Kozur, Neogondolella cf. serrata postserrata Behnken, 
Neogondolella cf. idahoensis Youngquist, Hawley amd Miller, 
Neogondolella serrata Clark and Ethingtonの中期ペルム紀 

（early Guadalupian・Ufimian）を示すコノドント化石を報 

告した．また地点C4より，Neogondolella constricta Mosher 
and Clark, Neogondolella foliata inclinata Kovàcs, 
Neogondolella navicula navicula Huckriede, Neospathodus 
microdus Mosherの中期三畳紀（Ladinian）を示すコノド 

ント化石を報告した．長谷川（1985）は地点C5から， 

Epigondlella abneptis Huckriede, Misikella hernsteini Mostler, 
Misikella posthernsteini Kozur and Mockの後期三畳紀 

（Norian）を示すコノドント化石を報告した． 

松本ほか（2001）は５地点（R2-6）のチャートより， 

 

 

 

コンプレックス名[OS:大白川，KG:上権現堂山] OS 黒又川 KG 

地点 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R12 

文献［Y：山田・黒川(1985)］ Y 松本ほか（2001） 

放散虫化石/試料名 

R
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1
.
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R
3
-
3
.
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R
3
-
3
.
2
 

R
3
-
3
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3
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4
-
3
.
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K
a
k
e
8
-
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Canoptum (?) cf. rugnosum Pessagno Poisson ○     

Canoptum (?) sp. ○     

Canoptum cf. anulatum Pessagno and Poisson ○     

Cryptostephanidium sp. ○ ○     

Eptingium manfredi Dumitrica ○     

Eptingium sp.  ○  ○ 

Follicucullus sp. ○     

Homoeoparonaella (?) sp. ○     

Hozmadia sp. ○ ○ ○ ○ ○     

Hozmadia (?) sp. ○    ○ 

Kashiwara (?) sp. ○     

Latentibifistula sp. ○     

Natoba sp. A of Kashiwagi (2003) ○     

Oribiculiforma sp. ○     

Pantanellium cf. browni Pessagno and Blome ○     

parahsuum aff. simplum Yao ○     

Parentactinia nakatsugawaensis Sashida ○     

Paronaella sp. ○     

Plafkerium (?) sp. ○     

pseufostylosphaera (?) sp.    ○ 

Pseudostylosphaera coccostyla (Rüst)  ○   

Pseudostylosphaera japonica (Nakaseko and Nishimura) ○ ○   ○  

Pseudostylosphaera sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

Spinotriassocampe sp. ○   ○  

Staurosphaera sp. ○     

Staurosphaera (?) sp.   ○  

Triassocampe deweveri (Nakaseko and Nishimura) ○ ○ ○  ○   

Triassocampe myterocorys Sugiyama ○     

Triassocampe sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

年代 E.J M-L.P M.T M.T E-L.T M.T M.T 

第５.３表 チャートから産出した放散虫化石リスト 

E：前期，M：中期，L：後期，P：ペルム紀，

T：三畳紀，J：ジュラ紀， 
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放散虫化石を報告した．地点R 2のチャートは， 

Follicucullus sp., Kashiwara (?) sp., Latentibifistula sp.を産 

し，後期ペルム紀を示すと考えられる．地点R3・4・ 

6のチャートからは，Eptingium manfredi Dumitrica, 
Pentactinocarpus tetracunthus Dumitrica, Pseudostylosphaera 
coccostyla Rüst, Pseudostylosphaera japonica Nakaseko and 
Nishimura, Triassocampe deweveri Nakaseko and Nishimura, 
Triassocampe myterocorys Sugiyamaなどの放散虫化石が産 

出し，これらは中期三畳紀（Anisian）を示す（第５.３ 

表)．地点R5のチャートは，   Cryptostephanidium sp., 
Hozmadia   sp.,   Hozmadia (?) sp.,   Parentactinia 
nakatsugawaensis  Sashida,    Plafkerium  (?)  sp., 
Pseudostylosphaera sp.を産し，前期－中期三畳紀 

（Spathian‐Anisian）を示す． 

以上より，黒又川コンプレックスのチャートは，中期 

と後期ペルム紀の一部と前期－中期・後期三畳紀を示す． 

コンプレックス 大白川 黒又川 上権現堂山 

岩相[SSH:珪質頁岩，SH:頁岩] SSH SH SH SSH SH SH SH SH 

地点 R7 R8 R9 R10 R11 R13 R14 

文献 原・柏木（2004） 松本ほか(2001) 

放散虫化石/試料名 
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Archaeodictyomitra sp. ○  ○ 

Atalanta cf. Epaphrodita Cordey and Carter ○    

Bagotum pseudoerraticum Kishida and Hisada ○    

Bagotum spp. ○    

Betraccium sp. ○    

Canoptum cf. annulatum Pessagno and Poisson ○ ○    

Canoptum spp. ○ ○ ○    

Charlottea (?) sp. ○    

Eucyrtidiellum (?) sp.  ○ ○ 

Foremania cf. sandilandsensis Whalen and Carter ○    

Hsuum hisuikyoense Isozaki and Matsuda ○    

Hsuum sp. A of Hara and Kashiwagi (2004) ○    

Hsuum sp. B of Hara and Kashiwagi (2004) ○    

Hsuum sp. ○    

Hsuum (?) sp.   ○ 

Katroma angusta Yeh ○    

Katroma spp. ○    

Laxtorum (?) sp. ○    

Natoba minuta Pcssagno and Poisson ○    

Nitrader (?) sp. ○    

Palaeosaturnalis spp. ○    

Pantanellium spp. ○ ○ ○    

Parahsuum cf. ovale Hori and Yao ○    

Parahsuum simplum Yao ○ ○    

Parahsuum aff. simplum Yao ○    

Parahsuum spp. ○ ○    

Paronaella sp. ○    

Parvicingula (?) sp. ○    

Protokatroma aquila Whalen and Carter ○    

Protokatroma aff. aquila Whalen dnd Carter ○    

Protunuma sp. ○    

Stichocapsa cf. himedaruma Aita ○    

Stichocapsa sp. ○ ○    

Stichocapsa spp. ○   

Tricolocapsa cf. plicarum ssp. A of Baumgartner et al. (1995) ○    

Tricolocapsa spp. ○ ○ ○  

Tricolocapsa (?) spp. ○    

Udalia spp. ○    

Unuma cf. echinatus Ichikawa and Yao ○    

Wrangellium sp. A of Pessagno and Whaten (1982) ○    

Zartus (?) sp. ○    

Spumellaria gen. et sp. Indet. ○    

年代 EJ M-L.J M-L.J 

第５.４表 珪質頁岩及び頁岩から産出した放散虫化石リスト 

E：前期，M：中期，L：後期，J：ジュラ紀． 
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珪質頁岩：原・柏木（2004）により，地点R10から， 

Hsuum hisuikyoense Isozaki and Matsuda, Hsuum sp. A, Hsuum 
sp. B, Laxtorum (?) sp., Stichocapsa sp., Tricoloapsa (?) spp., 
Unuma cf. echinatus Ichikawa and Yaoの放散虫化石産出の 

報告がある．Hsuum hisuikyoenseとU. echinatusの共産に基 

づき，珪質頁岩の堆積年代は，中期ジュラ紀の前半 

（late Aalenian）とされた． 

頁岩：原・柏木（2004）により，地点R11から， 

Hsuum sp., Parvicingula (?) sp., Protunuma sp., Stichocapsa 
cf. himedaruma Aita, Tricolocapsa cf. plicarum ssp. A of 
Baumgartner et al. (1995), Tricolocapsa spp.の放散虫化石産 

出報告がある．これらの放散虫化石により，頁岩の堆積 

年代は，中期ジュラ紀の後半－後期ジュラ紀の前半 

（late Bathonian‐Oxfordian）のある時期とされた． 

 

５.４.３ 上権現堂山コンプレックス 

チャート：植村・高島（1985）により地点C6から， 

Gondolella sp., Paragondolella navicula navicula Huckriedeの 

中－後期三畳紀を示すコノドント化石が産出する．松本 

ほか（2001）は，地点R12より，Eptingium sp., Hozmadia 
(?) sp., Psedostylosphaera (?) sp., Triassocampe sp.の中期三 

畳紀（Anisian）を示す放散虫化石を報告した．以上より， 

本コンプレックスのチャートは，中期と後期三畳紀を示す． 

頁岩：松本ほか（2001）は，地点R13と14より， 

Archaeodictyomitra sp., Eucyrtidiellum (?) sp., Hsuum (?) sp., 
Stichocapsa spp., Tricolocapsa spp.の放散虫化石を報告し 

た．これらから，頁岩の堆積年代は中期－後期ジュラ紀 

のある時期である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５.５ 地質年代と海洋プレート層序 

 

５.１.１ 大白川コンプレックス 

放散虫化石の産出報告により，頁岩は前期ジュラ紀の 

中頃，珪質頁岩は前期ジュラ紀の前半，チャートは前期 

ジュラ紀の前半の堆積年代を示す．また石灰岩はフズリ 

ナ化石により，中期ペルム紀の堆積年代を示す．岩相と 

堆積年代の関係から初生層序は，下位より緑色岩（時代 

未詳)，石灰岩（中部ペルム系)，チャート（下部ジュラ 

系下部)，珪質頁岩（下部ジュラ系下部)，頁岩（下部ジ 

ュラ系下部－中部）と復元される（第５.23図)．チャー 

トに関しては，化石産出地点が黒川ほか（1987）による 

１個所だけであり，すべての堆積年代を表しているとは 

言い難い．大白川コンプレックスは，黒又川コンプレッ 

クスの構造的上位に累重すること，また西南日本内帯ジ 

ュラ紀付加コンプレックスとの広域対比（原・柏木， 

2004）から，チャートの堆積年代は，ペルム紀－前期ジ 

ュラ紀の範囲になる可能性が高い． 

 

５.５.２ 黒又川コンプレックス 

頁岩と珪質頁岩の堆積年代は，放散虫化石産出により， 

それぞれ中期ジュラ紀の後半－後期ジュラ紀の前半と中 

期ジュラ紀の前半を示す．チャートは，コノドントと放 

散虫化石により，中期と後期ペルム紀の一部，前期－中 

期三畳紀と後期三畳紀の堆積年代を示す．石灰岩は，化 

石産出の報告はないため，年代は不明である．岩相と堆 

積年代の関係から初生層序は，下位より緑色岩（時代未 

コンプレックス名［KG:上権現堂山］ 黒又川 KG

地点 C1 C2 C3 C4 C5 C6

文献［H・長谷川(1985)，U：植村ほか(1985)］
佐藤ほか

(1975)

植村ほか

(1984) H U

コノドント化石/試料名 2 1

M
S
K
2
 

M
S
K
9
 

a

Diplognathodus (?) oertlii Kozur ○

Epigondlella abneptis Huckriede ○

Gondolella sp. ○ ○

Hindeodella sp. ○

Misikella hernsteini Mostler ○

Misikella posthernsteini Kozur and Mock ○

Neogondolella cf. serrata postserrata Behnken ○

Neogondolella cf. idahoernsis Youngquist, Hawley and Miller ○

Neogondolella constricta Mosher and Clark ○

Neogondolella foliata inclinata Kovàcs ○

Neogondolella navicula navicula Huckriede ○

Neogondolella regale (?) Mosher ○

Neogondolella serrale Clark and Ethington ○

Neospathodus microdus Mosher ○

Paragondolella navicula navicula Huckriede ○

年代 P M.T M.P M.T L.T M-L.P 

第５.５表 チャートから産出したコノドント化石リスト

M：中期，L：後期，P：ペルム紀，T：三畳紀
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詳)，石灰岩（時代未詳)，チャート（ペルム系－三畳系)， 

珪質頁岩（中部ジュラ系)，頁岩（中部－上部ジュラ系） 

と復元される（第５.23図)． 

 

５.５.３ 上権現堂山コンプレックス 

頁岩は，放散虫化石により，中期－後期ジュラ紀の堆 

積年代を示す．チャートは，コノドントと放散虫化石に 

より，中期と後期三畳紀を示す．岩相と堆積年代の関係 

から初生層序は，下位より緑色岩（時代未詳)，石灰岩 

（時代未詳)，チャート（中部－上部三畳系)，珪質頁岩 

（時代未詳)，頁岩（中部－上部ジュラ系）と復元される 

（第５.23図)． 

 

５.６ コンプレックス間の関係 

 

５.６.１ 大白川コンプレックスと黒又川コンプレックスの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５.23図 岩相と年代の対比表 

土崩沢やこったが沢の上流にて，大白川コンプレック 

スのチャートの小規模岩体（層厚50m）及び混在岩と黒 

又川コンプレックスの砂岩頁岩互層によって，両コンプ 

レックスの境界が示唆される．（第５.２図)．しかし両コ 

ンプレックスの境界は露頭の欠如により，直接観察する 

ことは出来なかった．一方，大白川コンプレックスは前 

期ジュラ紀に，黒又川コンプレックスは中期－後期ジュ 

ラ紀に形成されたことが明らかとなっている（原・柏木， 

2004)．すなわち，構造的上位に向かい形成年代の古い 

コンプレックスが累重する．これは付加コンプレックス 

で一般的に認められる年代極性である．そのため両コン 

プレックスの境界は，他地域の内帯ジュラ紀付加コンプ 

レックスと同様に，断層関係であるとみなした． 

 

５.６.２ 大白川・黒又川コンプレックスと上権現堂山 

コンプレックスの関係 

黒又川花崗岩を挟んで，東側に分布する大白川・黒又 

川コンプレックスは，黒又川第一ダム周辺の背斜や露頭 

規模での褶曲を除き，地層が基本的に概ね40～70ﾟで北 

東に傾斜する同斜構造を示す．これに対し，西側に分布 

する上権現堂山コンプレックスにおける地層の傾斜は南 

西ないし北東に30ﾟ以下であり，褶曲で同一層準が繰り 

返す．しかしながら，南西側に上位層準が露出し，全体 

としては，本コンプレックスは南西に緩く傾斜している． 

西南日本内帯ジュラ紀付加コンプレックスとの広域対 

比からは，上権現堂山コンプレックスが，大白川・黒又 

川コンプレックスに比べてより構造的下位のコンプレッ 

クスとなる（原・柏木，2004)．したがって黒又川花崗 

岩の西側において，上権現堂山コンプレックスの上位に 

は，大白川ないし黒又川コンプレックスの分布が予想さ 

れる．しかし第三系・第四系に覆われる（柳沢ほか， 

1986）ため，その詳細は不明である． 

これらの構造とコンプレックスの累重関係から，黒又 

川花崗岩を中心にして，地質図規模でのアンチフォーム 

が推定される．このアンチフォームの規模や姿勢は，上 

権現堂山コンプレックスの分布幅から，北北西－南南東 

の軸跡を持ち，少なくとも半波長は6k m以上で，翼間 

角は90ﾟ以上であることが推定される． 

 

５.７ 接触変成作用 

 

須原地域の足尾帯ジュラ紀付加コンプレックスは，後 

期白亜紀－古第三紀の深成岩類と新第三紀貫入岩により， 

至る所で接触変成作用を受けている． 

花崗岩東側の黒又川コンプレックスでは，花崗岩体か 

ら約1～2k mの範囲で接触変成作用の影響が強い．一 

般に，砂岩や頁岩では，紫色を帯びた色調を示し，塊状 

緻密な黒雲母ホルンフェルスとなる．鏡下で黒雲母は， 

頁岩では粘土鉱物にやや斜交して，砂岩では泥質基質部 
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に，長径20～50μm 程度の大きさで認められる（第 

５.24図a)．層状チャートは，脱色し白色を呈する（第 

５.25図a)．チャートを構成する石英は，径20～100μm 

であり著しく結晶化し，等粒状組織を示す（第５.24図b)． 

まれに黒又川流域の砂岩頁岩互層では，長径0.5mmに達 

する菫青石が晶出し，肉眼で観察できることがある（第 

５.24図c,d，第５.25図b)． 

花崗岩西側の上権現堂山コンプレックスでも，花崗岩 

体から約1～2k mの範囲で接触変成作用の影響が強い． 

特に分布域南部，トヤの頭から黒禿の頭周辺の河床や林 

道沿いでは，花崗岩体から2k m以上離れた地域でも黒 

雲母ホルンフェルスが形成され，層状チャートの粘土岩 

や砂岩,混在岩の泥質基質に黒雲母の晶出が認められる． 

これらのことからトヤの頭から黒禿の頭にかけては，花 

崗岩との境界は西に緩く傾斜しているか，または花崗岩 

が比較的浅い所に分布している可能性がある．一方，分 

布域北部の守門村毛の又沢川周辺では，チャートや頁岩 

から鑑定可能な放散虫が産出し（松本ほか，2001)，花 

崗岩体から2k m付近にもかかわらず，ホルンフェルス 

化の程度が弱い．そのため，本コンプレックスと花崗岩 

との境界が高角であり，ホルンフェルス化の影響が広範 

囲に及んでいないと推定される． 

第５.24図 ホルンフエルスの薄片写真 

(a)：砂岩頁岩互層（GSJ R78594，単ニコル)．頁岩を構成する粘土鉱物にやや斜交して長径20-50μm
程度の黒雲母が認められる．スケールは0.5mm 

(b)：チャート（GSJ R78595，直交ニコル)．著しく結晶化した径20-100μmの石英からなる．石英は等粒状

組織を示す．スケールは0.5mm 

(c)-(d)：頁岩中の菫青石(GSJ R78594；c：単ニコル，d：直交ニコル)．スケールは0.2mm 
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第５.25図 ホルンフェルスの露頭写真 

(a)：チャート．脱色し白色を呈する（黒又川の河床)． 

(b)：頁岩に晶出した菫青石（黒又川の河床)．長径は0.5mmに達する． 
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須原地域に分布する深成岩類は，そのほとんどが後期 

白亜紀－古第三紀に形成された花崗岩類であり，角閃石 

斑れい岩を伴っている．また，一部に花崗斑岩・アプラ 

イト・石英岩及び石英閃緑岩が存在する． 

 

６.１ 角閃石斑れい岩（Gb） 

 

分布 須原地域南西部の佐梨川及び羽根川流域から黒 

又川最上流域にかけて分布する大湯花崗岩中に散点的に 

存在する． 

貫入関係 大湯花崗岩中に複数の小規模岩体として存 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６.１図 角閃石斑れい岩（GSJ R78597）のスラブ写 

真及び薄片写真 

Hbl：角閃石，Pl：斜長石 

 

 

 

 

（高橋 浩） 

 

在しており，周囲の大湯花崗岩によって捕獲されている． 

本地域南部の黒又川左岸支流の泣き沢では，角閃石斑れ 

い岩は，大湯花崗岩中に南北方向に伸張した形態で分布 

しており，斑れい岩と大湯花崗岩は不規則な境界面で接 

している．この斑れい岩体内部では，大湯花崗岩が不規 

則な形態の貫入面をもった岩脈として存在している．佐 

梨川右岸支流栃尾又沢上流の湯ノ沢では，径10～20c m 

程の不規則な形態の細粒角閃石斑れい岩－閃緑岩が， 

中－細粒で塊状の黒雲母花崗岩（大湯花崗岩）中に存在 

している．両者の境界部には急冷細粒縁や再結晶組織は 

認められない．また，本地域に分布する角閃石斑れい岩 

のいずれにも再結晶組織は認められなかった．これらの 

ことから，角閃石斑れい岩形成後に黒雲母花崗岩マグマ 

が貫入したことは明らかであるが，両者の形成時期に大 

きな時間間隙はなかったものとみられる． 

岩相 粒状の普通角閃石と斜長石が均質に分布し，暗 

黒灰色を呈する中粒ないし中－細粒，塊状の岩石である 

（第６.１図)． 

岩石記載 角閃石斑れい岩＜GSJ R78597＞(第６.１図） 

産地：羽根川中子沢 

主成分鉱物：普通角閃石，斜長石 

副成分及び二次鉱物：石英，不透明鉱物，ジルコン， 

緑れん石 

角閃石は自形で淡緑色（Z軸色，以下Z）を呈す 

る．斜長石は自形－半自形で，核部と縁部からなり， 

核部の汚濁しているものが多い．弱い反復累帯構造 

の認められるものがある．石英は少量であるが他形 

で，粒間充填状に産する． 

 

６.２ 大湯花崗岩（Go） 

 

命名・対比 新称．茅原・小松（1992）の水無川変成 

岩類を貫く花崗岩類のうちの大湯型中粒角閃石黒雲母花 

崗閃緑岩に相当する． 

分布 須原地域南西部の佐梨川及び羽根川流域から黒 

又川最上流域にかけて分布する． 

貫入関係 大湯花崗岩は水無川変成岩類と駒ノ湯断層 

で接し，足尾帯の黒又川コンプレックス及び上権現堂山 

コンプレックスに貫入し熱変成を与えている．また，複 

数の小規模角閃石斑れい岩体を捕獲している．前述のよ 

うに大湯花崗岩と角閃石斑れい岩との境界部には急冷細 

粒縁や再結晶組織が認められないことから，両者の形成 

時期に大きな時間間隙はなかったものとみられる．大湯 

第６章 後期白亜紀－古第三紀深成岩類 
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花崗岩と黒又川花崗岩の関係は，佐梨川右岸支流栃尾又 

沢上流の湯ノ沢，佐梨川右岸支流の宿の沢や下の沢で観 

察できる．佐梨川右岸支流の下の沢では，大湯花崗岩中 

に黒又川花崗岩と見られる幅1～2c m程の黒雲母花崗 

岩の細脈が存在する．また，湯ノ沢では，大湯花崗岩と 

黒又川花崗岩が直接接している露頭が存在し，黒又川花 

崗岩から分岐する細脈が大湯花崗岩中に貫入している 

（第６.２図)．一方，湯ノ沢の上記露頭の約250m上流で 

は，大湯花崗岩と黒又川花崗岩が接しており，両者の境 

界部には幅30c m程のアプライト脈が存在し，その境界 

部は，黒又川花崗岩側は比較的直線的であり，大湯花崗 

岩側ではやや不規則になっている（第６.３図)．また， 

このアプライト脈は黒又川花崗岩中に幅5c m程の岩脈 

を派生させており，大湯花崗岩中にも不規則な岩脈状の 

アプライトが存在している．さらに，大湯花崗岩中には， 

長径2m程の黒又川花崗岩が捕獲岩状に分布している． 

この産状からは，大湯花崗岩と黒又川花崗岩を形成した 

マグマの活動時期はほぼ同時であるが，大湯花崗岩マグ 

マが黒又川花崗岩マグマにやや遅れて活動したと見られ 

る．これらのことから，大湯花崗岩と黒又川花崗岩はほ 

ぼ同時期に形成されたものとみられる． 

岩相 中粒塊状の黒雲母花崗岩－花崗閃緑岩であり 

（第６.４,５図)，普通角閃石を含むものも存在する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６.２図 大湯花崗岩と黒又川花崗岩の関係を示す露頭 

のスケッチ（佐梨川右岸支流栃尾又川上流湯 

ノ沢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６.３図 大湯花崗岩と黒又川花崗岩の関係を示す露頭の 

スケッチ（佐梨川右岸支流栃尾又川上流湯ノ沢, 

第６.２図の250m上流） 

岩石記載 黒雲母花崗岩＜GSJ R78598＞(第６.５図） 

産地：黒又川最上流 

主成分鉱物：石英，斜長石，カリ長石，黒雲母 

副成分及び二次鉱物：不透明鉱物，ジルコン 

石英は半自形－他形で，弱い波動消光を示す．斜 

長石は自形－半自形で，正累帯構造を示し，核部の 

汚濁しているものが多い． 

カリ長石は他形で粒間充填状に産し，自形の斜長 

石を包有している．カールスバド式双晶やパーサ 

イトが認められる．黒雲母は自形－半自形で，暗 

褐色（Y-Z）を呈する．一部に細粒結晶のクロッ 

ト状集合体が認められる． 

 

６.３ 黒又川花崗岩（Gk） 

 

命名・対比 新称．本地域南西部の佐梨川左岸支流折 

立又沢上流から南隣海山地域にかけて小規模に分布す 

るものは，茅原・小松（1992）の水無川変成岩類を貫く 

花崗岩類のうちの優白質粗粒黒雲母花崗岩（小川型）に 

相当する． 

分布 本地域中央部から西部にかけての広い範囲，す 

なわち，黒又川左岸流域－羽根川流域にかけての地域に 

広く分布する．また，本地城南西部の佐梨川流域にも小 

規模岩体として大湯花崗岩中に分布するほか，佐梨川左 

岸流域から南隣海山地域にかけて広く分布している． 

貫入関係 黒又川花崗岩は本地域西部において足尾帯 

付加コンプレックスの上権現堂山コンプレックスに貫入 

し熱変成を与えている．また，本地域中央部の黒又川上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６.４図 須原地域に分布する花崗岩類のモードを示す三 

角図 

Gr：花崗岩，Gd：花崗閃緑岩，Tn：トーナル岩， 

Qmd：石英モンゾ閃緑岩，Md：モンゾ閃緑岩． 

Qd：石英閃緑岩，D：閃緑岩 
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流域においては足尾帯の黒又川コンプレックスに貫入し 

熱変成を与えている．大湯花崗岩の項で述べたように， 

大湯花崗岩を形成したマグマと黒又川花崗岩を形成し 

たマグマはほぼ同時期に活動したとみられる．また， 

黒又川花崗岩は，アプライト及び石英岩岩脈によって 

貫入されている．更に，新第三紀の流紋岩，安山岩， 

閃緑斑岩及び花崗閃緑斑岩，及び玄武岩岩脈によって 

貫入されている． 

岩相 岩相変化に乏しい粗粒塊状の黒雲母花崗岩であ 

り（第６.４,６図)，斑状のカリ長石が存在する．稀に普 

通角閃石を含むものも存在する． 

 

岩石記載 カリ長石斑状粗粒黒雲母花崗岩 

＜GSJ R78599＞(第６.６図） 

産地：黒又川左岸支流ハマコ沢 

主成分鉱物：石英，カリ長石，斜長石，黒雲母 

副成分及び二次鉱物：不透明鉱物，褐れん石，ジル 

コン 

石英は他形で，10～30μm程の細粒結晶と径1～ 

2m m程の結晶とが存在する．カリ長石は，自形－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６.５図 大湯花崗岩（GSJ R78598）のスラブ写真及 

び薄片写真 

Qtz：石英，Pl：斜長石，Kfs：カリ長石 

半自形で斑状のものと他形で粒間充填状のものが存 

在する．斜長石は自形－半自形で正累帯構造を示す． 

黒雲母は自形－半自形で褐色（Y-Z）を呈する． 

 

６.４ 花崗斑岩，アプライト及び石英岩（Gp） 

 

分布 花崗斑岩は，黒又川上流のみかぐら沢出会いの 

南方において大湯花崗岩中に露出している．アプライト 

は黒又川左岸支流の横沢において岩脈として黒又川花崗 

岩中に分布する．また，花崗斑岩の周縁部にも小規模な 

アプライトが認められる．その他に，黒又川花崗岩と大 

湯花崗岩の境界部付近に小規模なアプライト岩脈が存在 

する（第６.３図)．石英岩は，破間川支流羽根川上流の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６.６図 黒又川花崗岩（GSJ R78599)のスラブ写真及 

び薄片写真 

Bt：黒雲母，Qtz：石英，Pl：斜長石， 

Kfs：カリ長石 
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三つ又集落東方において，岩脈として黒又川花崗岩中に 

存在する． 

貫入関係 黒又川上流の花崗斑岩は，大湯花崗岩中に 

小規模に分布している．大湯花崗岩との境界部付近はア 

プライト質となり，大湯花崗岩とは不規則な境界で接し 

ている．アプライトは，黒又川左岸支流の横沢におい 

て，幅7m 程の岩脈として黒又川花崗岩中に貫入して 

いる．石英岩は，破間川支流の羽根川上流において幅 

およそ20m 及び6m の岩脈として，黒又川花崗岩中に 

貫入している． 

岩相 花崗斑岩は大湯花崗岩と岩相が類似している 

が，斑状組織を示し，大湯花崗岩に比べやや優黒質であ 

る（第６.７図)．上述のように大湯花崗岩との境界部付 

近はアプライト質となっている．アプライトは，細粒優 

白質で塊状の岩石である（第６.８図)．石英岩はほとん 

ど石英からなり，塊状で白色を呈する部分と淡灰色を呈 

する部分とが存在する（第６.９図)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６.７図 花崗斑岩(GSJ R78600）のスラブ写真及び薄 

片写真 

Bt：黒雲母，Qtz：石英，Pl：斜長石， 

Kfs：カリ長石 

岩石記載 花崗斑岩＜GSJ R78600＞(第６.７図） 

産地：黒又川上流 

斑状の石英，カリ長石，斜長石及び黒雲母の基質 

を細粒の石英，カリ長石，斜長石及び黒雲母が埋め 

ている．斑状石英は半自形で波動消光する．基質を 

構成するものは半自形－他形で細粒結晶の集合体を 

成す．斑状カリ長石は自形でカールスバド式双晶を 

示し，パーサイトが認められる．基質を構成するも 

のは他形で石英，斜長石の粒間を充填する．斜長石 

は自形斑状で正累帯構造を示す．基質を構成するも 

のは自形－半自形で，アルバイト式双晶を示すもの 

が多い．黒雲母は自形－半自形で褐色（Y-Z）を呈 

する．基質中にも少量の自形－半自形で褐色のもの 

が存在する． 

 

アプライト＜GSJ R78601＞(第６.８図） 

産地：黒又川横沢 

優白質細粒でマイクログラフィック組織が認め 

られる．石英，カリ長石，斜長石及び黒雲母より 

構成される．石英は半自形－他形でカリ長石ととも 

にマイクログラフィック組織を形成している．カリ 

長石は他形，粒間充填状に産する．斜長石は自形で， 

アルバイト式双晶を示すものが多く，弱い累帯構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６.８図 アプライト（GSJ R78601）のスラブ写真及 

び薄片写真 

Qtz：石英，Pl：斜長石，Kfs：カリ長石 



― 55 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６.９図 石英岩（GSJ R78602）のスラブ写真及び薄 

片写真 

Qtz：石英 

 

が認められる．黒雲母は自形で淡褐色（Y-Z）を呈 

し，細粒のものが多い． 

石英岩＜GSJ R78602＞(第６.９図） 

産地：羽根川本沢 

ほとんど石英から構成されるが，極少量のセリサイ 

ト及び不透明鉱物を伴う．比較的粗粒な部分と極細粒 

の部分とが存在する．粗粒部では，径1～2m m程で 

自形－半自形の結晶が集合しているのに対し，細粒部 

では，径0.01mm程の他形粒状結晶が集合している． 

 

６.５ 石英閃緑岩（Gq） 

 

黒川ほか（1987）は，入広瀬村大白川地域の足尾帯の 

地質をまとめたが，その中で，末沢川源流部に分布する 

石英閃緑岩について報告している．また，北隣守門岳地 

域内の破間川（平石川）流域に２箇所の石英閃緑岩の小 

岩体の存在を報告している．北部フォッサマグナ地域に 

は新第三紀の小規模石英閃緑岩体の存在が知られてお 

り，これらの岩体はその北限をなすとされた（佐久間ほ 

か，1985)．しかし，本地域では石英閃緑岩は流紋岩岩 

脈や玄武岩岩脈に貫入され，数個の小規模岩体として分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６.10図 石英閃緑岩（GSJ R78603）のスラブ写真 

及び薄片写真 

Hbl：角閃石，Bt：黒雲母，Qtz：石英， 

Pl：斜長石 

 

布しており，新第三紀夕沢層の流紋岩軽石凝灰岩（Yt） 

に貫入している証拠は見い出せなかった．また，石英閃 

緑岩からは新第三紀を示す年代値も報告されておらず， 

本岩を新第三紀とする根拠は認められない．佐久間ほか 

（1985）は，石英閃緑岩体を2×0.5k m程の岩体で石英 

閃緑岩からアプライト質岩まで岩相変化すると述べてい 

る．しかし，本研究の結果，石英閃緑岩は多数の流紋岩 

や玄武岩岩脈の貫入によって寸断された複数の小規模岩 

体からなることが明らかになった．また，アプライト質 

岩とされたものは比較的規模の大きな流紋岩岩脈の中心 

相を指している可能性が強い． 

分布 本地域北東部，末沢川上流の毛猛沢出合周辺に 

数個の小岩体として分布する． 

貫入関係 夕沢層の流紋岩軽石凝灰岩層中に径十数m 

から数十mの小規模岩体として複数個分布している．夕 

沢層との直接の関係は不明であるが，石英閃緑岩周辺の 

夕沢層の流紋岩軽石凝灰岩層には熱変成組織が認められ 

ないことから，石英閃緑岩と夕沢層とは不整合関係また 
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は断層関係と考える．また，石英閃緑岩は，夕沢層の流 

紋岩軽石凝灰岩とともに，多数の流紋岩及び玄武岩岩脈 

によって貫入されている． 

岩相 岩相変化に乏しい中粒塊状の石英閃緑岩－花崗 

閃緑岩である（第６.４,10図)． 

 

岩石記載 石英モンゾ閃緑岩＜GSJ R7863＞ 

（第６.10図） 

産地：末沢川毛猛沢出合 

主成分鉱物：斜長石，石英，カリ長石，普通角閃石， 

黒雲母 

副成分鉱物：ジルコン，不透明鉱物 

斜長石は自形で，累帯構造は顕著でないが，縁部 

に弱い正累帯構造の認められるものが多い．石英は 

他形，粒間充填状に産する．カリ長石は他形，粒間 

充填状に産し，パーサイト組織の認められるものが 

存在する．角閃石は自形短柱状で，淡褐色（Z）を 

呈する．黒雲母は自形－半自形で暗褐色（Y-Z）を 

呈し，緑泥石に交代されているものが多い． 
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７.１ 城内層群大倉層（Op，Oa，Ov，Oc，Ot） 

 

城内層群は，模式地である南西隣十日町地域では，火 

山岩類を主とする下位の大倉層と，砕屑岩類を主とする 

上位の海山層に区分されている（柳沢ほか，1985)． 

両者は十日町地域から南隣海山地域（茅原・小松， 

1992）にかけて広く分布するが，本地域内や西隣小千谷 

地域（柳沢ほか，1986）には大倉層のみが分布する． 

地層名 城内層群は金原（1948MS）の城内層群，金 

原（1950a ，b ）の城内層に由来．大倉層は柳沢ほか 

（1985）命名． 

模式地 金原（1948MS）では模式地は指定されてい 

ないが，十日町地域内の南魚沼郡六日町宇田沢川流域と 

判断される（柳沢ほか，1986)． 

分布 本地域西部－南西部の山地の尾根に小規模に散 

在して分布する． 

層厚 地質構造が不明なため確かな層厚はわからない 

が，地質構造がごく緩いものと仮定して地形の標高差か 

ら見積ると，笠倉山の南で250m以上，湯之谷村葎沢で 

350m以上である． 

層序関係 基盤の足尾帯付加コンプレックスならびに 

花崗岩類を不整合に覆う．不整合露頭そのものは本調査 

では観察されなかった．大倉層が広範囲に散在すること 

からみて，不整合面は全体としては水平に近いものと考 

えられるが，分布地域ごとに2～3k mの範囲内で見る 

と数十m－200m程度の凹凸を持っている． 

岩相 本報告では安山岩火砕岩（Op )，安山岩溶岩 

（Oa)，安山岩溶岩及び火砕岩（Ov)，礫岩（Oc)，デイ 

サイト質凝灰岩（Ot）の５つに岩相区分した．以下，南 

より北へ地域順に記述する． 

笠倉山の南の尾根の道路沿いには，安山岩火砕岩（Op） 
が分布する．主に塊状の安山岩火山角礫岩（第７.１図） 

からなり，一部はより細粒で基質の多い凝灰角礫岩ない 

し火山礫凝灰岩となる．火山角礫岩中の安山岩岩塊は， 

緑灰色の径5～20c mのものや茶色で斜長石斑晶の多い 

ものからなる．安山岩火砕岩の中部には厚さ10m以上の 

黄灰色のデイサイト質凝灰岩が挟在する．この凝灰岩は 

塊状で全体として粗粒から極細粒へと級化成層を示し， 

上部の層理は10ﾟ北西傾斜を示す．粒径1m mの斜長石・ 

普通角閃石の結晶を含む． 

湯之谷村大湯の西の654m峰には安山岩溶岩（Oa）が 

分布する．黒又川花崗岩を覆う不整合面の位置は確認で 

きていないが，南側の地形の急変点から標高540m付近 

 

 

 

 

（竹内圭史・高橋 浩） 

 

と推定した．安山岩は色調と斑晶鉱物の種類により，緑 

灰色の輝石斜長石安山岩，茶色の普通角閃石斜長石安山 

岩，暗青灰色の輝石安山岩，茶色の普通輝石斜長石安山 

岩など数種類の岩相が見られる（第７.２図A)．径1～ 

8c mの多様な色の安山岩片を含む灰色の火山礫凝灰岩 

も見られる．また，安山岩の東側の花崗岩中には幅0.5 

～2mの安山岩岩脈が見られ，それらはNW-SEないし 

WNW-ESE方向に延びている． 

湯之谷村涸沢山の北の尾根には最大径50c mの大礫か 

らなる礫岩（Oc）が分布する．ただし分布範囲は不確か 

である． 

湯之谷村葎沢の
むぐらさわ

佐梨川と北の尾根には，安山岩溶岩及 

び火砕岩（Ov）が分布する．尾根での分布範囲は不確 

かであるが，転石からみて東端は少なくとも561m三角 

点まで分布しているらしい．安山岩溶岩には斑晶の種類 

により無斑晶安山岩・普通輝石斜長石安山岩・斜長石安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７.１図 大倉層の安山岩火山角礫岩 

大和町笠倉山南の林道． 

第７章 新第三系
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山岩がある．北側の品木沢には，溶岩のほか青灰色塊状 

の厚さ10m以上の安山岩凝灰岩や，平行層理の発達する 

珪長質凝灰岩も挟在する．分布域西部の城山の道路沿い 

では，厚さ3mにわたり，層厚30～80c mの安山岩凝灰 

角礫岩層中に厚さ5～15c mの流紋岩火山角礫岩や白色 

細粒凝灰岩が互層状に挟在する岩相が見られ，上位は安 

山岩火山角礫岩が重なる．また，これらの西側には，南北 

性の推定断層で分布が途切れながら，大澤城趾から西隣小 

千谷地域にかけて安山岩火山礫凝灰岩（Op）が分布する． 

広神村中家
ちゅうか

の尾根には安山岩の小分布がある．風化し 

ているため溶岩か凝灰岩か識別できないが，径1m mの 

斜長石斑晶を密に含んでいる． 

広神村上権現堂山南西の林道沿いには，デイサイト質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凝灰岩（Ot）が分布する．凝灰岩は基盤の足尾帯付加コ 

ンプレックスからなる斜面を層厚およそ50m以下で薄く 

覆っているようである．凝灰岩は極細粒－組粒で1m m 

径の斜長石結晶を多く含んでいる．塊状無層理であるこ 

とが多いが一部で平行層理が識別できる．上部には露頭 

規模の級化成層が見られる露頭があり，そこでは塊状中 

粒凝灰岩の上部3mが級化成層して層理をもつ極細粒凝 

灰岩に移化している．また，標高の低い地域には塊状で 

柱状節理の見られる普通角閃石斜長石安山岩が分布す 

る．守門村下権現堂山北西の尾根には安山岩火山礫凝灰 

岩（Op）が分布する． 

化石 本図幅地域では未発見．城内層群上部からは台 

島型植物群に属する植物化石が産する（柳沢ほか， 

第７.２図 須原地域に分布する新第三系中の主な火山岩類の薄片写真 

A：大倉層の安山岩溶岩．斑晶：斜長石，普通輝石．石基：斜長石，普通輝石，ガラス，不透明鉱物．(直交ニ

コル）産地：湯之谷村折立又新田の西．(GSJ R78604)． 

B：松川層の安山岩溶岩．斑晶：斜長石(少量)，石基：斜長石，普通輝石，ガラス，不透明鉱物．(直交ニコル）

産地：守門村松川川と毛の又沢川の合流点近く．(GSJ R78605)． 

C：夕沢層の流紋岩軽石凝灰岩．軽石・流紋岩片のほか，放散虫化石を含む泥岩（中央左)，チャート片などを

含む．屈折率の高い鉱物は方解石．(単ニコル）産地：入広瀬村毛猛沢．(GSJ R78606)． 

D：西名層の流紋岩溶岩．斑晶：斜長石，普通輝石（少量)，不透明鉱物（少量)．石基：ガラス．小さな孔隙

が多い．(単ニコル）産地：守門村大倉の北．(GSJ R78607)．スケールはA～D共通，1.0mm． 
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1986)． 

地質時代 植物化石から前期中新世と考えられている 

（柳沢ほか，1986)． 

 

７.２ 松川層（Ma，Mp，Mcg，Mt） 

 

地層名 新堀ほか（1950）命名．松川層群（新潟県， 

1963）とも呼ばれる． 

新潟県（1963）は本層上半部の礫岩を松川層群の上位 

層とみなして細野礫岩と呼び北隣守門岳地域の穴沢層に 

対比したが，後述のように礫岩は安山岩と成因的に密接 

に関係しているので，本報告では全体を松川層とする． 

岩相からは,松川層下部の安山岩が城内層群の大倉層に， 

上部の礫岩が城内層群の海山層に対比される可能性が 

あり，茅原（1974）は松川層を城内層群に一括している． 

なお，柳沢ほか（1986）で松川層の上位層とされた清 

本層は，上位と考える積極的証拠はないため本報告では 

松川層に一括した． 

模式地 守門村松川流域． 

分布 破間川沿いから守門村松川周辺にまとまって分 

布する．転石から判断して繁松山北西の尾根にも松川層 

が分布している． 

層厚 下部の安山岩溶岩は南部で400m，安山岩火砕 

岩は北東部で最大400m，上部の礫岩は北部で約400m． 

層序関係 南部では足尾帯付加コンプレックスを，東 

部・北部では黒又川花崗岩を，それぞれ不整合に覆うも 

のと考えられる．ただし，不整合露頭は観察されていず， 

地域によっては基盤岩と断層で接している可能性もあ 

る．上位は西名層に不整合に覆われる． 

地質構造 WNW-ESE方向の軸をもつNWに開いた半 

盆状向斜構造をなすが，向斜軸の位置は走向傾斜の明ら 

かでない礫岩の分布域にあるため不明である． 

岩相 松川層は下部は安山岩溶岩（Ma )・安山岩火 

砕岩（Mp)，上部は礫岩（Mcg）からなる．ただしこれ 

らの境界は多分に便宜的なものである． 

安山岩溶岩（Ma）は松川層の分布の南縁部にWNW- 

ESE方向に延びて分布する．緑灰色－灰色塊状で，無斑 

晶質なものが多い（７.２図B)．分布域中部の毛の又沢 

川沿いでは，径1m mの普通角閃石・斜長石結晶を含む 

火山礫凝灰岩も見られる． 

安山岩火砕岩（Mp）は北東縁部にレンズ状に分布す 

る．塊状の安山岩火山礫凝灰岩のほか火山角礫岩・凝灰 

角礫岩・火山円礫岩及び無斑晶質溶岩など多様な岩相か 

らなる．渋沢川奥の道路沿いに見られる火山角礫岩は， 

礫径5～15c m，最大40c mの亜角礫を含み，礫種は斜長 

石凝灰岩・安山岩火山礫凝灰岩・無斑晶質安山岩・流紋 

岩などである．基質は割合いが多く，緑灰色の凝灰岩か 

らなる． 

礫岩（Mc g）は，礫径5～20c m，最大30c mから場所 

により1mに達する（第７.３図)．一般に塊状無層理で 

あるが，一部で厚さ50c mの細粒砂岩層を挟む．礫は亜 

円－亜角礫で，安山岩礫が主で新第三系砂岩やデイサイ 

ト礫も見られる．礫が密で基質は少なく，基質は粗粒砂 

からなる．松川橋の南の道路沿いでは，厚さ約10mの安 

山岩溶岩と礫岩が繰り返し重なっており，安山岩溶岩の 

上部が角礫化・火山円礫岩化し礫岩に漸移する様子が観 

察される．東部の栗の木沢でも，安山岩火山角礫岩－火 

山円礫岩からチャート礫など異質礫を含む礫岩へと岩相 

が漸移しており，明瞭な岩相区分はできない． 

流紋岩軽石凝灰岩（Mt）は，松川北東の林道沿いで礫 

岩中に厚さ15m以上で挟在する．白色ち密な極細粒凝灰 

岩である． 

化石 未発見 

地質時代 地質時代を示す資料はないが，西名層より 

下位であることから，前期中新世と考えられる． 

 

７.３ 夕沢層（Yp，Yc，Yt，Ya，Yu） 

 

地層名 島津（1973）命名．夕沢層は北隣守門岳地域 

に分布する穴沢層の下半部に相当する．通商産業省資源 

エネルギー庁（1979）の大谷川層下部にあたる．幡・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７.３図 松川層の礫岩 

礫岩は写真左（北東方向）へ50ﾟ傾斜している． 

守門村松川橋南の道路沿い． 
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津川グリーンタフ団体研究グループ（1982）は夕沢層を 

北方から連続する津川層に一括している． 

模式地 島津（1973）には模式地の指定がないが，通 

商産業省資源エネルギー庁（1979）は大谷川層下部の模 

式地を破間川支流の夕沢としている． 

分布 北隣守門岳地域から本地域東部にかけて広く分 

布する． 

東部の毛猛山及び株倉山一帯には，沢村（1953）など 

で報告されていたよりもかなり広く夕沢層が分布するこ 

とが判明した．しかし，地形が険しく尾根道もないため 

地質調査が困難であったため，基盤岩の調査の過程で夕 

沢層の分布下限が一般的に標高700m付近にあるらしい 

ことが判明したので，これを外挿して地質図を描いた． 

分布の南縁は東北東－西南西方向の駒ノ湯断層によって 

断たれているようである． 

北部の末沢川沿いから黒又川第一ダムにかけての地域 

の本層の分布については，黒川ほか（1987）の地質図を 

参考にした．ただし，本研究の調査では黒又川第一ダム 

西の尾根には夕沢層の分布は見られなかった． 

層序関係 基盤の足尾帯付加コンプレックスを不整合 

に覆う．田子倉湖の湖岸各地で，足尾帯付加コンプレッ 

クスと夕沢層の安山岩火山礫凝灰岩や礫岩の露頭が近接 

しているものの，断層で接している露頭が多く，不整合 

の露頭は株倉山北の１箇所で確認できたのみである．毛 

猛山一帯では夕沢層は主に流紋岩からなり，基盤の足尾 

帯付加コンプレックスと夕沢層の層序関係は不整合なの 

か貫入関係なのか確認できていないが，両者の境界の標 

高がかなり一定であることから，噴出した流紋岩が不整 

合に覆っているものと推定した． 

上位は北隣守門岳地域で五味沢層（ないし大谷川層上 

部）に整合に覆われる（島津，1973；通商産業省資源エ 

ネルギー庁，1979)． 

層厚 全体として基底面がごく緩やかな構造であるこ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７.４図 夕沢層の礫岩中に挟在する泥岩 

泥岩には白色の凝灰岩薄層が多数挟在する． 

入広瀬村毛猛沢． 

とから，分布する地形の標高差から層厚を見積ると，北 

部地域で300m，毛猛山では800mと見積られる． 

地質構造 前毛猛山周辺では礫岩が北西－南東走向で 

北東へ30～40ﾟ傾斜し，一本松沢では東西走向で20～ 

40ﾟ程度北へ傾斜するなど，局地的な地層の走向傾斜か 

らは北ないし北東へ傾斜する地域が多いが，地層の分布 

状況から判断すると全体としては水平に近い構造をして 

いるものと考えられる． 

岩相 

本報告では卓越する岩相に基づき，安山岩火砕岩 

（Yp )・礫岩（Yc)・流紋岩軽石凝灰岩（Yt)・安山岩 

溶岩（Ya）及び未区分夕沢層（Yu）の５つに岩相区分 

した． 

安山岩火砕岩（Yp）は，六十里越から田子倉湖北岸 

にかけて分布する．緑灰色塊状の安山岩火山礫凝灰岩か 

らなる．田子倉湖北岸では足尾帯付加コンプレックスの 

露頭が続く中に点々と分布し，一部は断層で切れながら 

不規則な不整合面で覆うものと考えられる． 

末沢川第一取水ダム北方の沢では，下位（南西側）か 

ら順に緑灰色の安山岩火山礫凝灰岩，砂岩炭質シルト 

岩互層，流紋岩軽石凝灰岩，礫岩などが見られ，標高 

520m以上は流紋岩貫入岩が大部分となる．転石からみ 

てこの沢の北側の尾根は流紋岩軽石凝灰岩からなるよう 

である．この地域では下半部をYp，上部をYtに区分でき 

るが，東方の尾根の延長部はYtに一括した． 

礫岩（Yc）は前毛猛山周辺の毛猛沢から田子倉湖にか 

けて分布する．分布の南方延長は調査できていないため， 

地質図では未区分夕沢層（Yu）に一括してある．田子 

倉湖の東岸では淘汰の悪い巨礫岩が足尾帯堆積岩コンプ 

レックスを不整合に覆い，その上位は安山岩火山礫凝灰 

岩を経て厚い礫岩が重なっている．礫は径15～30c mの 

足尾帯堆積岩の礫や流紋岩の円礫が主である．礫岩はし 

ばしば平行葉理の明瞭な黒色泥岩及び珪長質凝灰岩を挟 

む（第７.４図)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７.５図 夕沢層の破砕した安山岩溶岩 

只見沢の中流（標高730m）地点． 
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流紋岩軽石凝灰岩（Yt）は，前毛猛山周辺の毛猛沢か 

ら田子倉湖にかけて，礫岩の上位に重なって分布する． 

前毛猛山北の尾根や裸山も流紋岩溶岩ではなく堅硬な軽 

石凝灰岩ないし火山礫凝灰岩からなる．軽石凝灰岩は白 

色でときに平行層理が見られる．軽石のほかにも流紋岩 

礫や径1～3cmの足尾帯堆積岩の礫を含む（第７.２図C)． 

一本松沢では流紋岩軽石凝灰岩（Yt）の露出がよい． 

軽石凝灰岩は顕著な平行層理を示し，一部ではトラフ型 

斜交層理も見られる．シルト岩－凝灰質シルト岩を挟む． 

また，沢の中流には基盤の足尾帯堆積岩コンプレックス 

の小分布がある． 

安山岩溶岩（Ya）は鬼が面山東方の只見沢と，西方の 

夕沢に分布する．主に灰色－暗灰色塊状の斜長石安山岩 

からなり，一部は角礫岩に漸移する（第７.５図)．只見 

沢下流の本図幅地域東縁では安山岩溶岩中に安山岩火山 

礫凝灰岩が挟在する． 

毛猛山及び株倉山一帯の夕沢層は地質調査が及んでお 

らず，転石により流紋岩と礫岩からなることが分かるの 

みで岩相区分ができないため，未区分夕沢層（Yu）と 

して示した．黒又川第一ダム東の土崩山では主に細礫 

岩－砂岩及び亜炭質シルト岩などの砕屑岩からなり流紋 

岩火砕岩も見られる．この土崩山から連なる尾根も未区 

分夕沢層（Yu）とした．転石から推定される各地の岩 

相は以下のとおりである．足沢山周辺：礫岩・砂岩・流 

紋岩火砕岩．黒又川第一ダム北東の尾根：流紋岩軽石凝 

灰岩・安山岩火山礫凝灰岩． 

化石 北方地域で植物化石Myrica naumanniや生痕が報 

告されている（新潟県，1963)． 

地質時代 地質時代を示す資料はないが，西名層より 

下位であることから，前期中新世と考えられる． 

 

７.４ 岩脈類（B，A，R） 

 

須原地域においては，先新第三紀基盤岩類や新第三系 

の大倉層，松川層，夕沢層及び石英閃緑岩中には，玄武 

岩，安山岩，閃緑斑岩，花崗閃緑斑岩及び流紋岩岩脈が 

多数存在する．量的には流紋岩岩脈が圧倒的に多く，玄 

武岩岩脈は少なく，安山岩，閃緑斑岩及び花崗閃緑斑岩 

は稀である．黒又川花崗岩中には多数の流紋岩岩脈が存 

在し，岩脈群を形成している． 

 

７.４.１ 玄武岩（B） 

黒又川上流の大湯花崗岩中にまとまって分布するほ 

か，末沢川上流の毛猛沢出合周辺に多数分布する．岩脈 

の貫入方向は，北北東－南南西～北東－南西が卓越し， 

北西－南東方向のものも多い．岩脈の幅は1～5mのも 

のが多く最大で10mである． 

岩石記載＜GSJ R78608＞(第７.６図A） 

産地：栃尾又沢上流湯の沢 

斑状の単斜輝石及び斜長石と基質を構成する角閃 

石及び斜長石からなり，石英，不透明鉱物を伴う． 

単斜輝石は半自形－自形，粒状である．角閃石は自 

形柱状で，褐色（Z）を呈する．石基を構成する斜 

長石は自形－半自形で累帯構造は認められない． 

 

７.４.２ 安山岩，閃緑斑岩及び花崗閃緑斑岩（A） 

黒又川第一ダム周辺及び西側のチャート中や，黒又川 

第二ダムの北側には，緑灰色塊状の閃緑斑岩岩脈が見ら 

れる．肉眼では細粒の等粒状組織をもち杏仁が見られる 

ほか，黄緑色の脈や鉱化が認められる．鏡下では粒径0.2 

～0.4m m程度の緑色普通角閃石と斜長石及び少量の不透 

明鉱物が含まれている．花崗閃緑斑岩は羽根川上流の深 

道川において，黒又川花崗岩中の岩脈として存在する． 

田子倉湖北岸には幅300mにわたり無斑晶安山岩の岩 

脈が見られる．毛猛沢下流では，東側の尾根からの変質 

した無斑晶安山岩の転石が見られた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７.６図 玄武岩（A）及び流紋岩（B）の薄片写真 

A：栃尾又沢上流湯ノ沢（GSJ R78608） 

Cpx：単斜輝石，Pl：斜長石 

B：羽根川上流大倉又沢（GSJ R78609） 

Qtz：石英，Pl：斜長石 
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岩石記載：花崗閃緑斑岩＜GSJ R78610＞(第７.７図） 

産地：羽根川上流深道川 

斑状の斜長石，角閃石及び黒雲母と基質を構成す 

る石英，斜長石，カリ長石，黒雲母からなり，不透 

明鉱物を伴う．斑状斜長石は自形で反復累帯構造を 

示す．角閃石は自形柱状で，褐色を呈する．斑状黒 

雲母は自形で，暗褐色（Y-Z）を呈する．基質を構 

成する石英はしばしばカリ長石と連晶を形成し，微 

文象組織を示す．基質中の斜長石は自形で，累帯構 

造を示す．黒雲母は自形で褐色を呈する． 

 

７.４.３ 流紋岩（R） 

南東部地域を除く本図幅地域全域にわたって無数の流 

紋岩岩脈が見られ，北東部地域の六十里越・烏帽子岳周 

辺にはまとまった大きさの貫入岩体もある．とくに黒又 

川第２ダム周辺の黒又川花崗岩中及び黒又川第一ダムか 

ら末沢川にかけての足尾帯付加コンプレックス・夕沢層 

中にしばしば見られる．岩脈の方向は北北東－南南西～ 

北東－南西のものが卓越し，岩脈の幅は2～30mであり， 

10mを越えるものが多い．流紋岩は白色－灰色－赤灰色 

で，斑晶の種類により石英含有斜長石流紋岩・斜長石流 

紋岩がある．まとまった貫入岩体をなす場合は顕著な流 

理構造を示すことが多い． 

 

岩石記載 ＜GSJ R78610＞(第７.６図B） 

産地：羽根川大倉又沢 

斑状の斜長石及び斑状の石英を斜長石，スフェル 

ライトおよび石英が埋め，セリサイトを伴う．斑状 

斜長石は自形で累帯構造を示さない．石英は半自 

形－他形，粒状である．基質を構成する斜長石は自 

形で，斜長石の粒間をスフェルライト及び石英が埋 

めている． 

 

７.５ 西名層（N） 

 

地層名 新潟県（1963)． 

模式地 守門村西名（北隣守門岳地域内)．本地域内 

では，須原北方の道路沿いに好露頭が見られる． 

分布 本地域北西隅の守門村須原から北方にかけて分 

布するほか，南西へは地すべり堆積物や段丘堆積物に覆 

われながら小千谷地域のJR小出駅周辺まで分布する 

（柳沢ほか，1986)． 

層厚 900m 

層序関係 松川層を不整合に覆う．須原北方の破間川 

河床で松川層の礫岩を不整合に覆う露頭が観察される 

（井島，1974)．松川層の地質構造と西名層の構造との間 

には大きな相違があり，この不整合は大きな傾斜不整合 

であると考えられる．上位は模式地では珪藻質泥岩から 

なる貫木
つ な ぎ

層に整合に覆われるが（柳沢ほか，1986)，本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７.７図 花崗閃緑斑岩のスラブ写真及び薄片写真 

羽根川上流深道川（GSJ R78610） 

Bt：黒雲母，Pl：斜長石 

 

図幅地域内では貫木層は欠如し鳥屋ガ峰層に不整合に覆 

われる． 

地質構造 全般に東北東－西南西走向で北へ55～65ﾟ傾 

斜する同斜構造をなす．分布の延びからは南西部では北 

東－南西走向になるものと思われるが露頭観察では確認 

できない． 

岩相 主に流紋岩軽石凝灰岩及び溶岩からなり，泥岩 

を挟む．本層の岩石は風化すると白色になりしばしば崖 

をつくるため，遠望により容易に岩相を判定できる． 

分布域の中部－北東部では軽石凝灰岩が卓越する（第 

７.８図)．軽石凝灰岩は単層の厚さ15m程度で，軽石凝 

灰岩ないし粗粒凝灰岩から細粒凝灰岩を経て泥岩に移化 

する級化成層を示す．径5～10c mの軽石を含む粗粒な 

軽石凝灰岩には，黒色の流紋岩真珠岩をはじめ異質な礫 

が含まれ，花崗岩礫も認められた．粗粒以下の凝灰岩に 

は不明瞭な層理も見られる．これらの特徴から軽石凝灰 

岩の多くは水中火砕流堆積物であると思われるが，古流 

向などの詳細は不明である． 
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本地域では泥岩は下部の凝灰岩中に僅かに挟在するの 

みであるが，北隣守門岳地域内では本層中部に厚さ150 

mにわたり泥岩が卓越する（井島，1974；柳沢ほか， 

1986)． 

南西部では灰色の塊状ないし流理構造を示す溶岩が卓 

越する．流紋岩は斜長石斑晶を多く含み，石基はガラス 

質で杏仁や孔隙が見られる（第７.２図D)． 

化石・地質時代 泥岩から外洋性浮遊性種に富む珪藻 

化石（柳沢ほか，1986)，Orbulina suturalisなどの浮遊性 

有孔虫化石（島津，1973）が報告されている．生層序区 

分では，珪藻化石はDenticulopsis praelauta ZoneからD. 

hyalina Zoneに相当し，16～14Maを示す（柳沢ほか， 

1986)．浮遊性有孔虫化石はBlow（1969）のN.９に相当 

する（島津，1973)．これらから，西名層の地質時代は 

中期中新世の前期である． 

 

７.６ 鳥屋ガ峰層（T） 

 

地層名 金原（1940）の鳥屋ガ峰安山岩に由来し，山 

下ほか（1982）は鳥屋峰層，柳沢ほか（1986）は鳥屋ガ 

峰層と呼んだ．本報告では地名表記に沿う鳥屋ガ峰層を 

踏襲する． 

模式地 広神村小平尾から外山までの和田川沿い（西 

隣小千谷地域内)． 

分布 本地域北西隅に北東－南西方向に延びて小規模 

に分布する．西隣小千谷地域では鳥屋ガ峰周辺に広く分 

布する． 

層厚 北東部で100m，松坂峠で250mで，南西へ次第 

に厚くなっている．西隣小千谷地域では500m以上ある 

（柳沢ほか，1986)． 

層序関係 西名層を不整合に覆う．上位は和南津層の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７.８図 西名層の流紋岩軽石凝灰岩 

見かけの傾斜は緩いが，地層はENE-WSW 

走向60ﾟN傾斜．暗灰色の流紋岩真珠岩の礫 

を含み，部分的にはかなり多量となる（写 

真左上)．守門村須原北の道路沿い． 

火山角礫岩に不整合に覆われる． 

岩相 主に暗青灰色の塊状ち密な安山岩溶岩からな 

る．風化すると赤茶色となりたまねぎ状風化を示す．南 

西部では上半部は火山角礫岩が占める．安山岩は斑晶が 

多い斜方輝石普通輝石斜長石安山岩である．西隣小千谷 

地域では本層下部はSiO2＝63％（無水wt％）のデイサイ 

ト質である（柳沢ほか，1986)． 

地質時代 柳沢ほか（1986）は鳥屋ガ峰層下部のデイ 

サイトの全岩K-Ar年代として6.4±0.34Maを報告してお 

り，その時代は後期中新世である． 

 

７.７ 和南津層（W） 

 

和南津層は本来は浅海成の砂層を指す地層名である． 

柳沢ほか（1986）は，本地域北西隅の松坂峠周辺に分布 

する火山角礫岩を，和南津層の砂層と指交関係にあるこ 

とから和南津層に含めた． 

地層名 Iki（1922）のWanadzu sandに由来し，大村 

（1930）命名． 

模式地 川口町和南津（西隣小千谷地域内)． 

分布 本地域北西隅の松坂峠周辺から西隣小千谷地域 

にかけて小規模に分布する． 

層厚 50m以上． 

層序関係 鳥屋ガ峰層を不整合に覆うものと思われる 

が露頭では確認できていない．西隣小千谷地域では和南 

津層の砂層と指交関係にある（柳沢ほか，1986)．上位 

は魚沼層に不整合に覆われる． 

岩相 主にデイサイト火山角礫岩－凝灰角礫岩からな 

り上部に砂・シルトを挟む（第７.９図)．デイサイト岩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７.９図 和南津層のデイサイト火山角礫岩と砕屑岩 

露頭の高さ7m．下部4mは赤みを帯びた火山 

角礫岩からなり，成層した礫・砂・シルト層が 

それを不規則な削り込み面をもって覆ってい 

る．火山角礫岩の基質は径2-4mmの輝石斑 

晶の多い赤茶色の凝灰岩からなり，角礫は基質 

と同質の溶岩が多いが輝石斑晶の少ない溶岩も 

見られる．守門村松坂峠の道路沿い． 
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塊は径1Oc m－1m，最大1.7m．鏡下では斑晶は径2～ 

4m mの普通輝石・斜方輝石・斜長石で石基は真珠岩組 

織をもつ． 

化石 未発見． 

地質時代 一般的には和南津層の地質時代は後期鮮新 

世であるが，鳥屋ガ峰周辺地域は堆積盆地の縁辺部であ 

るため岩相境界が同時間面と斜交しており，本図幅地域 

の和南津層は他地域の和南津層より古く前期鮮新世に遡 

る可能性が高い（柳沢ほか，1986)． 

 

７.８ 魚沼層（U） 

 

魚沼層は本図幅地域西方の東山丘陵・魚沼丘陵などに 

非常に広く分布する河川成－内湾性の地層であるが，本 

図幅地域では北西隅にごく僅かに分布するのみである． 

地層名 千谷（1930）及び大村（1930）の魚沼統に由来． 

模式地 岡野町芝ノ又（岡野町地域内：宮下ほか， 

1972；魚沼丘陵団体研究グループ，1983） 

分布 本図幅地域北西隅の松坂峠北方にごく小規模に 

分布する． 

層厚 20m 

層序関係 本図幅地域では下位層との層序関係は観察 

されないが，和南津層の安山岩火山角礫岩を不整合に覆 

うものと推定される．上位は厚さ2.5mのテフラに覆わ 

れている． 

層相 主に礫層からなり，一部にシルト層を挟む．礫 

は径2～10c m，チャートと頁岩が多く，最大径40c mの 

チャート礫を含む．特徴的な堆積構造などは観察されな 

かったが，柳沢ほか（1986）は西隣小千谷地域内で３つ 

に岩相区分したうちの海成シルト砂相（U3）としている． 

化石 本図幅地域内では未発見． 

地質時代 魚沼層の地質時代は後期鮮新世－中期更新 

世であるが，本図幅地域に分布する魚沼層は魚沼層下部 

にあたりその時代は後期鮮新世である（柳沢ほか， 

1986)． 
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８.１ 研究史 

 

浅草火山は福島・新潟県境に位置する浅草岳（標高 

1,585.5m，守門岳地域内）を最高地点とする第四紀の成 

層火山である（第８.１図)．浅草火山噴出物は北接する 

守門岳地域を中心に分布し，須原地域では北東隅に分布 

する．そのほか，北東隣の只見及び東隣の小林地域にも 

わずかに分布している．本地域には，現存する浅草火山 

噴出物の占める総面積の約１/３が分布している． 

浅草火山の地質は茅原・西田（1968）により概略が述 

べられた．そこでは狭義の浅草火山及び鬼が面火山に二 

分され，全体を広義の浅草火山と呼んだ．鬼が面火山が 

下位にあたり，山体南西部を占める．狭義の浅草火山は 

上位を占め，山体北東部を中心に分布している．本地域 

内に分布するものはこのうちの鬼が面火山噴出物である． 

その後，浅草火山団体研究グループ（以下，浅草団研） 

 

 

 

 

（中野 俊） 

 

により詳細な地質調査が行われた．浅草団研（1991a） 

は浅草火山全体を54の溶岩あるいは火砕流堆積物に細分 

した．それらを，早期噴出溶岩流，浅草本体噴出物に大 

別し，後者をさらに第１期から第４期まで区分した．浅 

草団研（1991a）によれば，火山体は上げ底構造を示し， 

噴出物の総体積は約6k m 3である．早期噴出溶岩流は限 

定的に分布するのみで全貌は不明であり，上位の浅草本 

体噴出物との間に時間間隙があったかどうかも不明であ 

る．浅草本体噴出物の第１期及び第２期は中心噴火によ 

る活動で，ほぼ円錐形の成層火山体を形成した．噴出口 

は只見沢上流域と推定されている．第３期の活動中心は 

前岳－浅草岳山頂，鬼が面山付近，南岳付近の複数の地 

点であり，第４期では浅草岳山頂周辺と推定された． 

浅草団研（1991b）は噴出物の斑晶モード組成30組， 

全岩化学組成は蛍光Ｘ線分析による主要10成分76組，微 

量６成分29組を報告し，詳細な岩石記載を行った．それ 

第８章 浅草火山噴出物

第８.１図 浅草火山全景 

北西，守門岳山頂より見る
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によると，浅草火山の岩石はすべて斜長石斑状であり， 

斜長石斑晶は概ね10％以上，最大で40％を越える．そ 

のほかに苦鉄質斑晶として普通輝石，紫蘇輝石を最大で 

合計10％程度含む．また，かんらん石（8％以下）ある 

いは角閃石（5％以下）を含むことがある．化学組成で 

は，SiO2が48～62％の玄武岩・安山岩が主体であり，ご 

く少量ではあるがSiO2が65％のデイサイトが浅草岳山頂 

の北西（守門岳地域）に産する． 

浅草火山の活動年代については，赤石・梅田（2002） 

により５つのK-Ar年代値が報告された．彼らは浅草団 

研（1991a）の層序区分にしたがって，早期噴出溶岩流 

から1.62±0.05Ma，浅草本体噴出物の第１期から1.64± 

0.05Ma，1.54±0.06Ma，第３期から1.58±0.05Ma，第 

４期から1.56±0.06Maの年代値を報告した．これらのこ 

とから，浅草火山は前期更新世の初期，160万年前頃を中 

心に長くても10万年程度の活動により形成されたことが 

示された． 

 

８.２ 地形の特徴及び火山体の概要 

 

浅草火山には，噴出中心と推定される地形はまったく 

認められない．地形的に見ると，原地形に近いと思われ 

る10～15ﾟ北傾斜の緩斜面が浅草岳山頂部から北－北東に 

かけて見られる（守門岳地域)．また須原地域では，南岳 

から六十里越にかけても10～15ﾟ南傾斜の緩斜面が存在し， 

これらは溶岩流の原地形をほぼ保存していると考えられ 

る． 

浅草岳山頂から南岳にかけての主稜線は東西非対称で 

ある．主稜線の西側では尾根筋が火山体の原傾斜に近い 

と考えて差し支えなさそうであるが，反対側の東側では 

侵食作用により急峻な地形となっている．特に鬼が面山 

付近では絶壁が連なり，成層構造が発達した火山体断面 

の好露頭となっている（第８.２図)．なお，火山体全体 

としてこの南北の主稜線以東の山体，すなわち，只見沢 

流域を含む南東部が著しく失われている． 

そのほか，特徴的な地形としては，浅草岳山頂北西側 

の馬蹄形をなす崩壊地形（滑落崖）とそれに伴う流れ山 

が点在する小起伏面が挙げられる（守門岳地域)．また， 

浅草岳北東，沼の平付近（只見地域）にも同様な崩壊地 

形・堆積物が分布する．須原地域内では，裸山乗越付近 

に小規模な崩壊地形が見られる．これらはいずれも新鮮 

な地形的特徴を示しており，後期更新世ないし完新世に 

形成された地形と考えられ，浅草火山の火山活動とは無 

関係である． 

第８.２図 鬼が面山東壁に見られる成層構造 

やや南（左）下がりの成層構造があり，一部では不整合に重なっているのが確認できるが，いずれも本報

告では鬼が面火山岩類に一括している．南東方向より 
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浅草団研（1991a）によると，火山体形成に伴ない活 

動中心が移動したとされるが，その必然性は認められな 

い．第３期以降に想定されたいずれの噴出地点付近にも 

火口近傍に堆積したことを示唆する堆積物は認められな 

い．また，これらの時期の溶岩流を傾斜上流方向に延長 

すると只見沢上流部に収れんするとみなすことも不自然 

ではない．よって，全体が単一の中心火口の活動による 

ものと考えても不都合はないだろう．仮に，浅草岳北方 

及び南岳南方の緩斜面を単純に延長し火山体を復元する 

と，現在の只見沢上流部に噴出中心があった標高1,900 

m程度の山体が推定される．後述するように，只見沢上 

流域では複数の岩脈が発達しており，この付近に活動中 

心があった可能性を支持する． 

浅草団研（1991a）は只見沢沿いでの基盤岩分布高度 

が標高1,100mであることから，火山体は上げ底構造で 

あることを指摘した．しかしながら，今回の調査では標 

高740mから1,100m付近にかけて分布する岩体は，その 

岩石学的特徴から，浅草岳山頂から南に延びる尾根（剣 

ガ峰）を構成する岩石と同一であることが確認できた 

（後述)．したがって，上げ底構造である主張の根拠は失 

われた． 

今回の調査では，浅草火山全域の調査がなされていな 

いため，火山噴出物全体を把握しておらず，本地域内の 

調査のみで噴出物を細分することはできない．また，本 

地域内の調査だけでも，浅草団研（1991a）とは異なる見 

解が多く，浅草団研（1991a）の層序区分をそのまま踏襲 

することはできない．したがって本報告では，浅草火山 

を下位の只見沢溶岩類と上位の鬼が面火山岩類に二分す 

るに止める． 

 

８.３ 只見沢溶岩類（Vt） 

 

只見沢の標高740m付近から上流，北隣の守門岳地域 

内の標高1,100m付近にかけて，及び，只見沢左岸の登 

山道が開かれている尾根（剣ガ峰）に分布する溶岩及び 

貫入岩である．一部に火砕岩を挟む．浅草団研（1991a） 

の剣ガ峰溶岩類にほぼ相当する．浅草団研（1991a）に 

よると只見沢上流部で基盤の緑色凝灰岩が標高1,100m付 

近まで分布するとされたが，今回の調査では標高740 

m付近より上流に分布する安山岩は本溶岩類であると確 

認された．大部分が塊状の安山岩溶岩であるが，一部 

に貫入岩類が認められる．局所的に火砕岩も認められ 

る．層厚は350m以上である． 

剣ガ峰から浅草岳に続く稜線上では，塊状の安山岩溶 

第８.３図 只見沢上流部の只見沢溶岩類 

高さ50mを超える角閃石紫蘇輝石普通輝石安山岩の垂壁が東西方向に延びる．沢の上流はこの岩壁の左側に続

いている（只見沢標高840m付近の左岸） 
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岩が分布する．茅原・西田（1968）の地質図では，北 

東－南西方向に延びる岩脈が描かれているが，これがど 

の部分に相当するか不明である．この尾根の両側には東 

西ないし北東－南西方向に続く塊状安山岩からなる垂壁 

が連続するが，貫入面に直交する冷却節理の存在など， 

これが貫入岩体であることを示す積極的な証拠は確認し 

ていない．一部には，直立した柱状節理も遠望できる． 

浅草団研（1991a）によると，幅10数mの岩脈が多数認 

められると記述されているが，おそらくこれらを指すと 

思われる．なお，本研究では未調査であるが，剣ガ峰東 

側の“裏の沢”では確認できるのかもしれない． 

只見沢沿いでは，塊状の安山岩が広く分布する．標高 

770m付近の左岸では不規則な節理が発達した安山岩が 

まるで岩脈のように東方へ続き，おそらく剣ガ峰の南斜 

面に発達する一部垂直な柱状節理の発達する岩壁まで続 

く．また，標高840m付近では高さ50m以上の東西方向 

の垂壁が左岸に発達する（第８.３図)．ここでは，部分 

的にではあるが，水平に近い方向に延びた柱状節理が見 

られる．標高920～930m付近にも節理が不規則に発達 

した安山岩露頭がある．これらが貫入岩であると断定す 

る積極的な証拠は見出していない．これらの露頭間には 

火山角礫岩ないし凝灰角礫岩が見られることもある． 

只見沢標高720～730mでは，基盤の凝灰岩を貫く岩脈 

が見られる．この岩脈は角閃石斑晶を持つ紫蘇輝石普通 

輝石安山岩であり，只見沢溶岩類と同質である．岩脈は 

幅1.5m，走向傾斜はN75ﾟE75ﾟSである．只見沢の標高760 

mで流紋岩を貫く幅約1mの岩脈は，走向がN80ﾟWで垂 

直である．これらの岩脈は，いずれも地質図では省略し 

た．只見沢の標高750m地点に右岸から合流する支沢の 

上流では，浅草団研（1991a）によると火道と推定され 

ている多数の岩脈が見られるという．本調査では， 

N70ﾟE方向，幅60～80c mの安山岩岩脈３本が安山岩溶 

岩に貫入するのを確認したに過ぎない（第８.４図)． 

本溶岩の岩質は，角閃石紫蘇輝石普通輝石安山岩及び 

紫蘇輝石普通輝石安山岩である．特徴的に大きさ1c m 

を越える自形の角閃石巨晶を含むことがある．このよう 

な角閃石巨晶は只見沢にも剣ガ峰付近にも見られる． 

 

８.４ 鬼が面火山岩類（Vo） 

 

北岳－鬼が面山－南岳－六十里越の稜線の東壁及び稜 

線西側に広く分布する溶岩及び火砕岩である．浅草団研 

（1991a）の浅草本体噴出物にほぼ相当する．浅草団研 

（1991a）は須原地域内でも浅草本体噴出物を第１，第２， 

第３，第４期に区分し，更にそれらを多数の溶岩流・火 

砕流堆積物に細分しているが，本報告ではこれらを一括 

する．南北主稜線より西側では溶岩流が卓越し，鬼が面 

山東壁に見られるような火砕岩岩相に乏しくなる．推定 

される全層厚は400m以上である． 

北岳から南岳付近にかけての稜線上には，固結した火 

山角礫岩ないし凝灰角礫岩が分布する（第８.５図)．厚 

さ3m以下の薄い溶岩流が挟まれることがある．角礫岩 

では礫の量や礫径が弱い成層構造を示すことがある．一 

般に礫はほぼ単一の岩質からなるが，発泡した礫と緻密 

な礫が混在しており，一部では多くの礫がやや丸みを帯 

びた形状となる．ところにより，大きさ2m近い岩塊が 

含まれるが，多くは数10cm以下で，基質に乏しい． 

南岳から六十里越にかけては溶岩流が地表面を覆い， 

ほぼ原地形に近い地形を保っている．稜線の南東側では 

少なくとも３枚，西側では少なくとも４枚の溶岩流が認 

められる．部分的に厚さ30mを越え，柱状節理や板状節 

理が発達することがある（第８.６図)． 

岩質は，かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩及び紫蘇 

輝石普通輝石安山岩である．浅草団研（1991a,b）によ 

ると一部は玄武岩質である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８.４図 只見沢溶岩類の岩脈 

幅約60cmの紫蘇輝石普通輝石安山岩岩脈が只 

見沢溶岩類を構成する紫蘇輝石普通輝石溶岩を 

貫く．母岩との接触部には急冷縁が発達（只見 

沢の標高750m地点に右岸から合流する支沢の 

上流） 



― 69 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８.５図 鬼が面火山岩類の火砕岩 

大きさ最大40cmの角礫が含まれ，岩質は単一． 

露頭では成層構造は見られない（北岳付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８.６図 鬼が面火山岩類に発達する柱状節理 

紫蘇輝石普通輝石安山岩溶岩に落差約15mの 

滝が懸かる（あいよしの沢，標高820m付近） 
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９.１ 更新世地すべり堆積物（L,L1） 

 

本地域北西隅の守門村須原には，破間川右岸に更新世 

地すべり堆積物が広く分布する．これは延長8k mに及 

ぶ地すべり群のうちの中央部に位置するもので，地すべ 

り群全体については，段丘堆積物との関係も含めて詳し 

く研究されている（正井・高浜，1981；新潟県農林水産 

部治山課，1981；新潟県，1982；高浜，1981，1982a,b， 

1983；高浜・正井，1983；高野，1989)． 

地すべりを生じた地層は西名層の流紋岩軽石凝灰岩な 

いし真珠岩である．地すべり地域内の各所に地すべり地 

塊の露頭があり，守門村大倉にある長径500m規模のも 

のはL1として地質図に示した．地すべり堆積物の厚さは 

20～30mである（高浜，1981)．本地域に分布する更新世 

地すべり堆積物は，高浜（1981,1982a）の区分のC1とD 

にほぼ相当し（第９.１図)，C1は最終氷期頃，Dは完新世 

に再活動した２次地すべり堆積物と考えられている． 

 

９.２ 古期崩壊堆積物（Co） 

 

古期崩壊堆積物は本地域北西隅の松坂峠周辺に緩傾斜 

な地形面を作って小規模に分布する．これは正井・高浜 

（1981）が新期の火山噴出物とし，また高野（1989）が 

岩屑堆積物としたものである．柳沢ほか（1986）は松坂 

峠周辺に分布する火山角礫岩をすべて和南津層のものと 

みなしたが，本報告の調査で和南津層の火山角礫岩の上 

位を古期崩壊堆積物が不整合に覆っているのが観察され 

た（第９.２図)． 

堆積物は谷埋め状に厚く堆積していると思われる．径 

1～2mの安山岩巨礫と半固結の泥質基質からなる．緩 

地形面の上位は厚さ2～3mのテフラに覆われている． 

安山岩巨礫は灰色新鮮で，鏡下では斑晶鉱物としてオパ 

サイト化した普通角閃石，普通輝石，斜長石を含む． 

 

９.３ 段丘堆積物（t 1，t 2） 

 

段丘堆積物は，本図幅地域西部の主要な河川である破 

間川及びその支流の松川川や，佐梨川・羽根川沿いに分 

布する．本地域の段丘堆積物については高浜（1982a)， 

柳沢ほか（1986)，荒川ほか（1992）などの研究がある 

ものの，テフラに基づいた詳しい研究は信濃川流域に比 

べて遅れていた．Choi et al.（2002）は，破間川沿いの 

段丘堆積物とそれを覆うテフラについて研究し，３つの 

 

 

 

 

（竹内圭史） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９.１図 破間川西岸地すべり群を示す表層地質図（高浜，1981） 

1：崖錐堆積物（F1)，2：沖積錐堆積物（Fn )，3～ 

7：地すべり崩積土，3：D，4：C1，5：C2 6：B， 

7：A（段丘Ⅰ群堆積物)，8：巨大移動ブロック 

(G：本報告のL1)，9-11：段丘堆積物（9：段丘Ⅳ 

群堆積物（T4))，12：滑落崖，13：破砕帯，14： 

断層，15：接峰面等高線 

第９章 第四系
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広域テフラDKP（大山倉吉軽石，５万年前)，AT（姶良 

丹沢火山灰，２万５千年前)，As-K（浅間草津火山灰，１ 

万２千年前）を含む４層のテフラを見い出し，段丘面を 

Ab-ⅠからAb-Ⅵの６面に区分した．本図幅地域にはChoi 
et al.（2002）の区分のうちAb-ⅠとAb-Ⅳの２つの段丘堆 

積物が分布し，本報告ではこれらをそれぞれt 1段丘・t 2段 

丘とした． 

t 1段丘堆積物は守門村須原に分布する．段丘面の現河 

床からの比高は約30mで，堆積物は厚さ約6mの礫層及 

び砂層からなり，上位に広域テフラDKPを含む厚さ1m 

のテフラが載る（Choi et al., 2002)． 

t 2段丘堆積物は守門村須原に破間川に沿って分布す 

る．段丘面の現河床からの比高は約20mで，堆積物は厚 

さ1.5～4mの礫とその上位に厚さ50c m以下の砂からな 

る（Choi et a., 2002)．上位にはAs-K以下のテフラは欠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９.２図 古期崩壊堆積物 

和南津層の茶灰色塊状極細粒砂岩の上位に，厚さ 

1－2mの火山円礫岩，0－50cmの火山礫凝灰岩， 

0－8mの普通角閃石安山岩角礫岩が重なり，そ 

れら和南津層の上位（U-Uの境界線）を，安山 

岩塊を含む厚さ3mの未固結の崩壊堆積物が覆 

う．守門村松坂峠の道路沿いの法面，第７.９図 

の露頭の南上方100m． 

如しているが，表土中により新期のテフラAb-t 1が見い 

出されている（Choi et al., 2002)．t 2段丘堆積物は従来の 

区分との比較では，柳沢ほか（1986）のT9段丘，高浜 

（1982a）の段丘Ⅳ群堆積物（T4）に相当する．本報告で 

は佐梨川・羽根川沿いに分布する段丘堆積物も現河床か 

らの比高からt 2段丘堆積物に相当するものとみなした． 

 

９.４ 崩積堆積物（c） 

 

崩積堆積物は，本図幅地域北東部の浅草火山南岳の西 

麓，裸山乗越に小規模に分布する．浅草火山噴出物が溶 

岩流末端で崩壊して堆積した堆積物で，周囲の斜面より 

緩い地形面を形成している． 

 

９.５ 氾濫原及び現河床堆積物（a） 

 

氾濫原堆積物の多くは，河川改修によって河道が固定 

される以前に河川沿いに堆積した礫・砂・泥よりなる堆 

積物で，本図幅地域西縁部の破間川・小黒川・日付川・ 

羽根川・佐梨川沿いに小規模に分布する．このほか，現 

在の河川流路内の堆積物が黒又川(黒又川第二ダムのダ 

ム湖)・只見川（大鳥ダムのダム湖）にごくわずかに見 

られる． 
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10.１ 鉱物資源 

 

須原地域で現在稼行中の鉱山はないが，只見川上流域 

ではかってモリブデン，銅，鉛，鉄が採掘されていた． 

また，破間川支流の羽根川上流や末沢川流域ではかつて 

珪石が採掘されていた． 

 

10.１.１ 銅，鉛，亜鉛 

田子倉湖周辺の只見川上流域には，蓬沢鉱
よもぎさわ

山，田子倉 

鉱山，御
み

蔵
くら

入
いり

鉱山，笠原鉱山がかつて操業していた． 

蓬沢鉱山 

田子倉ダムの西南西約6k m，前毛猛山北東麓の蓬沢 

及び滝ノ沢に露頭がある．蓬沢のものは，足尾帯大白川 

コンプレックス中の石灰岩を母岩とする接触交代鉱床 

で，蓬沢左岸の標高475m付近に露頭があり，田子倉ダ 

ムの完成により水没した．この露頭は，N40ﾟW,50ﾟSの 

方向にレンズ状をなし，延長4m厚さ1mのスカルン帯 

中に黄銅鉱及び磁鉄鉱が縞状に胚胎している（福島県， 

1964)．滝ノ沢のものは標高725mの高地にあって水没し 

ていない．頁岩中の石英脈で，少量の黄銅鉱・閃亜鉛鉱 

及び方鉛鉱を伴い，N1OﾟE，80ﾟEの方向に走っている 

（福島県，1964)． 

田子倉鉱山 

田子倉ダムの南西約9k m，只見川左岸支流のかたが 

け沢右岸の急斜面に掘削孔があり，かたがけ沢の１本南 

の只見川左岸支流である前沢に旧孔，両者の中間の只見 

川左岸に露頭２箇所が存在する（福島県，1964)．かたが 

け沢では18m掘削され，鉱脈の走向はN38ﾟWでほぼ直 

立しており，脈幅10～20c m，黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛 

鉱・黄鉄鉱を含んでいる（福島県，1964)． 

御蔵入鉱山 

只見川右岸支流の宿の沢支流の沈曽根沢や岡沢に鉱床 

が存在する．鉱床は大鳥層の砂岩頁岩互層を貫く数条の 

石英緑泥石質銅・鉛・亜鉛鉱脈である．沈曽根沢では， 

一部に菱マンガン鉱を伴い，推定Cu 2％，Pb 及びZn 
5％以上の部分が多い．この鉱脈の幅は0.3～5mで，走 

向・傾斜はN10ﾟ～30ﾟE，30ﾟ～80ﾟEであるが，その南北 

両端は追跡しきれていない（福島県総合開発局，1953)． 

この他に，宿の沢本流では，沈曽根沢の鉱脈と平行に少 

なくとも一つの鉱脈が存在し，露頭は酸化マンガンに覆 

われていると伝えられている．その更に下流では，磁硫 

鉄鉱質鉛・亜鉛鉱脈があり，岡沢には岡沢鉱脈が存在す 

る（福島県総合開発局，1953)． 

 

 

 

 

（高橋 浩） 

 

笠原鉱山 

只見川左岸支流の大鳥沢流域の数箇所に鉱床が存在す 

る．いずれも銅・鉛・亜鉛を主とする鉱脈で，幅0.5～ 

1m，走向の多くはN60ﾟEで，70ﾟ前後南東に傾斜し，延 

長は100m程のことが多い．鉱石は鉛・亜鉛に富むが銅 

の二次鉱化が著しい．本鉱床は古くから採鉱の跡がある 

が，大正6年，昭和5年，17年等に再び稼行した（福島 

県総合開発局，1953)． 

 

10.１.２ 珪石 

（１）末沢川上流地域 

足尾帯大白川コンプレックスのチャートが熱水作用を 

被った鉱床で，鉱床の下盤側には緑色岩，上盤側にはチ 

ャートが存在する（通産省，1967)．コッタガ鉱床，安 

ノ沢鉱床，大ヘツリ鉱床，品川一ツ橋鉱床が知られてお 

り，本地域内には，コッタガ鉱床，安ノ沢鉱床が存在す 

る．以下，通産省（1967）により記述する． 

コッタガ鉱床 

こったが山の稜線上の標高800～900m間にほぼ南北 

700mにわたり点在している．鉱床は不規則な塊状で， 

下盤に緑色岩，上盤にチャートが存在する．推定埋蔵鉱 

量及び生産量は以下のとおりである． 

推定埋蔵鉱量 303,600t 
生産量（昭和30～36年） 80,965t 
安ノ沢鉱床 

土崩山の西方，黒又川第一ダム湖の末沢川向け取水 

道入口の上方標高420mから520mの間の稜線上に存在 

し，鉱床は緑色岩とチャートの間にレンズ状または塊状 

の形態で胚胎する．コッタガ鉱床よりも黄鉄鉱，酸化鉄 

に汚染されているものが多く，未だ採掘は行われていな 

い．推定埋蔵鉱量は以下のとおりである． 

推定埋蔵鉱量 122,500t 
 

（２）羽根川上流地域 

黒又川花崗岩中に貫入する石英脈からなる鉱床であ 

り，広神村三ツ又集落東方の羽根川上流にツナガ沢鉱床 

及び白石沢鉱床が存在する． 

ツナガ沢鉱床 

広神村三ツ又集落東方の羽根川右岸支流のツナガ沢上 

流から明神山西方の伊五郎岩にかけて，西北西－東南 

東方向に走る石英脈であり，幅6m前後で延長は1.3～ 

1.5k mに及ぶ．推定鉱量は約175万tであるが，未だ採掘 

されていない． 

第10章 応用地質
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白石沢鉱床 

明神山南南西約2k mの羽根川上流から羽根川右岸支 

流の白石沢にかけて走る石英脈であり，最大幅は約20m， 

平均5～6mで延長は500m程に達する（通産省，1967)． 

推定鉱量は53万tであり，昭和34年開業から37年休止に 

至るまでの生産量は5,416tである（通産省，1967)． 

 

10.２ 温 泉 

 

須原図幅地域では，北魚沼郡湯之谷村の佐梨川流域に 

栃尾又温泉，大湯温泉，折立温泉，宇津野温泉，芋川温 

泉，葎沢温
むぐらさわ

泉の各温泉が湧出しているほか，北魚沼郡広神 

村の破間川支流羽根川中流に中子沢
ちゅうしざわ

温泉が湧出している． 

栃尾又温泉 

佐梨川右岸支流栃尾又沢下流域の北魚沼郡湯之谷村栃 

尾又に位置する．自然湧出の単純温泉，アルカリ性単純 

温泉，単純弱放射能線であり，泉温は35.6～35.7ﾟCで， 

湧出量は32.7ℓ /分である（新潟県，2000)．養老2年 

（718年)，越後の僧，行基によって発見されたと言われ， 

明暦年間に銀山平で銀が採掘された時代には，湯之谷温 

泉郷一の賑わいを見せたと言われる．また，大正4年分 

析の結果ラジウムが大量に含まれることが判明し，鳥取 

県三朝温泉とともに一躍本邦有数の放射能泉として有名 

になった（美坂，1988)． 

大湯温泉 

北魚沼郡湯之谷村の佐梨川上流域の大湯に位置する． 

自然湧出の単純温泉，アルカリ性単純温泉で，泉温は 

39.7～54.3ﾟC，湧出量は2.9～207ℓ /分である（新潟県， 

2000)．寛永年間には湯治場として知られていたという 

（美坂，1988)． 

折方温泉 

北魚沼郡湯之谷村の佐梨川流域の下折立に位置する． 

掘削により自噴または動力を用いて汲み上げている．泉 

質は単純温泉，アルカリ性単純温泉で，泉温は31.5～ 

42.5ﾟC，湧出量は265.5～280ℓ /分である（新潟県， 

2000)． 

宇津野温泉 

北魚沼郡湯之谷村の佐梨川流域の字津野に位置する． 

掘削による自噴泉で，泉質は単純温泉，アルカリ性単純 

温泉で，泉温は35.4～44.8ﾟC，湧出量は38～243ℓ /分で 

ある（新潟県，2000)． 

芋川温泉 

北魚沼郡湯之谷村の佐梨川流域の芋川に位置する．掘 

削による自噴泉で，泉質は単純温泉，アルカリ性単純温 

泉で泉温は30.4～36.1ﾟC，湧出量は200～220ℓ /分であ 

る（新潟県，2000)． 

葎沢温泉 

北魚沼郡湯之谷村の佐梨川流域の葎沢に位置する．泉 

質はカルシウム・ナトリウム－炭酸水素塩・硝酸塩泉で 

泉温は24.5ﾟC，湧出量は350ℓ /分である（金原， 

1992)． 

中子沢温泉 

北魚沼郡広神村の破間川支流羽根川中流の中子沢に位 

置する．泉質はナトリウム－炭酸水素塩泉で泉温は 

12.4ﾟC，湧出量は6.5ℓ /分である（金原，1992)． 
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(Written in 2003) 
 

(Abstract) 
 

 

The Suhara District is situated in central Honshu and occupies an area between longitude 139ﾟ0'E and 139ﾟ15'E and 

between latitude 37ﾟ10'N and 37ﾟ20'N (138ﾟ59'48.4"E and 139ﾟ14'48.3"E,37ﾟ10'11"N and 37ﾟ20'10.9"N, refered to 

the International Terrestrial Reference Frame, ITRF). Topographically, most of this district is located in the Echigo Mountains 

and northwest rim is in the Muikamachi Basin, separated by the Shibata-Koide Tectonic Line. In this area, the Mizunashigawa 

Metamorphic Rocks of the Joetsu Belt, Permian rocks of unidentified structural province, Jurassic accretionary complex of the 

Ashio Belt, Late Cretaceous to Paleogene plutonic rocks, Neogene strata, volcanic rocks of the Asakusa Volcano and 

Quaternary dcposits are distributed. 

 

Mizunashigawa Metamorphic Rocks 
 

The Mizunashigawa Metamorphic Rocks of the Joetsu Belt are low-grade polymetamorphosed rocks, which suffered 

greenschist facies regional metamorphism and contact metamorphism by the Late Cretaceous to Paleogene granites. They are 

mainly pelitic schists, including exotic blocks of greenstones, ultramafic rocks, chert, limestone and sandstone. The age and 

type of the regional metamorphism are not yet confirmed. 
 

Permia rocks of unidentified tectonic province 
 

Permian rocks of unidentified tectonic province are distributed in the southeast part of this district along the Tadamigawa 

River and classified into the Otori, Takizawa, Maruyama and Sodesawa Formations. These formations are mostly composed of 

mixed rocks, which include blocks of ultramafic rock, gabbro, basalt, basaltic tuff, granite, rhyolite tuff, conglomerate, 

sandstone, limestone, chert and others of various scales in the pelitic matrix. 

The Otori Formation consists of mixed rock, which includes large-sized blocks of rhyolite tuff, alternating bed of rhyolite 

tuff and mudstone, and granite, The Takizawa Formation is composed of alternating beds of sandstone and mudstone. The 

Maruyama Formation is composed of mixed rock, which includes blocks of ultramafic rock and gabbro of large size in the 

pelitic matrix. The Sodesawa Formation is composed of mixed rock, which includes blocks of basalt, basaltic tuff, tuffaceous 
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Fig.1  Summary of geology of the Suhara District 
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sandstone and sandstone. Permian brachiopods and crinoids fossils are present in an unsorted bed, and in-situ basalt is also 

present in the Sodesawa Formation. 

 

Jurassic accretionary complex of the Ashio Belt 
 

The Jurassic accretionary complex of the Ashio Belt in the Suhara District is classified into the Oshirakawa, 

Kuromatagawa and Kamigongendoyama Complexes, from the upper to lower structural level, based on the lithology. These 

complexes are intruded by Late Cretaceous granites and suffered contact metamorphism. 

Thc Oshirakawa Complex is mainly composed of mixed rock, with blocks of chert, greenrock and limestone ranging from 

50 to 300m in thickness. The Kuromatagawa Complex is composed of interbedded sandstone and shale, and blocks of chert 

and greenrock ranging from 300 to 500m and over in thickness. The Kamigongendoyama Complex is composed of mixed rock 

accompanying chert, greenrock, sandstone, interbedded sandstone and shale, limestone and conglomerate, chert blocks of 

various size in thickness and greenrock ranging from 50 to 300m in thickness. 
The accretionary ages based on radiolarian fossils from shale are Early Jurassic for the Oshirakawa Complex and after 

Middle Jurassic for the Kuromatagawa and Kamigongendoyama Complexes. 
 

Late Cretaceous to Paleogene plutonic rocks 
 

The plutonic rocks in the Suhara District are mostly Late Cretaceous to Paleogene granitoids with small amount of 

gabbro. These are homblende gabbro, Oyu Granite, Kuromatagawa Granite, granite porphyry, aplite, silexite and quartz diorite. 

The hornblende gabbro appears as small xenoblocks in the Oyu Granite. The Oyu Granite is a medium-grained 

leucocratic biotite granite and granodiorite. It intrudes into the Kuromatagawa and Kamigongendoyama Complexes and caused 

contact metamorphism. The Kuromatagawa Granite, a coarse-grained biotite granite, intrudes into the Kuromatagawa and 

Kamigongendoyama Complexes and caused contact metamorphism. It also intrudes into the Oyu Granite. The granite porphyry 

is a small stock intruding into the Oyu Granite. The aplite and silexite are dykes intruding into the Kuromatagawa Granite. The 

quartz diorite is intruded by rhyolite and basalt and appears as several small bodies. 

 

Neogene 
 

Neogene strata lying in the Suhara District are thc Okura Formation of the Jonai Group and the Matsukawa, Yuzawa, 

Nishimyo, Toyagamine, Wanazu and Uonuma Formations. 

The Okura Formation of the Jonai Group and thc Matsukawa Formation are composed mainly of andesitic rocks, which 

lies on the ridge and foot of mountains. They occupy the lowest part of the strata in the Niigata Sedimentary Basin. The 

Yuzawa Formation is composed mainly of andesite volcaniclastic rocks, conglomerate and rhyolite pumice tuff, partly with 

andesite lava. Many rhyolite dykes with basalt rarely andesite, diorite porphyry and granodiorite porphyry dykes intrude into 

the Okura, Matsukawa and Yuzawa Formations. The Nishimyo Formation is mainly composed of rhyolite pumice tuff and lies 

in the northwest side of this area. The Toyagamine Formation is composed of andesite lava of Middle Miocene, lying in the 

northwest rim of this area. The Wanazu Formation lies in the northwest rim of this area and composed of dacite volcanic 

breccias. The Uonuma Formation is composed of partly fluvial riverbed sediments of Late Pliocene to Early Pleistocene in the 

Niigata Sedimentary Basin, whose maximum thickness is 3,000m. 

 

Asakusa Volcano 
 

Products of the Asakusa Volcano in this district are composed of the Tadamisawa Lavas and the Onigatsura Volcanic 

Rocks. The Tadamisawa Lavas consist of two-pyroxene andesite with or without megacrysts of hornblende, and are composed 

of lava and intrusive rocks partly with volcaniclastic rocks. The Onigatsura VoIcanic Rocks consist of olivine-two pyroxene 

andesite and composed of lava and volcaniclastic rocks. The Asakusa Volcano was active at approximately 1.6Ma ago in Early 

Pleistocene. 
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Quaternary 
 

The Quaternary deposits of this district are limited and composed of Pleistocene landslide deposits, older colluvial 

deposits, terrace deposits, colluvial deposits and flood plain and river bed deposits. 

The PIeistocene landslide deposits lie in the western side of the Aburuma River, northwestern part of this district. It is 

partly still active and composed of debris and colluvial soil with hummocky hills that originated from the Nishimyo Formation. 

The older colluvial deposits are composed of debris and colluvial soil with andesite blocks in the northwest rim of this district. 

These deposits are the Late Pleistocene covered with tephra. The terrace deposits are located along main rivers in the western 

part of this district. Along the Aburumagawa River, two terrace plains are distinguisbed. The older t1 plain is covered with Late 

Pleistocene tephra, and the younger t2 plain is distributed along the Aburumagawa, Hanegawa and Sanashigawa Rivers. These 

terrace deposits are composed of mainly gravel and sand. The colluvial deposits are located on the foot of the Asakusa Volcano, 

northeast part of this district. The flood plain and riverbed deposits are located along the main river and dam lakes of the 

Tadamigawa and Kuromatagawa Rivers. 
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執筆分担 

第１章 地 形 高橋 浩 

第２章 地質概説 高橋 浩・豊島剛志・志村俊昭・原 英俊・竹内圭史・酒井 彰・中野 俊 

第３章 水無川変成岩類 志村俊昭・豊島剛志・高橋 浩 

第４章 構造区未定のペルム系 豊島剛志・志村俊昭・高橋 浩 

第５章 足尾帯ジュラ紀付加コンプレックス 原 英俊・酒井 彰 

第６章 後期白亜紀－古第三紀深成岩類 高橋 浩 

第７章 新第三系 竹内圭史・高橋 浩 

第８章 浅草火山噴出物 中野 俊 

第９章 第四系 竹内圭史 

第10章 応用地質 高橋 浩 

 

 

文献引用例 

高橋 浩・豊島剛志・志村俊昭・原 英俊・竹内圭史・酒井 彰・中野 俊（2004）須原地域の地質．地域地質 

研究報告（５万分の１地質図幅)．産総研地質調査総合センター，80p. 

 

章単位での引用例 

高橋 浩（2004）須原地域の地質，第１章，地形．地域地質研究報告（５万分の１地質図幅)．産総研地質調査総 

合センター，p.1-2. 

 

Bibliographic reference 

Takahashi, Y., Toyoshima, T., Shimura, T., Hara, H., Takeuchi, K., Sakai, A. and Nakano, S. (2004) Geolgy of the Suhara 

district. Quadrangle Series, 1:50,000, Geological Survey of Japan, AIST, 80p. (in Japanese with English abstract 4p.). 

 

 

BibIiographic reference of each chapter 

Takahashi, Y, (2004) Geology of the Suhara district, 1. Topography. Quadrangle Series, 1:50,000, Geological Survey of 

Japan, AIST, p.1-2. 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域地質研究報告（５万分の１地質図幅）須原地域の地質 

平成16年7月23日 発行 

独立行政法人 産業技術総合研究所 

地質調査総合センター 
〒305-8567 茨城県つくば市東1丁目1-1 中央第7 

TEL 029-861-3606 

本誌掲載記事の無断転載を禁じます． 

 

印刷所 谷田部印刷株式会社会社 

 

Ⓒ2004  Geological Survey of Japan, AIST 




